









































アリアンロッド２E・リプレイ・フォーリナーズ




オレたちが異世界トリップして、エリンで無双する？








大畑顕／F.E.A.R.
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富士見ドラゴンブック









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話「異い世せ界かいで南の島の領りよう主しゆになろう」

第二話「悪役令れい嬢じようの帰き還かん」

　あとがき

　追加データ








　　　はじめに




　初めまして。大畑顕おおはた・あきらでございます！

　本書『アリアンロッド ２Ｅ・リプレイ・フォーリナーズ オレたちが異い世せ界かいトリップして、エリンで無む双そうする？』（以下、『フォーリナーズ』）の著者を務つとめているのが僕です。

　本書はＴＲＰＧのリプレイという種類の書籍です。その存在を知らずにこの本をご覧になった方もいるかもしれません。まずは、ＴＲＰＧとリプレイについて解かい説せつしましょう。




　ＴＲＰＧとは、〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟（Table Talk Role-playing Game）の略りやく称しようです。

　司会進行役のゲームマスター（以下、ＧＭ）と数名のプレイヤーが集まって遊びます。これら参加者の会話によって、ゲームは進行していくのです。

　プレイヤーは、それぞれひとりのプレイヤーキャラクター（以下、ＰＣ）を担たん当とうし、ＧＭが用意したシナリオに挑みます。その中で、ＧＭが用意した謎や罠わなに挑戦したり、怪かい物ぶつと戦うなどの冒ぼう険けんを繰くり広げます。時には囚とらわれの姫や、放浪の詩人、酒場の店主などのノンプレイヤーキャラクター（以下、ＮＰＣ）とコミュニケーションをとることもあります。

　罠の解除、ＮＰＣとの交渉、攻こう撃げきの回避といった行動は、サイコロ（リプレイの中ではダイスと呼びます）を使った判はん定ていで成せい否ひを決めます。

　コンピューターゲームのＲＰＧを、参加者全体で楽しむようなイメージです。ＧＭがコンピューターで、攻撃や行動はプレイヤーがそのＰＣを実じつ際さいに演じて行ないます。

　そして、リプレイとは、ＴＲＰＧのプレイの記録を文章に書き起こしたものです。つまり、このリプレイを読めば、ＴＲＰＧの魅力を実際に近い形で体感できるのです。




　最後に、ここで『アリアンロッド』の説明をします。

　このリプレイは、『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ 改かい訂てい版ばん』（以下、『ＡＲ２Ｅ』）のリプレイです。

『ＡＲ２Ｅ』は、ファンタジー世界エリンを舞ぶ台たいにしたＴＲＰＧで、ＰＣは遺い跡せきの探たん索さくや財ざい宝ほうの回かい収しゆうなどを生業なりわいとする冒険者となって活かつ躍やくするゲームです。「改訂版」になったことで、さらに現代地球から異世界に転移してきたＰＣも遊べるようになりました。




　少々長くなりましたが、前置きはこれでおしまいです。

　新たなページをめくり、冒険物語の世界へとまいりましょう。

　なお、次のページには『ＡＲ２Ｅ』の用語集も用意しました。分からない用語が出てきたら、参照してください。







　　　『ＡＲ２Ｅ』用語集




セッション：ゲームを始めて終わるまでのこと。

ＧＭ：ゲームマスターの略。ゲームの司会進行、審しん判ぱんを務める。

プレイヤー：ゲームに参加する者。一回のセッションには数人のプレイヤーが参加する。

ＰＣ：Player characterの略。プレイヤーが作成し、演じるキャラクター。

アーシアン：「現代地球」と呼ばれる異世界からやってきた人間の種族。エリンにやってきた理由により、事故、召喚、転生の三種類に分かれる。

ギルド：冒険者同士で組まれた集しゆう団だん。ギルドサポートという能力が使える。

ダイスロール：行動の正せい否ひやダメージを決めるためにダイスを振ふること。

ｎＤ：六面体サイコロ（ダイス）を振る数を表す。ｎＤとある場合、ｎ個のダイスを振る。

クラス：戦士や魔ま術じゆつ士しいといった冒険内における役やく割わり、職しよく業ぎようのこと。

スキル：戦せん闘とう術じゆつや魔ま法ほう、鍵かぎ開けなどの特とく殊しゆな能力、特とく技ぎをデータ化したもの。

ギルドサポート：ギルドが使用できる加護や特典など。

フェイト：〝運命の精せい霊れい〟アリアンロッドの加護。ダイスの振り直しや、個数を増ふやすことなどができる。
















　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




◆Preplay01◆ザ・青天の霹へき靂れき




『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』とかけて爆ばく買がいにくる外国人観光客と解とく。

　その心は？

　かいてー！　かいてー!!




　というわけで二〇一六年三月に改訂版が発売されました『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』（以後、『ＡＲ２Ｅ』）。

　その最大のウリといえばやはり追加種族のアーシアン。

　現げん代だい地球から『ＡＲ２Ｅ』の世界───エリン───に異い世せ界かいトリップしてきた愉ゆ快かいな連中がＰＣとして遊べるようになったこと。

　また色々と賑にぎやかになるなあ……。

　そんな事を考えながら、僕は会社の窓まどから空を眺ながめておりました。すると……。
















「Ｏ畑ぁ！」

「ぐぼぁあ！　ばかなぁぁぁ！　わたしはあなたの右みぎ腕うでだったはず！　……ガクリ」

「……後ろから声をかけられただけで死なないでくれるか？」




　そんな感じで呆あきれた声を出すのが、『アリアンロッド』のゲームデザイナーにしてリプレイの名手。ナイスでクールなガイでイケメンな菊きく池ちたけし。

　一方「Ｏ畑」と呼ばれたのが僕こと大畑顕。

　ちなみに、「まるはた」でも「ゼロはた」でもなく「おおはた」と読みます。

　以後ご贔屓ひいきに。




菊池：まったく。……Ｏ畑のペースに巻き込まれると話が長くなるから単刀直入に言う。『ストレンジャーガイド』を活いかしたリプレイを書いて欲ほしいんだ。ドラゴンブックから発売される、文庫の。

大畑：『ＡＲ２Ｅ』のリプレイを？

菊池：そう。

大畑：『ＡＲ２Ｅ』の新サプリメント『ストレンジャーガイド』（次のコラム参照）を活かしたリプレイを!?
















菊池：うん。

大畑：歴史と伝でん統とうと格かく式しきのドラゴンブックからリプレイを!?

菊池：イエス。

大畑：このわたくし、大畑顕めが!?　めが！　めがーぁっ!!

菊池：そうだよ！　それにしても驚おどろきすぎだよ！　話が進まないよ!!　……まったくペースをつかむのが上う手まいなあ。

大畑：いや、だって、いきなりそんな事を言われたら驚きますよ、フツー。




　ていうか、マジですか!?

　───と、あまりの大役にびびる僕なわけで。

　なにを隠かくそう、リプレイにはプレイヤーとして色々と参加させてもらってますが、リプレイを書いたことは一度きり。しかもその時は「プレイヤーとしてプレイの様子を書く」という変へん則そく的てきなケースだったし……。




菊池：今回、大畑に頼たのむ理由があるんだ。

大畑：理由？　ぜひ聞かせていただきましょう。

菊池：ほら、君は『剣つるぎの街の異い邦ほう人じん』のファンだろ？

『剣の街の異邦人』とは、株かぶ式しき会社エクスペリエンスが制せい作さくしたコンピューターゲームソフトのこと。ＰＣは飛行機事じ故こにより〝エスカリオ〟という異世界に流れ着いた〝異邦人〟という内容。異世界トリップものの傑けつ作さくです。

　なにを隠そう、僕大畑はそのゲームの大ファンとして全Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社内に名を轟とどろかせているのでした！




菊池：……狭せまい範はん囲いに轟いてるなあ。

大畑：個こ人じんの感想にツッコまないでいただきたい！　……まあ、なんとなくリプレイを頼まれた理由は理り解かいできました。

菊池：そういうわけで、異世界トリップに焦しよう点てんを当てた『ストレンジャーガイド』を活かしたリプレイの著ちよ者しやに最さい適てきな人物がキミなのだ。

大畑：そういうことでしたら、お引き受けしましょう。

菊池：じゃあ、よろしく頼むな。ドラゴンブック編集部には連絡しておくから。

大畑：お任まかせあれ！




　……とまあ、そんな感じで菊池さんからの依い頼らいを引き受けたわたし。

　ああもしようか、いやさこうしようか……。

　などと色々考え、数日が経過したころ……。




「大畑！」

「ぐぼぁあ！　ばかなぁぁぁ！　わたしはあなたの右腕だったはず！」

「……後ろから声をかけられただけで死なないでくれるか？」




　そう言って声をかけてきたのが、鈴吹太郎すずふき・たろう。

　僕の所しよ属ぞくするＴＲＰＧ制作会社、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社長であり、『トーキョーＮ◎ＶＡ』シリーズや『ブレイド・オブ・アルカナ』シリーズなどのゲームデザイナーでもあります。




鈴吹：まったく。……大畑のペースに巻き込まれると話が長くなるから単刀直入に言う。

大畑：……つい最近、同じことを言われたような（笑）。

鈴吹：ほら、君は『剣の街の異邦人』のファンだろ？

大畑：……つい最近、（以下略）。

鈴吹：実は株式会社エクスペリエンスというところから、うちに『剣の街の異邦人』のＴＲＰＧ化の話が来てね。

大畑：…………ば、ばかなぁぁぁ！




　こうして、僕は生しよう涯がい初はつ執しつ筆ぴつの文庫と、生涯初デザインのＴＲＰＧを同時に出しゆつ版ぱんすることになりました。

　いや、嬉うれしいんですけどね。

　たぶんこの本の近くに『剣の街の異邦人ＴＲＰＧ』が売ってるんじゃないかと思うので、できればそちらも一いつ緒しよにお願いします。

　……あと、書店さんにも、できればこの本を『剣の街の異邦人ＴＲＰＧ』の近くに置いていただけますよう平ひらにお願い申し上げます。







◆Preplay02◆集つどい来きたる来らい訪ほう者しや




『ストレンジャーガイド』を用いたリプレイの執筆を指名されてから数日後。

　東京秋葉原にあるＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に五人のメンバーが集まりました！

　その面々を紹しよう介かいしましょう。




菊池たけし

　先に簡かん単たんに紹介した通り『ＡＲ２Ｅ』のゲームデザイナー。

　好きな異世界トリップものは『日帰りクエスト』『連合艦かん隊たいついに勝つ』。

「いかにも」なラインナップですな。




鈴吹太郎

　こちらも先に紹介した通り、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社長。

　好きな異世界トリップものは『多元宇う宙ちゆうの王子』『ミオよわたしのミオ』。

　……って、読者の皆さんご存じですかねぇ？




大畑：そして、ここからが新キャラの登場です（笑）。まずは田中さんからどうぞ。

田中：どうも、田中信二たなか・しんじです。




田中信二

　通つう称しよう〝かわたな〟。かわいそうな田中の略りやく。

　リプレイの執筆やＤＴＰなど色々こなすスゴい人。

　好きな異世界トリップものは『轟ごう世せい剣けんダイ・ソード』『西風の戦記ゼピユロシア・サーガ』。

　王道っぽいチョイスですな。




大畑：そしてうちの社長のスーさんと双そう璧へきをなす、〝濱はまちゃん〟こと濱はま田ださん。

濱田：なんか、釣つり好きのサラリーマンみたいな紹介のされ方ですね（笑）。




濱田晃こう輔すけ

　ＴＲＰＧサポート誌しゲーマーズフィールド編へん集しゆう長ちよう。

　こちらもリプレイ執筆やＤＴＰもこなすマルチなお方。

　好きな異世界トリップものは『ＮＧ騎士ナイトラムネ＆40』『転生したらスライムだった件けん』。

　懐かしのアニメと最近の作品と、バランスがいいですな。




濱田：異世界トリップもののリプレイを収録すると聞いて、喜んでやってきました（笑）。

菊池：そいつは頼もしい。

大畑：……という愉ゆ快かいなメンバーで収しゆう録ろくします。

菊池：一番愉快なＯはた自身の紹介は？

大畑：ＯＨ！　忘わすれてた!!（笑）




大畑顕

　この本のＧＭ兼けん執しつ筆ぴつ者しや。普ふ段だんはＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．のゲームにおけるデータ制作担たん当とう。

　本書の発売と同時にゲームデザイナーデビューも決定。

　好きな異世界トリップものは『剣の街の異邦人』！　ええ、『剣の街の異邦人』ですとも。『剣の街の異邦人』をよろしくお願いします！




大畑：……とまあ、多少宣せん伝でん混まじりの自じ己こ紹介が済んだところで……。

菊池：多少？（笑）

大畑（以後、ＧＭ）：ここから先、僕の呼称はＧＭに変わるのでした（笑）。




　　　　＊　　　　＊　　　　＊




ＧＭ：というわけで、ここから今回予告とシナリオハンドアウトを公開します！

一同：了りよう解かい！




　今回予告とはこれからプレイするシナリオの内ない容ようを紹介する工こう程ていのこと。ＧＭからプレイヤーへの「こんなキャラクターを作って欲しい」という提てい案あんであるシナリオハンドアウトと併あわせて、プレイヤーキャラクターを作る手がかりになります。

　なお、シナリオハンドアウトは〝ハンドアウト〟と略されることが多いですね。




ＧＭ：それでは今回予告から！




●今回予告

　現代地球から、エルーラン王国の貴き族ぞくとして転生したＰＣ①。

　前世とは全く違ちがう生活がエリンには待っていた。




　そして、いよいよ領りよう地ちを得ることになった。

　南の海に浮うかぶ、美しい孤こ島とうだという。

　しかし、その島にはゴブリンとギルマンが住み着いているとかで……。

『アリアンロッド ２Ｅ・リプレイ・フォーリナーズ』

　第一話「異世界で南の島の領りよう主しゆになろう」

　冒ぼう険けんの舞ぶ台たいがキミを待つ！




菊池：島かよ！

田中：島編へんですね。

鈴吹：釣りとかできそうだね。

濱田：「ドモドモ」とか言わないとダメですかね？

田中：ギルマン釣りですか？（笑）

[image: ]




　ギルマンは魚に手て脚あしが生えた形けい状じようのエネミー。ゴブリンは小鬼とも呼ばれるエネミー。
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菊池：まあ、一ひと波は乱らんくらいはありそうだな。

ＧＭ：それでは続いてハンドアウトの紹介です。




■ハンドアウト

ＰＣ①用ハンドアウト

コネ：領りよう民みんたち　　　関係：庇ひ護ご　　　推すい奨しよう：アーシアン（転生）

　キミはアーシアンである。エルーラン王国の貴族の家に転生し、華か麗れいな生活を送っていた。しかし、それも束つかの間まのこと。キミは、南の海に浮かぶ孤島の領主となることが突とつ如じよ決定し、その地に赴おもむくことになった。島にはいろいろな問題が山積しているという。この島の領民たちと、うまくやっていけるだろうか？




菊池：うーむ。領地経けい営えいか……いかにも異世界転生で内ない政せい無む双そうでもしそうなシチュエーションだが。大変そうだなあ。

ＧＭ：ＰＣ①はぜひ菊池さんにお願いしたいと思います。

菊池：俺おれご指名かよ！（笑）　しかもいきなり孤島に送りこまれた領主とか……これは無む茶ちや振ぶりだよっ!!

一同：あんたが言うか！（笑）

菊池：あ、あれ？（笑）

ＧＭ：まあまあ、菊池さん。大変だからこそ面おも白しろいんじゃないですか。

菊池：全くその通りだよ！　そして、俺もさんざん同じような事をＧＭの時にはやってたよ！　つつしんでＰＣ①をやらせていただきます（笑）。

ＧＭ：続いて他のＰＣのハンドアウトです。




ＰＣ②～ＰＣ④用ハンドアウト

コネ：ＰＣ①　　　関係：任にん意い　　　推すい奨しよう：アーシアン（転生）

　キミたちは、エリンにトリップしてきたアーシアンである。同じアーシアンで、現代地球の前世の記き憶おくを持つＰＣ①とは何らかの形で関係があった。キミたちは、さまざまな事じ情じようから、とある島でＰＣ①と行動をともにすることとなったのである。




一同：三人みんな同じかよ！

鈴吹：これは、ＰＣ①にリソースを集中させるタイプのシナリオだね。

濱田：なんか『桃もも太た郎ろう』みたいですね。

田中：『怪かい物ぶつくん』のようでもありますね。……って、『オズの魔法使い』もそうか。

ＧＭ：それでは雰囲気もつかめたようですし、ＰＣを作ってください。

菊池：（ハンドアウトを確かく認にんして）全員アーシアンであることが推奨されている……と。そのほかのレギュレーション（キャラクターを作成する条じよう件けん）は？

ＧＭ：はい。詳くわしくはこんな感じです。




・キャラクターレベルは７

・初期所持金は一四七〇〇Ｇ

・新発売のサプリメント『ストレンジャーガイド』に加え、『スキルガイド』『アイテムガイド』などのガイドブックをはじめとしたサプリメントをすべて使し用よう可か能のう

・「スクエア戦せん闘とう用スキル」「ゲッシュ」「ローカルデータ（ダイナストカバルなど）」といった要よう素そは使用不ふ可か




田中：へぇ。かなり色々なデータを使えるね。

ＧＭ：せっかくですので、皆みなさんにより自由な発想でＰＣを作成していただきたいと。そして、その結果、苦労してＧＭが死んでもそれは僕の責せき任にんということで。あぎゃぱぁーっ！

一同：キャラメイク前に死ぬなよ!?（爆ばく笑しよう）




　かくして始まるＰＣ作成。

　ばばばばっ！　と、ルールブックやサプリメントが猛もう然ぜんとめくられていきます。

　会議室の中には素す敵てきなＰＣを作ろうと、情じよう熱ねつを注そそぐ男たちのつぶやきが交こう錯さくして……。




「異世界かぁ……。大変そうだから、僕ぼくは歌に生きよう！」

「バードか!?　ふむふむ……基き本ほんクラスはアコライト？」

「ええ！　歌って祈いのれる神官を目指します！」

「じゃあ俺は、せっかくだからこのサイバーオーガンってヤツをやってみるぜ」

「（ダイスを振ふる）あ、ライフパスで［怪物化］が出た。ＧＭ、これをひとひねりした形で表ひよう現げんしたいんで『アイテムガイド２』の伝でん承しよう武ぶ器きを使いたいんだけどＯＫかな……」

「（詳しい話を聞いて）なにぃっ!?　なんてまたアクロバティックなんだ!?（笑）　まあ、面白そうなんでＯＫです。なんか苦労しそうな気もしますけど（笑）」

「わはは。俺のハンドアウトには華麗な生活……とあったな。これを実じつ現げんするには、まず財力と権力。これを実現するには情じよう報ほうが大事だな……」

「あ、菊池さん。菊池さんのＰＣのライフパスを振るのは、ちょっと後回しにしてください。ライフパスの使い方を読者さんに例示したいので」




　そんな感じで百ひやく戦せん錬れん磨まのゲーマーたちがモリモリＰＣを作っていきます。

　時が流れていくうちに、なんとも面白そうなＰＣができあがっていくじゃないですか、奥おくさん！　そんな感じで、ＰＣ作成も大づめを迎むかえつつあったころ、ＧＭは次のステップに移うつろうとしたわけで……。




●アーシアン専用ライフパスとは？

　現代地球から、エリンにやってきた新種族アーシアン。エリン在ざい来らいの種族とは異ことなる人生を表現する手段。それが『ストレンジャーガイド』「アーシアン専用ライフパス」なのです。




菊池：（甲かん高だかい声で）では、「アーシアン専用ライフパス」の使い方をご説明しましょう！

一同：うさんくさいっ!?

菊池：うさんくさくない！（笑）

濱田：いやあ。語ご尾びを跳はね上げる口調が、うさんくさい通販番組的な説明口く調ちようだなあ、と。

菊池：今から解説をするんだから説明口調になるのは自然だろ!?

田中：ということは……うさんくさいのは菊池さん自身？

菊池：なんだとぅ!?（笑）

ＧＭ：えーと。とにかく始めますよ？

菊池：うい（笑）。（甲高い声で）それでは、異世界に転移する前のＰＣがどんな人物だったかを表現する「転移前ライフパス」からご紹介しましょう！

一同：やっぱりうさんくさい!!（笑）




　話が進まないので解説を。転生前ライフパスとは異世界に転移する前のアーシアンがどんな人物だったのかを表現するチャートです。

　転移前ライフパスは次の表で構成されています。「人間性決定表」と「人間性内容表」。「立場表」と「学生表」「社会人表」「その他表」。そして最後に「大切表」です。




菊池：では……（甲高い声で）「人間性決定表」と「人間性内容表」をＲＯＣして人間性を決めましょう！　ＲＯＣというのは、「ロール・オア・チョイス」の略。つまり、「表を振っても任にん意いに結果を選せん択たくしてもよい」という意味ですねぇ！

鈴吹：あくまで通販番組口調にこだわるんだ（笑）。

菊池：人間性決定表はＤ６つまり、六面体ダイスを一個振ることになります……とりゃっ!!（ダイスを振る）……５。

濱田：（表を見て）「自分は［Ａ］のつもりだが周囲は［Ｂ］と思っている」ですね。

菊池：はい！　これは自じ己こと周囲の評ひよう価かにギャップがある、ということですね！

ＧＭ：次は人間性内容表です。ダイスを振る場合はＤ66を二回振ってください。

菊池：はい、Ｄ66というのはダイスをふたつ振り、片方を一〇の位くらい、もう片方を一の位として見る振り方のことですね！　（ダイスを振る）36と……41！

濱田：それぞれ〝怠たい惰だ〟と〝天才〟ですね……。

ＧＭ：つまり自分は［怠惰］なつもりだが、周囲は［天才］と思っている。

一同：カッコイイ！

鈴吹：なんか、主人公っぽいじゃないですか！

菊池：はい！　こんな風にキャラが立つんですねぇ。

田中：ちょっと照てれてますね、菊池さん（笑）。

ＧＭ：続いて、ちょっと照れてる菊池さんに立場表を振っていただきましょう。

菊池：「立場表」とは、そのＰＣの社会的な立場を決める表になります！　最初の表で「学生」「社会人」「その他」という大まかな立場を決めるんですねぇ！　……ところでＧＭ。

ＧＭ：なんですか？　急に素すの口調に戻って。

菊池：ここで［社会人］を選択していい？　今回、元サラリーマンのＰＣを作りたいと思っていたんで。

ＧＭ：ＯＫですよ。では、社会人表にいきましょう。




「立場表」で大まかな立場を決めた後、「学生表」「社会人表」「その他表」に進んで、より詳細なイメージを決めることになります。




菊池：おりゃっ!!（ダイスを振る）　４で［奇人］！

ＧＭ：会社では奇人として有名だったって感じですね。

鈴吹：ますます風変わりな天才ってイメージが強くなってきましたよ（笑）。

菊池：（甲高い声で）それでは次に「大切表」を振るんです！　この「大切表」は、その人物にとって何が大切なのかを決めることができるんですねぇ！

濱田：またいかがわしい口調に戻った（笑）。

菊池：（ダイスを振る）……42。［見果てぬ夢］か……私には夢があった！

田中：して、どんな？

菊池：そうだなあ……実は私が勤つとめていた企業は、超ブラック企業だったのだ。

一同：ブラック企業!?

菊池：会社の業ぎよう務むを改かい善ぜんし夢のある体制を作ること。それが私の夢だった……。

濱田：なんか、夢も希望もない状態だったために見た夢って感じですね（笑）。

ＧＭ：これにて転移前ライフパスは終わり。次はアーシアン専用ライフパスです。




　ここでいうアーシアン専用ライフパスとは、基本ルールのライフパスに対応するアーシアン用のライフパスのことです。




菊池：（甲高い声で）基本ルールの「出しゆつ自じ、境きよう遇ぐう、目的」に対して、アーシアン専用ライフパスは「特とく異い、転移、目的」の表があるんですねぇ！

濱田：あ、まだその口調でいくんだ（笑）。

菊池：はい。では、アーシアン（転生）用の「特異表」を振ってみましょう！　……（素に戻って）ところでＧＭ。

ＧＭ：はい、なんでしょう？

菊池：「特異表」の転生前と転生後の両方を振ってみたいんだが？




　アーシアンの「特異表」には異世界転移前と異世界転移後の両方の項目があります。プレイヤーにはより上手く設定に組み込める方を選択してもらうことになるのです。

　ただし、ＧＭの許可があれば転移前と転移後の両方を設定してよかったりします。




ＧＭ：ＯＫです。ただし一般スキルは先に選んだ方でお願いします。

菊池：はぁい。特異表では選んだ項目によって一般スキルがひとつ手に入るんですねぇ！

ＧＭ：なお、転移前と転移後の両方を設定した場合でも手に入るスキルはひとつだけなので注意が必要ですね。

菊池：でわぁ先に転移前から……（ダイスを振る）21。

ＧＭ：［無駄知識］。あなたは無駄に膨ぼう大だいで深い知識を持っている。

菊池：無駄って言うなぁっ!!（一同爆笑）

鈴吹：キャラ立ってますねぇ、菊池さん（笑）。

田中：これはもう、内政キャラを作るしか！




　内政というのは元々シミュレーションゲームなどで使われていた用語。領りよう域いき内ないの経済や行政などをひっくるめて、ひとつの能力として表したものをさします。

　そこから転じて現代知識を使って異世界の政治や経済を改善する行こう為いを内政と呼ぶようになったわけで……。




ＧＭ：あ、ちなみに一般スキルの《アルケミーノウリッジ》が手に入ります。

菊池：わかった（メモメモ）。（甲高い声で）続いては転移後！　（ダイスを振る）35！

ＧＭ：［悪役］。あなたは悪役のポジションにいる。

菊池：（素に戻って）［悪役］かよ!!

田中：これは……いったいどんなキャラが生まれるんだ……。

ＧＭ：興きよう味みは尽つきませんが……ともかく「転移表」に行きましょう。

菊池：（ダイスを振る）……66で［火か炎えん］。会社で起きた火事に巻き込まれて転生した、と。

ＧＭ：悲ひ運うんのキャラっぽいですね。では、最後に「目的表」をお願いします。

菊池：（ダイスを振る）22。［再会］か……。イヤな上司と再会して復ふく讐しゆうしたい。

ＧＭ：どんだけ元の会社にしがらみがあるんですか!?（一同爆笑）




　そんな感じで菊池ＰＣのライフパスは決まりました。

　イエーイ！

　ほどなくして、そのほかのＰＣたちのキャラクター作成も終わり、各おの々おのの自己紹介へと移る準備が整いつつありました。




ＧＭ：ではみなさん、各自のＰＣの自己紹介をお願いします。

一同：はーい。

菊池：……あ、途中から説明口調を忘れてた。

一同：それはもういいから！（笑）




▼ＰＣ①　菊池たけし……ラヴィニア・リベンジの場合

人間性：自分は［怠惰］なつもりだが周囲は［天才］と思っている。

立場：社会人／奇人　　大切：見果てぬ夢

特異：無駄知識／悪役　転移：火炎　　　　目的：再会




菊池（以下、ラヴィニア）：名前はラヴィニア・リベンジ。一七歳の女。種族はアーシアン（転生）で、エルダナーンに転生した。エルーラン王国の悪役令嬢だ！

一同：悪役令嬢!?




「悪役令嬢もの」とはフィクションの一ジャンルです。女性向け恋愛ゲーム（いわゆる乙女おとめゲー）のヒロインキャラとライバル関係になる悪役の令嬢を主人公に据すえた物語ですね。

　主人公は基本的に貴族か富ふ豪ごうの令嬢で、頭ず脳のう明めい晰せきかつ眉び目もく秀しゆう麗れいなハイスペックキャラ。

　おうおうにしてゲームのヒロインキャラと敵対することになります。




鈴吹：なるほど。だから名前がラビニアなんですね。『小公女』の。

ラヴィニア：のーのー！　ラ「ヴィ」ニアです、ラ・ヴィ・ニ・ア。……まあ、アニメ版のそのキャラのオマージュなのは間違いないですが（笑）。
















田中：うわ懐かしい……。考えてみれば悪役令嬢の元がん祖そみたいなキャラだなあ。

ラヴィニア：転生前は現代地球のメーカーに勤めるおっさんサラリーマンだった。周囲には天才と奇人は紙かみ一ひと重え的に思われていたようだが……。

鈴吹：そのおっさんが火事で死んでしまうんですね。

ラヴィニア：そう……徹てつ夜や続きの研究に疲つかれた私は、会社でいねむりをしているうちに火事で焼かれ……気づいたらエリンに転生。貴族令嬢ラヴィニアとしてすくすく成長する。

濱田：恵めぐまれた人生ですね。

ラヴィニア：だが、前世の記憶を持つラヴィニアはそんな程度で満足しない。王国を手に入れ、いずれは統とう一いつ帝ていになるため画かく策さくし、ついにエルーラン王国の王子との婚約にこぎつけた。

ＧＭ：有能だ！　でも統一帝はアルディオンの覇は者しやの称しよう号ごうでしょ？　大陸が違います（笑）。

ラヴィニア：細かいことは気にしない（笑）。で、そんなラヴィニアの前に、超ムカつく女が立ちはだかった。人望あつく、子供や動物になつかれるパーフェクトヒロイン。人呼よんで「ダイアモンドプリンセス」！

鈴吹：あ、ヒロインちゃんも『小公女』ネタですか（笑）。

ラヴィニア：しかも、王子がその女にほだされてね。逆さか恨うらみしたラヴィニアはあらゆる手段でダイアモンドプリンセスを排はい除じよしようとするわけだが……。

田中：悪役というか悪わる者もの令嬢じゃないですか！（笑）

ラヴィニア：しかし、ラヴィニアの策さく謀ぼうは王様にばれて辺へん境きようの領りよう地ちに追い出されることに。

鈴吹：お、ハンドアウトに繫つながった（笑）。

濱田：さすがは菊池さんだ！

ラヴィニア：データ面では……クラスはメイジとハッカー。情報も操あやつる魔ま法ほう使つかいって感じ。




ハッカー

　ハッカーとは、『ストレンジャーガイド』で追加されたクラス。最近エリンで実用化された情報ネットワーク〝ユグドラシル〟にアクセスし、その力を引き出すことができます。




ラヴィニア：装備は片手に魔法使いっぽく杖つえの形状をさせた赤き斜陽の剣レツドサンセツトソード。もう片方の手には、タブレットの外見をしたＵＭＤライトを装備。これのお陰で【行動値】が＋２されるのだ。

田中：現代地球の機器を巧みに使いこなしている！

ラヴィニア：基本的に強力な炎の魔法の使い手だ。《ファイアボルト》を《マジックフォージ》や《リゼントメント》で強化する。一方でハッカーの《ウィルスコマンド》みたいに、バッドステータスの［毒］を与えるスキルも持っている。

濱田：〝毒と炎の悪役令嬢〟って感じですね（笑）。

ラヴィニア：まあ、そんな感じで新たな領地を経営して捲けん土ど重ちよう来らいを目指す！　以上!!




▼ＰＣ②　田中信二……五十嵐鉄也いがらし・てつや（黒騎士）の場合

人間性：どちらかといえば［最強］だがそれなりに［内気］でもある。

立場：学生／優ゆう等とう生せい　大切：未達の約束

特異：不幸／怪物化　転移：トラック／亀かめ　目的：帰き還かん




ＧＭ：では田中さんのＰＣの自己紹介を。

田中（以下、鉄也）：名前は五十嵐鉄也。通つう称しよう、黒騎士と呼ばれている。

一同：黒騎士！（笑）

濱田：べ、ベタな通称を……。

鉄也：アルディオンに転生し、鎧を使った戦いが得意なファランクスであることを強調するためにも「黒騎士」というふたつ名をつけました。




アルディオン大陸

『ＡＲ２Ｅ』の基本ルールの舞台エリンディルとは別の、戦乱の大陸。ファランクスとはアルディオンに固有のクラスで、鎧など防具を活いかした戦いが得意。




鉄也：種族はアーシアン（転生）で、クラスはウォーリア、ファランクスです。『アイテムガイド２』の伝承武ぶ具ぐを取得し、その中の「達人の武具」を選択。このとき特とく徴ちようが「しゃべる」だったので「知ち性せいを宿やどし会話できる魔剣が本体」というＰＣを作ることにしました。
















ラヴィニア：魔剣が本体!?　じゃあどうやって動いてるの!?

鉄也：まず、《アーシアン：転生》で機械生命体エクスマキナの種族スキル《ランパート》を得て《カバーリング》を取得。他に《マシンアーマー》や《マシンリム》などボディを動かす機構を表現する一般スキルで「カラクリで稼働するボディ」を表現しました。

濱田：なるほど。いわゆる〝魔剣転生〟のキャラクターですね。

鈴吹：なるほど。《カバーリング》できる身体からだはカラクリで、本体は剣だと言い張るわけだ。

ラヴィニア：め、面倒な工く夫ふうしてますわ。

鉄也：ちなみに「本体が魔剣」というのは、あくまで演出。データ的には特別な処理はなく普通にボディを攻撃されればダメージを受けるわけです（笑）。

ＧＭ：この工夫に感動して「剣が本体というＰＣ」を許可しました（笑）。

鉄也：ありがとう、ＧＭ！　で、戦闘方法はいたってオーソドックス。《スマッシュ》《バッシュ》などの剣の技を主体に攻撃し、《カバーリング》で身を挺ていして盾たてとなります。

ラヴィニア：いい感じに壁になってくれそうね♪

ＧＭ：では、ライフパスの結果をどうぞ。

鉄也：了解。まずは、転移前ライフパスから。「人間性」は、「どちらかといえば［最強］だがそれなりに［内気］でもある」となり、立場は「学生／優等生」です。

ＧＭ：鉄也は学生だったわけですね。

鉄也：そう。学業優ゆう秀しゆうかつラグビー部に所属の優等生。だが、実は自分に自信がなかった。そしてその自信のなさの元は、天てん才さい肌はだの双ふた子ごの兄、勝かつ也やの存在にあった。

一同：おい！（笑）

鉄也：なお、幼なじみのナナミを高校ラグビー全国大会の会場である花はな園ぞのに連れて行くという約束。これが「大切表」の「未達の約束」です。

鈴吹：きっとナナミちゃんは家のお隣さんで、喫茶店のお嬢さんだったんだな（笑）。

ＧＭ：特異表の転移前は［不幸］で、思いを告げられなかった過去を表現。転移後は［怪物化］で命なき魔剣に転生したことを表わします。「転移表」の結果は［トラック／亀］。亀を助けようとしてトラックに轢ひかれました。

ラヴィニア：悲ひ惨さんねぇ（しみじみ）。

鉄也：しみじみ言わんでください！　（笑）最後に「目的表」は［帰還］。約束を果たすため現代地球に戻りたい、と。

ラヴィニア：戻ってもすでにお兄さんが花園に連れてってる気がしますわ（笑）。

鉄也：それを言うなぁ!!（笑）

ＧＭ：はい。それでは次のＰＣの紹介に移りましょう！




▼ＰＣ③　濱田晃輔……ポメ郎の場合

人間性：世間では［おバカ］で通っているが実際は［堅けん実じつ］である

立場：学生／生徒会　　　大切：忘れじの味

特異：称しよう号ごう／意外な姿　　転移：バス　　　　目的：郷きよう愁しゆう




濱田（以下、ポメ郎）：名前はポメ郎。種族はアーシアン（転生）で、ポメロの肉体に転生したという設定です。

鉄也：ポメロのポメ郎!!（爆笑）

ポメ郎：肉体のデータはベスティア（動どう物ぶつ系けいの種族）のリキッドというものを使っています。

ラヴィニア：ベスティアのリキッド？　……初めて聞きますわ。

ＧＭ：なにをかくそう、リプレイへの出演依頼のさい濱田さんから「ポメロに転生したい」という希望をもらいまして。一晩かけてデータを用意しました。

ラビニア：なんですってぇー!?




　なお、リキッドに加え七種のベスティアの種族スキルを、本書巻末に掲載してあります。




鈴吹：まあ、ＧＭがＯＫしたんならいいか（笑）。
















鉄也：ああ、濱田君は『転生したらスライムだった件』のファンだっけ。やるなあ（笑）。

ポメ郎：いやあ、今回「弱いスライムが成り上がる」というキャラをやりたくて。『ＡＲ２Ｅ』ならポメロにすればいいかな、と。外見もかわいいし（笑）。

鈴吹：確たしかに！　あざとく読者人気を狙ってるじゃないか（笑）。

ポメ郎：ちなみに、○○するポメ──みたいなしゃべり方にします！

一同：あざとすぎる！（爆笑）

ポメ郎：クラスはアコライト、バードです。《クイックヒール》《ファーストエイド》《アフェクション》《プロテクション》といった、回復、防御系のスキルで仲間を守まもるポメ。

鉄也：これは頼もしい！

ポメ郎：他に仲間を再さい行こう動どうさせる《ジョイフルジョイフル》や、仲間の使用回数制せい限げんのあるスキルを再使用させる《ファイトソング》というバードのスキルも取得しています。

ラヴィニア：わたくしシーン全体攻撃が使えるのですが、それが二回使える、と？

ポメ郎：そうなります。ほかにも《ピューリファイ》というスキルがあり、僕の体内で聖せい水すいを生成できるポメ。この聖水を飲めば攻撃を〈光〉属ぞく性せいの魔法ダメージにできるポメ。

ラヴィニア：（微び妙みような表ひよう情じようで）なんか、あんまり飲みたくないわね（笑）。

ポメ郎：それから、ポメロっぽい装備として、『アイテムガイド』で追加された、ゼラチナスアーマーを装備しています。

鉄也：スライムがスライムを着込むようなまねを！（笑）

ポメ郎：ライフパスが「世間では［おバカ］で通っているが実際は［堅実］である」だったので、転移前は真面目なお調子者でした。「立場」も［学生／生徒会］というリア充じゆうであります。

ＧＭ：リア充？　爆発しろ!!（笑）

ポメ郎：さらに、「大切」は［忘れじの味］で、現代地球に大好物がありました。あとどうでもいいんですけど、イガラシテツヤって名前の人、僕の友達にいるんですよね。

鉄也：それ完全に濱田君個人の事情じゃん!?（一同爆笑）

ポメ郎：そうなんですけど（笑）。だから鉄也が他人に思えないんで、現世では彼の知り合いだったことにしたいんです。

鉄也：ま、いいけどさ（笑）。

ポメ郎：「特異表」は転移前は［称号］、転移後は［意外な姿］。まあ素直にオバカ生徒会長とか呼ばれていたのが、意外な姿ポメロに転生したということで。さらに「転移表」は［バス］。鉄也君がトラックに轢かれた時、それに気をとられた僕はバスに轢かれたと（笑）。

ラヴィニア：うかつすぎですわ!?（爆笑）

鉄也：お前……いったい俺のなんだったんだ（笑）。

ポメ郎：「目的表」は［郷愁］だったんで、故こ郷きようの味をもう一度味わいたい、ということで冒険をしています。まあ、そんな感じで。




▼ＰＣ④　鈴吹太郎……サイバー・ゼロの場合

人間性：日ひ頃ごろは［努力家］を装よそおっているが内心は［芸げい術じゆつ的てき］である。

立場：社会人／窓まど際ぎわ　大切：秘ひ密みつのデータ

特異：友人／賢けん者じや　　転移：老人　　　　　目的：居い場ば所しよ




鈴吹（以下、ゼロ）：私の名はサイバー・ゼロ。三〇代なかほどのサラリーマン風の男。クラスはシーフとサイバーオーガンだ。

ポメ郎：サイバーオーガンきたぁ～っ！




サイバーオーガン

『ストレンジャーガイド』で新たに紹介されたアーシアン専用クラス。機械や生体工学で強化された力を振るうことができる人たちです。




ゼロ：種族はアーシアン（召しよう喚かん）。みんな転生だけど、『トーキョーＮ◎ＶＡ』のデザイナーとして、未来世界のウィアードアースからやって来たキャラクターをやりたくてね（笑）。

ＧＭ：なるほど～。そのほかデータ的にはどんな感じですか？

ゼロ：サイバー・ゼロは企業工作員でね。戦闘でも有能なんだ。特に範囲攻撃が得意。《サイドワインダー》でダメージを増ふやし、《ワイドアタック》で範囲（選択）の攻撃をする。
















鉄也：数で押おしてくる敵に対しては頼もしいな。

ゼロ：さらに超テクノロジーで強化しており、《オーバーリミット》《オーバーアサルト》で肉体の限げん界かいを超える機動をさせ、命中判はん定ていや回避判定やダメージを上げることも可能だ。

ラヴィニア：『サイボーグ００９』の加速装置みたいですわ（笑）。

ゼロ：そんなイメージです。なお、右手にワイヤーウィップを、左手にミスリルダガーをウェポンマウントで装着している。これは武器を腕の内部に見えないように格納するギミックで戦闘時には、それがジャキンと飛び出すぞ。

鉄也：隠密戦闘にも対応できるサイボーグなんですね。

ゼロ：うむ。基本的にビジネスマンらしくスーツ姿なんだが、武器を内蔵している右腕はボリュームがあるんで、そこは機械の腕が露ろ出しゆつしている。データ的な特徴はそんなとこかな。

ＧＭ：では、ライフパスの結果を紹介してください。

ゼロ：人間性は「日頃は［努力家］を装っているが内心は［芸術的］である」となった。基本的には仕事人間だが、成果には美しさというプラスアルファを求める感じだな。

ポメ郎：「完かん璧ぺきを超える何かが欲しい」ってことポメね。

ゼロ：立場は［社会人］で［窓際］。いつもたいした仕事をしていないように見せて、陰かげでは企業のブラックオペレーションに従じゆう事じしてきた。［秘密のデータ］を大切にしているので、企業秘密を漏もらすようなことは絶ぜつ対たいしない。

ラヴィニア：わたくしの前世と違うタイプのサラリーマンですね。

ゼロ：世界が少し違うので（笑）。で、「特異表」の転移前は［友人］、転移後は［賢者］だ。同どう僚りようを残してエリンに来て、こちらで賢者と呼ばれるほどの知識を得たということで。

ＧＭ：なるほど～。

ゼロ：「転移表」は、［老人］。私がエリンに転移する際に、老人である我わが社の社長にエリンへ行くように言われたのだ。「目的表」は［居場所］。エリンで我が社の業ぎよう績せきを高めるべく日夜営業している。

鉄也：元の世界に戻れなくても会社への忠ちゆう誠せい心しんは高いのか！

ラヴィニア：見上げた根性ですわ（笑）。

ゼロ：なお、会社の名前はイビルゴッド重工業。

ラヴィニア：邪じや神しんかよ!?（一同爆笑）

ゼロ：ま、そんな感じで私の紹介は以上だ。




　この後、各ＰＣはＰＣ間コネクションを結びました。今回はシナリオの特性上、ラヴィニアに対し他の三人がコネクションを取るという形となっています。詳しくはOpening02の図を参照のこと。また、ギルドはＰＣが全員参加したところで結成する形にしています。







　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




◆Opening01◆悪役令れい嬢じよう、失しつ墜ついす。




　伯はく爵しやく令れい嬢じようラヴィニアには父がいる。

　名はリベンジ伯爵。

　父に呼ばれたラヴィニアは軽かろやかな足あし取どりで彼の書しよ斎さいに入室した。




ＧＭ：では、セッションを開始しましょう！

一同：はーい。

ＧＭ：まずは、ラヴィニアのオープニングからはじまります。エルーラン王国の王都ログレスにある彼女の父リベンジ伯の屋や敷しきが舞台となります。

ラヴィニア：では、るんるん気分で、お父様に話しかけますわ。

ポメ郎：るんるんってきょうび聞かないポメ（笑）。

ラヴィニア：お父様、王子様との婚こん姻いんの日取りはいつになりましたか？

ＧＭ：「うむ、その話だが……」

ラヴィニア：盛せい大だいな式にしましょうね♪

ＧＭ：中止になった。

ラヴィニア：マジでっ!?

ＧＭ：「うむ。国王陛下じきじきの命令で、婚こん約やく破は棄きということになった」

一同：婚約破棄キターッ！

ラヴィニア：な、なにかの間違いでは？

ポメ郎：どんなことをやったんだか気になるポメ？（笑）

ラヴィニア：おほほ。プリプレイでも触ふれたが、ラヴィニアはこの国の覇は権けんを握にぎるため、王位継承権のある王子との婚約を勝ちとろうとありとあらゆる策さく略りやくを巡めぐらしたのですわ。

鉄てつ也や：ほうほう。

ラヴィニア：政せい治じ的てき・経けい済ざい的な策のほかにも、人気と資金を獲かく得とくするために、自分をモデルにした小説を執しつ筆ぴつして、人気作家のフレッチャーさんに見せて、教えを乞こうたりもしました。

ゼロ：フレッチャーさんかよ!?

[image: ]




　フレッチャーとは、『アリアンロッド ２Ｅ・エスピオナージ・リプレイ＋データ ハードラック・ミッション』のリプレイに登場する菊池たけしのＰＣ、冒険家にして作家のＦ・Ｆ・フレッチャーのこと。なぜかさん付けで呼ばれるのが基本。




ポメ郎：そんだけ派手にやって、ばれないと思う方が不思議ポメ。

ラヴィニア：そう、色々とね。そして、首しゆ尾び良く王子と婚約にこぎつけた時に現あらわれたダイアモンドプリンセスに王子がなびきかけたので、彼女が失しつ脚きやくするように、わたくしじきじきに彼女の実家のダイアモンド鉱山を攻撃、これを爆ばく破はしたりしているのですわ。

一同：やりすぎだ！（笑）

ラヴィニア：いや、他ひ人とのものに手を出したのは向こうが先ですわ！

鉄也：でも、話を聞くと王子が勝手に彼女にほれただけなのでは？

ラヴィニア：逆にその方がムカつくじゃない!?

鉄也：気持ちはわかるけど人としていかんでしょう!?（笑）

ラヴィニア：いいのよ。悪役令嬢なんだから！（笑）

ＧＭ：するとリベンジ伯は、「そういえばお前が子供のころ『悪役令嬢になる！』とかわけわからんことを言いだしてからだなあ、おかしくなったのは」と嘆なげきます。

ラヴィニア：おかしいとは失礼ですわ（笑）。

ＧＭ：そんなラヴィニアに伯爵は、「とある島を新領土として治めよ」との王命を伝えます。

ゼロ：いわゆる厄やつ介かい払いですね。ちなみにとある島って？

ＧＭ：エルーランの南にある孤島ですね。名前はミナミーノ島。

ポメ郎：なにその、まんますぎるネーミング！（笑）

ラヴィニア：お父様はそれを受け入れたんですか？

ＧＭ：「しかたがあるまい。お前は、あの清きよらかなダイアモンドプリンセス様に害をなそうとしたのだ。これでも寛かん大だいな処しよ置ちだろう」と、夢見るような表情で言います。

ラヴィニア：やべっ!?　親父まであの女に籠ろう絡らくされてますわ!?（一同爆笑）

ＧＭ：菊池さんの設定どおりだと善良な人じゃないですか。そりゃ彼女に同どう情じようしますよ。

ラヴィニア：それがアイツのやり口なのよ!?　なんて狡こう猾かつな雌め狐ぎつね!?




　それにしてもこの菊池たけし、ノリノリです。




ラヴィニア：「話になりません。わたくしが、王にお会いして直談判してきますわ！」ということで、王宮に乗り込みたいんだが……。

ＧＭ：なるほど（笑）。では、王宮にラヴィニアが向かったということにしましょう。




　　　　＊　　　　＊　　　　＊




ＧＭ：──と、エルーラン王国の王宮に馬車で乗り付けたラヴィニアさん。どーんとそびえ立つ荘そう厳ごんな城門の前で……あなたは屈くつ強きような門番に止められます。

ラヴィニア：なぬ!?　こんなところで足止めか？

ゼロ：まあ、国のトップにアポなし訪問は通用しない方が普通でしょう（笑）。

ラヴィニア：ええいっ!!　いいからそこを通しなさい!!　あたしをリベンジ伯の娘と知っての狼ろう藉ぜきかしら!?　怒ど髪はつ天てんをつきながら宣言しますわ。

ポメ郎：（門番になって）「ひええっ!?　たとえあなたがあのリベンジ伯の令嬢だとしても、お約束のない方を城内に通すわけにはいきません」

ラヴィニア：ぐぬぬ……。

ＧＭ：するとその時「その方を通してあげてください。ラヴィニア様は素晴らしいレディなのですよ」と、誰もが魅み了りようされる可か憐れんな声がかかります。

ラヴィニア：誰もが魅了される可憐な声!?　……まさか!!

ＧＭ：そう。ラヴィニアが一方的にライバル視しているダイアモンドプリンセスの登場ですちなみに彼女の肩には白い子猿が乗っています。

ゼロ：白い猿ですか……元ネタを意識していますね（笑）。

ポメ郎：（門番になって）「これはこれはダイアモンドプリンセス様！　あなた様がおっしゃるのであれば」
















ＧＭ：ではそれで（笑）。野の花のように柔やわらかに微笑む彼女の出現に、張はり詰つめた場の雰ふん囲い気きは解ときほぐされ、門番はラヴィニアを城内に招きいれます。

ラヴィニア：くっ！　門番まで手なずけたようね（笑）。

鉄也：まあ、動物にまでなつかれるパーフェクトヒロインだからなぁ（笑）。

ＧＭ：彼女は不思議そうな表情を見せ「手なずける？」と言ったあと、「いつも面白いですね、ラヴィニアさんは」と、くったくのない笑顔を見せます。

ラヴィニア：くきーっ！　こいつのこういうところがムカつくのですわ!!

ポメ郎：これはラヴィニア様が一方的に嫌っているようにしか見えないポメ。

鉄也：ていうか、色々嫌がらせしていたラヴィニアさんの行ないを考えると、実はイヤミで言ってるのかも？

ＧＭ：今のところ彼女の本心はわかりません。というか、さっき菊池さんが言い出したキャラなんで性格なんて決まってません（笑）。とりあえずは、純じゆん真しん無む垢くな令嬢扱いで。

ラヴィニア：しかたないなあ（笑）。ともあれ、「礼は言っておきましょう」と彼女に告げてエルーラン王に直談判に行きますわ。

ＧＭ：わかりました。




　というわけで、エルーラン王と謁えつ見けんしたラヴィニアであったが国王の決定を覆くつがえせるはずもなく……。




ＧＭ：南の島のミナミーノ島行きは決定です。

ラヴィニア：うううう。かくなるうえは、彼の地で力を蓄たくわえましょう。そして立派な悪役令嬢になってあの女に復ふく讐しゆうしてやる！

鉄也：立派な悪役令嬢って（笑）。

ラヴィニア：しかし、しょせんわたくしはか弱い令れい嬢じよう。

ＧＭ：か弱い？（笑）

ラヴィニア：まずは、わたくしの野望を支える人材を集めることに専念しましょうか。

ＧＭ：では、ラヴィニアがそう決意をしたところで、このシーンを終了しましょう。




　かくして、悪役令嬢ラヴィニアは立ち上がった。

　正統派ヒロイン〝ダイアモンドプリンセス〟に意い趣しゆ返がえしするという不ふ純じゆんな動機ともに。

　この決意が色々な人々を巻き込んで、ちょっとした事件になることを、この時知る者はいなかったのである。







◆Opening02◆さすらいの魔ま剣けん




　五十嵐いがらし鉄也は言葉を話す魔剣である。

　元は高校生だったはずの彼は、巨きよ大だいな鉄てつ塊かい──魔剣としてエリンで第二の生をうけた。

　幾いく多たの戦乱で活かつ躍やくした彼は、今、漁港の一画に転がされていた。

　漁りよう師したちの好奇の視線が痛いたい。……そんな時、ひとりの少女が彼の前に現あらわれた。




ＧＭ：では、次は鉄也のシーンですね。ラヴィニアと同行する流れをつくってほしいというオープニングです。

鉄也：ふむ。で、なにかきっかけになるようなシチュエーションとかはあるの？

ＧＭ：ありません（きっぱり）。アドリブでお願いします。

鉄也：丸投げかよ!?（笑）

ＧＭ：皆さんならできる！（笑）　とりあえずＰＣ間コネクションなどが手がかりになるかと。

鉄也：なるほど、ビジョンがあるなら言えばいいのに。ＰＣ間コネクション（次の図参照）からすると、ラヴィニアさんは俺の［後援者］か。……そもそも俺、エクスマキナのスキルをとってるから、まずアルディオンに転生してるんだよね。

ラヴィニア：そういやそうだ、ですわ（笑）。
















鉄也：まず大陸を渡らないとな（笑）。ギギ……（とうとうと語り出す）俺が転生したのは、まだ戦乱が続いていたアルディオン大陸だった……。

ポメ郎：そこから!?

鉄也：そう。そこから語らないといかんのだ（笑）。で、とある英えい雄ゆうの魔剣に転生した俺は、アルディオンで暴あばれ回まわっていた。

ゼロ：そこで、レベルを上げてったわけだな。

鉄也：そうそう。俺を使っていた英雄は魔剣の騎士として名を馳はせたが、武ぶ運うんつたなく敗れてしまう。そして、俺は「やはり魔剣などを使うと不幸を呼ぶのだ」と彼の戦死の責任を周囲の者に押しつけられた。

ラヴィニア：メチャクチャ不幸だな！（笑）

鉄也：ギッ……しかし、剣である俺は逃にげることもできず、怒いかりに震ふるえる英雄の身内の者の手によって海に投げ捨てられた。

ポメ郎：どうやってエリンディルに来るんですか!?

鉄也：海に捨てられた際、俺はくじらにのみこまれるんだ。そのくじらがエリンディルの漁港で水みず揚あげされ、腹はらから魔剣……すなわち俺が見つかり、ちょっとした騒さわぎが起こるわけだ。

ゼロ：漁師たちもさぞ驚いたことだろうな（笑）。

ポメ郎：ちなみにボディになる鎧はないポメ？

鉄也：そこは［後援者］に世話になった感じを出すために、この時は鎧がなく、彼女に後にあつらえてもらったことにしようかと。

ラヴィニア：なるほど、それでいいですわ。じゃあ、噂うわさを聞いてその漁港に出向いたことにしましょう。うまく行けばいい金になるかもしれませんわ！

鉄也：登場してくれるのはありがたいが、売り飛ばさないで！（笑）




　エルーラン王国の王都ログレスの漁港は、黒山の人だかりが出来ていた。

　くじらの腹から魔剣が出たという、世にも珍めずらしい事じ件けんが起きたのだから無理もない。

　そこに馬車に乗り付けて現われたのは、リベンジ家の令嬢ラヴィニア。

　彼女が進むと、群ぐん衆しゆうはその威い厳げんに思わず道をあけた。

　その姿はまるで海を割わって進むモーゼのごとし。

　そして彼女が進む先には、ひとふりの魔剣が転がっていた。




ラヴィニア：では、魔剣に近ちか寄よって問いかけますわ。くじらの腹から出てきた人語を話す魔剣とはあなたかしら？

鉄也：では、転生してやさぐれていた俺は、ギギッ……俺のことはほうっておいてくれ……とすげなく答える。

ラヴィニア：本当に売り飛ばしますわよ（にっこり）。

鉄也：いやいやそれは困る（笑）。では、とるものも取り合えず身の上を語ろう。俺は元々地球という世界から来たんだ。あんたには分からないだろうが……。

ラヴィニア：……分かるわ。

鉄也：ギギッ……信じられないか？　笑ってくれ……ってなにぃ!?（一同爆笑）　分かるってどういうことだ？

ラヴィニア：わたくしも地球からの転生者なのですわ。

鉄也：（嬉しげに）そうかそうか。こんなところでお仲間に会えるなんて。いやぁ、転生前の俺は、花園を目指すラグビー部の高校生だったんだ！　いやぁ懐なつかしいなぁ。

ラヴィニア：あたしは会社員のおっさんだったわ。

鉄也：…………。

ラヴィニア：…………。

鉄也：……その、なんかすまん。

ラヴィニア：なんで謝あやまるのよ!?（一同爆笑）

鉄也：ギギ……色々苦労したんだろうなぁ、と。他人のことは言えんが。

ラヴィニア：とにかくここで会ったが百年目。元現代地球人同士ということで、あんたはわたくしの覇は道どうの手伝いをするのよ。

鉄也：覇道!?

ラヴィニア：この世界に現代地球の技術を導入し、わたくしの力で支配するのですわ。

鉄也：ギギッ、とんでもないことを考えてるんだな……。それに、俺は元の世界に戻ってナナミを花園に連れて行きたいだけなんだが……。

ラヴィニア：じゃあ、覇道が達成できた暁あかつきには、あんたを元の世界に返してあげる。

鉄也：乗った！　あんたに手を貸かそう。

一同：即そつ決けつかい!?（爆笑）

ラヴィニア：（ぼそりと）……まあ、地球に帰る方法はわからないのですけどね。

鉄也：ギギッ!?　なんか言った!?（爆笑）

ラヴィニア：まあ、覇道を成すまでの間に元の世界に戻る方法を探してあげるから、それでまけておきなさいな（笑）。

ＧＭ：……と、ラヴィニアさんが鉄也と邂かい逅こうを終えたところで、このシーンを終了します。




　こうして、魔剣五十嵐鉄也を仲間にしたラヴィニアは、彼を操るボディとなる鎧を購こう入にゆうし、彼に与えた。

　以後、自らをがらんどうの鎧に操らせる魔剣は、謎の〝黒騎士〟として彼女の身辺警けい護ごを務めることになるのであった。







◆Opening03◆となりのポメロ




　森の中に優やさしいポメロが住んでいる。

　そんな噂を聞きつけたラヴィニアは、忘わすれ物ものを探さがしに行くような思いで、鬱うつ蒼そうとした森の中に分け入っていくのであった。




ＧＭ：では、次はポメ郎のシーン。ポメ郎がどんな形でラヴィニアに合流したいか……それを表現していただきたいわけで……。

ポメ郎：せっかくエネミーの姿に転生したんだから、一回はラヴィニア様に討とう伐ばつされたい。

鉄也：なにその屈折した願望（笑）。

ゼロ：まあ、おとぎ話とかでもよくあるシチュエーションだポメ。

ラヴィニア：よろしい。では、炎と毒で討伐してあげますわ。

ポメ郎：ノォーッ!!　死なない程てい度どに討伐してほしいポメーッ!!　そして優しく抱だきしめて欲しいポメェーッ!!




　注文の多いポメ郎さんです。




ポメ郎：じゃあ、ポメロに転生した僕は、とある森の泉いずみでポメロたちとともに暮くらしていたんだポメ。

ＧＭ：ふむふむ。

ポメ郎：しかし、周りのポメロは「ポメポメ」としか話せず、全然コミュニケーションがとれなかったポメ。

ラヴィニア：確かにポメロの知性なんて、それこそ脳のうみそスライムなみだろうし（笑）。

ポメ郎：そんな仲間ともコミュニケーションがとれなかった僕にある日、神の啓けい示じが来たポメ。そして不思議なことにアコライトのスキルが使えるようになり、ポメロや森の動物たちの傷きずを癒いやすことで、人気者になったポメ。

ゼロ：ポメロ界のリア充じゆうに！

ポメ郎：そのうち迷まよい込んだ冒ぼう険けん者しやを助けたこともあり、仲良くなったバードの人からスキルを学んだポメ。でも、その冒険者たちが僕のことを街で話したので、ちょっとした噂になったって感じかな。

ラヴィニア：なるほど。その不思議なポメロの噂をわたくしがキャッチアップして、森に赴いたことにしましょう。

ゼロ：ラヴィニア様は、好こう奇き心しん旺おう盛せいですな。

ラヴィニア：様々な情報に網あみを張はっておくことは、金かね儲もうけの基本ですわよ。




　こうして、ラヴィニアは単身、不思議なポメロが住むという森の奥へと向かった。




鉄也：あれ？　そういえば、ポメ郎ってラヴィニアさんに討伐されたかったんだよね。これだと討伐されないのでは？

ポメ郎：そこは、哀かなしい誤ご解かいがあったポメ。ラヴィニアさんを見て、仲間のポメロたちが外敵だと誤解して攻撃を始め、不幸な戦いが巻まき起おこってしまうポメ。

ゼロ：（仲間のポメロになって）ポメポメーっ！　ポメ郎を守れぇーっ!!

ラヴィニア：《ファイアボルト》をシーン全体攻撃にしてなぎ払はらう。

鉄也：容よう赦しやねぇっ！（笑）

ポメ郎：みんなを殺させないポメェーっ！　とその炎を受けて倒れる。ばたり。

ラヴィニア：あ。……やっちゃった？（笑）

ポメ郎：では、死なない程度に討伐された僕は戦闘終了後に起き上がる。そして、ポメ郎は仲間になりたそうな顔で見ている。

ラヴィニア：お前は有名コンシューマーＲＰＧのモンスターかっ!?（笑）

鉄也：そのネタがやりたかったのか（笑）。

ポメ郎：そうそう。転生前に遊んだゲームのようなシチュエーションに、僕はこの人に対して運命のようなものを感じます。そして、思わず転生前と後の身の上話を始めるわけで……。

ラヴィニア：なるほど。あなたも現代地球からやってきたわけですわね。そして神官としてもなかなかの腕うで前まえのようですね。いいでしょう。あたしの同志になりなさい！

ポメ郎：……は、僕のラヴィニア様へのＰＣ間コネクションは［同志］！

ラヴィニア：わたくし、このたび新領土ミナミーノ島を治めることになりました。その地の民たみを従えるため、わたくしの意のままになる神官長がほしかったところ。

鉄也：ポメロが神官長でいいの!?

ラヴィニア：いいのよ！　ゆるキャラっぽい外見は、民心をゲットする可か能のう性せいを感じるわ。

ポメ郎：そこまでおっしゃるなら……。

鉄也：どこまでだよ（笑）。

ポメ郎：……分かりました。このポメ郎、ラヴィニア様に一生ついていくポメ。

ラヴィニア：ほっほっほ。これにて一件落着！




　かくして、ラヴィニアは不思議なポメロ、ポメ郎を退たい治じし配下にした。

　このエピソードは「ラヴィニアのポメロ退治」として後の世に伝えられている……。







◆Opening04◆仕事のできる男




　ラヴィニアは豪ごう華かな応おう接せつ室しつで、心落ち着くお茶の香こう気きを楽しんでいた。

　彼女は親族の中でも特に懇こん意いにしてくれる〝大おば様〟に招かれていた。

〝大おば様〟は、肉付きのよい身体をソファに沈しずめ、彼女に「紹介したい人物がいる」と言うのだが……。




ＧＭ：では、次はサイバー・ゼロが仲間になるシーンにしましょう。

ゼロ：分かった。他のふたりが、ラヴィニアが独どく自じに動いて仲間にしたところだし、私は少し趣おもむきを変えたいな。

ラヴィニア：どんな感じにしたいわけ？

ゼロ：ラヴィニアの大おば様に依頼を受けたことにしよう。新領土に赴ふ任にんして苦労することになるであろうラヴィニアを支えるように、と。

ラヴィニア：……で、大おば様って誰？

ゼロ：今適てき当とうにでっちあげたキャラ（笑）。ラヴィニアに目をかけていて、何かと世話をしてくれる人ってことで。

ラヴィニア：きっと、統とう一いつ帝ていになろうという野心に見所があると思われたんだろう。

ＧＭ：ではそれで（笑）。大おば様は、若き日に野心に燃えていた頃があり、そんな自分とあなたを重ね合わせているということにしましょう。

ゼロ：ちなみに、私はこの世界でイビルゴッド重工業エリン支社を立ち上げ、なんとか軌き道どうに乗せたところ。その際、この大おば様に大変お世話になったので、その頼みを断ことわることができないのだった。

ＧＭ：なるほど（笑）。ではそういうことで。じゃあ、ラヴィニアさんは〝大おば様〟の屋敷に招かれ、お茶をしつつ話を聞くというシチュエーションで始めましょう。

ラヴィニア：では、出されたお茶を優ゆう雅がにいただきつつ、大おば様に聞きましょう。「本日はどのようなご用件で？」

ＧＭ：「新領土に向かうあなたに、頼たよれる人材を紹介したいと思いまして」

ラヴィニア：軽く頷うなずこう。

ＧＭ：では彼女は後ろに控ひかえていたゼロを一いち瞥べつして言います。「こちら、イビルゴッド重工業のサイバー・ゼロさん。あなたのお世話係に推すい薦せんさせていただくわ」

ゼロ：スッと名めい刺しを差し出して挨拶する。サイバー・ゼロと申します。

ラヴィニア：これはどうも……。とかつての会社員時代を思い出して、丁てい寧ねいに名刺を受け取ろうとするんだけど……。

鉄也：おっさんだった頃を思い出しちゃうんだ！（笑）

ラヴィニア：慌あわてて取り繕つくろって、ふーんと気のないそぶりを見せる。で、なんかサイボーグであるところを除のぞいて、ごく普通のサラリーマンみたいだけど……。

鉄也：サイボーグな時点で、すでに普通のサラリーマンじゃねぇっ！（笑）

ラヴィニア：細かいことはいいのよ！（笑）　サラリーマンであるあなたに何ができるっていうの？

ゼロ：実は私……《ワイドアタック》を持っておりまして、範はん囲い攻撃には自信があります。

ラヴィニア：……まあ!?




　《ワイドアタック》とは、広範囲の敵を攻撃することのできるスキルです。複ふく数すうの敵に襲おそいかかられた時に重ちよう宝ほうすること間違いなしのお勧めスキルだったりします。




ラヴィニア：これは拾いものかも……と思いつつ。あ、あらそれだけかしら？　と、さらに突っ込んだゼロの実力を聞きだそうとする。

ゼロ：では、こっそり耳打ちしよう。「もちろん、《インタラプト》もございます」




　《インタラプト》とは、敵が使用しようとしたスキルを打ち消すことができるシーフの切り札的なスキルです。はっきりいってギルドの生死を分かちかねない重要なスキルでしょう。




ラヴィニア：採さい用よう!!

一同：早っ!?（爆笑）

ゼロ：なお、わたくし資本主しゆ義ぎが高度に発達した時代から来ておりまして、ラヴィニア様が目指す、覇道の手伝いもできるかと。

ラヴィニア：わたくしの野望をあらかじめ調べておいたようね。いいでしょう。あなたには、わたくしと同じ会社に魂を引かれた者の臭においを感じます。

鉄也：どんだけ会社にしがらみがあるんだよ!?（笑）

ゼロ：身に余あまる光栄。

ポメ郎：光栄なんだ!?（笑）

ゼロ：仕事ですから。

ラヴィニア：以後、あなたはわたくしの執しつ事じ兼、相談役兼、下げ僕ぼくになることを許します。

ゼロ：では、さっそくミナミーノ島への渡と航こう準じゆん備びを進めさせていただきます。と、一礼して、さっそく仕事にとりかかろう。

ＧＭ：では、皆さんがラヴィニア様の元に集つどい、ミナミーノ島へ向かう船に乗り込んだところでシーンを終了しましょう。

ラヴィニア：では、港から遠ざかる船のへりに立ち、「見てなさい、わたくしは必ずこの王都ログレスに帰ってきますわ。その時はわたくしが、この国の支し配はい者しやになっていることでしょう───と呟つぶやこう。

ポメ郎：ラヴィニア様、頑張るでポメ！

鉄也：ギギ、頑張らない方が世のため人のためのような気が……。




　かくして、野望と希望と不安を抱かかえ、一行はログレスの地を離はなれた。

　波は濤とうを乗のり越こえ、向かうは南海の孤島ミナミーノ島。

　はたしてそこに待つものは？




ＧＭ：と、ここで全員がラヴィニアの元に集結したところで、ギルドを組みたいと思います。

一同：はーい。

ＧＭ：そのうえで、今回は普通の冒険とは違い辺境の地での冒険ですから、通常の冒険者ギルドと完全に同じサービスを受けられるわけではないと考えてください。

鉄也：というと？

ＧＭ：離島ということもあり、ちゃんとした神殿がなく、冒険の依頼の受諾や転送装置などのサービスを使用できないのです。

ゼロ：今回は冒険者ギルドから依頼を受けるわけでなし、その処理は妥だ当とうなものかと。

ラヴィニア：転送装置が使えたら、島流しの意味はないですわね。

ＧＭ：その代わり、ギルドサポートなどは通常どおり使えます。しかし、結成したてということでギルド１レベル。取得できるギルドスキルはふたつです。

ポメ郎：わかったポメ。まあ、ギルドマスターはラヴィニア様でいいとして、ギルドサポートの選択をどうしましょう？

ラヴィニア：せっかくだから、めったにないものをとりたいですわ……（ルールブックをめくり）《ギルドハウス》《ＧＨ：ギルドキャッスル》でどうかしら？




　《ギルドハウス》とは、ギルドの本拠地を有していることを表わすギルドサポートです。これがあると、いつでもギルドメンバーの持つ装備・アイテムをすべて売却できるのです。

　《ＧＭ：ギルドキャッスル》を取るとその本拠が〝城〟となります。そして、ギルドメンバーは選択したひとつのスキルのＳＬを＋１することができるのです。




ポメ郎：ラヴィニア城爆誕ポメ！

鉄也：効果もけっこう強いしいいと思う。

ラヴィニア：じゃあ、決まりね！　野望の第一歩はミナミーノ島のラヴィニア城から♪




　なお、ギルド名はラヴィニアの目的にちなみ、〝ロイヤルリベンジ〟となりました。







　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ




◆Middle01◆歓かん迎げい、新領りよう主しゆご一行




　エルーラン本土を出しゆつ立たつしたラヴィニアたちが、船に揺ゆられること数日。

　陽光に照らされながら海路をつつがなく進んだすえ、緑に覆おおわれた島を目にする。

　この島が、彼女の新領土ミナミーノ島であった。




ＧＭ：では、ミドルフェイズに入ります。最初のシーンは、ミナミーノ島に到着して、その現げん状じようを知るシーンになります。シーンプレイヤーは、ラヴィニアです。

ラヴィニア：わかりましたわ。

ＧＭ：エルーランから船で数日、ミナミーノ島に到着します。この島はまだまだ入植が始まったばかりで、探たん索さくも進んでいない地域があるようです。

ポメ郎ろう：ドの付く僻へき地ちポメね。

ラヴィニア：わたくしが来たからには、破は竹ちくの勢いで発展を遂とげること疑いなしですわ♪

鉄てつ也や：ギギ……どこからそんな自信が（笑）。

ＧＭ：というわけで、小さな桟さん橋ばしに皆さんが乗のってきた船が接岸し、これから上陸しようかというところですね。

ラヴィニア：じゃあ、すっと上品に桟橋へと降りていきましょう。迎えの者ぐらい来ていないのかしら？

ＧＭ：はい、おります（笑）。「歓迎、新領主ご一行」と書かれたボードをもった農民風のじいさんと、軽けい薄はくそうな狩人風の若者がいますね。どちらもにこにこと笑みを浮かべています。

鉄也：ギ？　ツアーコンダクターでもいるのか？

ＧＭ：そんなたいそうなものじゃありません。「村人が畑仕事の合間にやってきた」みたいな感じです。

ゼロ：ますますド田舎ですな。

ラヴィニア：はぁ……。今わたくしは島流し気分を満まん喫きつしておりますわ（笑）。

ポメ郎：まあまあ、せっかくふたりが迎えに来てくれたポメ。

ラヴィニア：それもそうね。気をとりなおして、お迎むかえご苦労様……とふたりをねぎらいましょう。

ＧＭ：「新領主さま、ミナミーノ村にお越しいただきありがとうございます。村長のソーンと申します。こちらは狩人のジョン」と、じいさんとへらへらとした若者がお辞儀します。

鉄也：ギ……どちらもとってつけたような名前だ（笑）。

ＧＭ：そんな感想には気づかぬ風に村長は続けます。「確か領主さまはリベンジ家のご令れい嬢じよう、ラ……ラフレシア様、でしたかな……」（笑）

ラヴィニア：ちげーよ！　ラフレシアは臭くさくて嫌いやです。ラヴィニアですわ。
















ＧＭ：「そうそう、ラヴィニア様。わたしはこれでも人の名前を憶おぼえるのが得意でしてな。……ところで、ピラニア様」

ラヴィニア：獰どう猛もうすぎるだろっ!?（一同爆笑）　引きつった笑顔で「ラ・ヴィ・ニ・ア！」と正しますわ。

ＧＭ：「ラヴィニア様」

ラヴィニア：よろしい。で、わたくしの居城はどちらかしら？

ポメ郎：ちょ、こんなさびれた村に城とか……。

ＧＭ：「今、ちょうど村の者が城に横おう断だん幕まくを掲かかげ、ラヴィニア様を迎むかえ入いれる準じゆん備びを進めてたとこなんですよ」と、ジョンが朗ほがらかに答えます。

ポメ郎：あったポメ!?（笑）

ゼロ：こんな孤島に……少々意外ですな。

ＧＭ：「この村は、元々入植地で一時ある程度までは開発されたのですが、その後一いつ旦たんさびれまして。一年ほど前から入植が再開されたのですよ」と、村長。

ラヴィニア：は、はあ……。

ＧＭ：「儂わしは村長などやっておりますが、これがもう苦労の連続でしてな！　リベンジ家のお嬢様に来ていただけたのは、とてもありがたいことです！」

ラヴィニア：帰ります（即そく答とう）。

ＧＭ：「あはは。次の船が来るのは、一ヶ月後だそうですよ」とジョンが軽く答えます。

ラヴィニア：マジで!?

ポメ郎：要するに、ここでがんばるしかないポメね。

ＧＭ：「そういうことでして……って、ポメロがしゃべったぁっ!?」と、村長がいまさら腰をぬかさんばかりに驚きます。

ゼロ：ホントいまさらですが、ポメロは本来エネミーですし、しゃべりませんから村長が驚くのも無理はありませんな。

ラヴィニア：ゼロさんはやけに冷静ですわね（笑）。村長にはしれっと、これは特とく製せいのポメロです、と答えておきますわ。

ＧＭ：「特製!?　あなた様がお作りになられたのですか？」

ラヴィニア：わたくしの力があれば、剣けんであろうとポメロであろうと、喋しやべらせることくらい簡かん単たんですわ。

鉄也：……剣とは、俺おれのことか（笑）。

ＧＭ：「さすがは、ラヴィニア様！　この島にまで名声が轟とどろくだけのことはある！」

ラヴィニア：そうでした……わたくしはどんな時もくじけぬ悪役令嬢。……この世界に覇はを唱となえる第一歩はミナミーノ島から！　そう思って、がんばりますわ！

ＧＭ：「いやあ、実に含がん蓄ちくの深い御お言こと葉ばですな！　　……ところで悪役令嬢ってなんです？」

ラヴィニア：ちょっと相づちが適てき当とうすぎない!?　もしかしてわたくしって領主として尊敬されていない？（笑）

ＧＭ：「そんなことはございませんぞ。帰ってもらっては困こまりますからな」

ラヴィニア：全然尊敬してないだろ？（笑）　まあいいですわ。城があるなら、そこに行って、高いところから島全体を見おろしましょう。

鉄也：ギ……何をするつもりなんだ？

ラヴィニア：決まっています。「ここがわたくしの島ですわ！」と高らかに叫ぶのです。

鉄也：ギ、まるで駄目な権力者みたいだ（笑）。

ＧＭ：では村長は「分かりました。ご案内いたしましょう」と皆さんの先頭に立ってほいほいと歩き始めます。




　村長に案内されて城へ向かう一同。途中、浜辺で海苔を干す漁ぎよ民みん、弓の手入れをする猟師、そして、畑には地を耕たがやす農夫、そんな日々の暮らしを営む人々の姿があった。




ゼロ：なるほど、村人たちは地に足をつけて働く真面目な人々なんですね。……入植再開から一年だし、開かい墾こんをする人たちもいるかもしれません。

ラヴィニア：セーラじゃなくてルーシーの気分ですわ。




　そもそも、ヒロインポジションではないラヴィニアはどちらでもありません。




ＧＭ：「儂らの村は一時間くらいで回れる感じです」と村長は世間話をしてきます。

ラヴィニア：狭せまっ!?（笑）

ＧＭ：「いやあ、入ってきたはいいものの、なかなか開拓に苦戦しておりまして」と村長は苦く笑しようします。

ラヴィニア：苦戦、ねぇ……ちなみに、この村の外はどうなっているの？

ＧＭ：「さあ？」

ラヴィニア：「さあ」じゃありませんわ！　ちゃんと説明なさい！（笑）

ＧＭ：「実は、とある問題がありまして、開拓や調査が十分に進んでいないのです……。だからこそ、領主様に来ていただけて幸いだと」

ラヴィニア：あら、困ったことがあるの？　何でもお言いなさい。三日で解かい決けつしてさしあげますわ。

ＧＭ：「ほほう、三日！　三日と言いましたな？　言ってないとは言わせませんぞぉ！」

鉄也：ギ……村長のキャラが安定してないなぁ（笑）。

ポメ郎：なんか悪徳商人みたいな言い回しポメ。

ＧＭ：こ、これは失礼。村長は素朴で善良かつ真面目ないい人ですから！　そういうことでお願いします（笑）。

ラヴィニア：ま……村長が素朴で善良かつ真面目ないい人でよしとしましょう。

鉄也：いいんだ（笑）。

ラヴィニア：その問題とやら、必ずわたくしが解決してさしあげますから、大船にのったつもりで安心なさい。

ポメ郎：さすがはラヴィニア様！　前言は撤てつ回かいしないというお心がけ、素す晴ばらしいポメ！

鉄也：ザ・安やす請うけ合い（笑）。

ＧＭ：「ありがとうごぜぇやす。その〝問題〟については、今晩改めて説明させていただきます。今は旅の疲れをとることに専念していただければ……」

ラヴィニア：確かに、船旅で疲れましたわ。少々羽を伸のばしたって罰ばちはあたりませんね。

ＧＭ：と、そうこうしていると、城に到着します。村の奥の小高い丘にそびえる城ですね。ジョンの話の通り、ラヴィニア歓迎の横断幕もかかっています。

ラヴィニア：あら、準備ご苦労様。

ＧＭ：「お嬢様にふさわしい城にいたしました。……おんぼろな城でございましたが、なんとか半日の突とつ貫かん工事でここまで仕上げました」

ラヴィニア：半日かい!?（笑）




　一時期、人の手を離れていたというだけのことはあり、城は相そう応おうに荒あれていたらしい。

　天てん井じようはところどころに穴あなが空き、壁かべは一部崩くずれていた。

　村人が応おう急きゆう処しよ置ちとして板でそれらを塞ふさいでくれていたが、早さつ急きゆうに根本的なリフォームが必要なのは明らかだった。




ＧＭ：なお、城の修繕については、このシナリオでは取り扱あつかいません。ただの演えん出しゆつなので、気にしないでください。

ゼロ：城の改築を扱うシナリオというのも、それはそれで面白そうですな。

ポメ郎：なんということでしょう！　ボロ城がおとぎの国のお城のように！（笑）

ＧＭ：だから、やりませんから（笑）。

ラヴィニア：ま、贅ぜい沢たくは言ってられませんわね。では、わたくしは一番高いところに上のぼって、眼がん下かに広がる素晴らしき風景を……。

ＧＭ：北には山があり、その裾すそ野のには森が広がっています。さらにその向こうには、海が見えますね。延えん々えんと海ばかりで、隣となりの島は影かげすら見えません。

ラヴィニア：う～み～っ！　山と森と海しか見えない！　わたくしたちがいた大陸はどこですのぉ～っ!?

ポメ郎：ラヴィニア様がお嘆きポメ（笑）。

ＧＭ：視し界かい内に大陸はありませんね。見えるのは、緑の山、青い空と海、そして、白い砂すな浜はま。

ラヴィニア：あら、白い砂浜は素す敵てきですわね。

ゼロ：村長の話では、本日は英気をやしなう時間もあるとか。ラヴィニア様、白い砂浜にパラソルを立てて、くつろがれてはいかがでしょう？

ラヴィニア：あら、優ゆう雅がでいいですわね。村長、そうさせてもらおうかしら？

ＧＭ：「ええ、どうぞごゆっくり。ドリンクも用意させましょう」

ゼロ：私わたしはパラソルや椅い子すなどを調達して参ります。

ポメ郎：海！　じゃあ、ボクは浮うき輪わを買うポメ！

ラヴィニア：あなた、ビーチボールみたいな身体からだで、何を言っているの？　ぶっちゃけ浮くでしょ（笑）。

ポメ郎：そんな!?

ゼロ：では、ビーチのご用意をいたしましょう。と、持ってきたパラソルをバッと開く。

ラヴィニア：では、そのパラソルの下でゆっくりしましょうか。

ＧＭ：浜はま辺べには瞬しゆん時じに海の家が建ちます。軒のき先さきで軽食を売っていて、庭先には海の苔りが干ほしてあるような。……店主は村長やジョンですけどね。

鉄也：無駄に行動力があるな（笑）。

ラヴィニア：海の家！　焼きそば、かき氷……素晴らしいですわね！　あとはトロピカルドリンクでもあれば……。

ゼロ：ラヴィニア様、こちらに、とドリンクを差し出します。

ＧＭ：そのトロピカルなドリンクなんですが、カラフルで一見それっぽいのですが、海苔やわかめなど海うみの幸さちが入った一風変わった感じのものでして……。

ラヴィニア：マジ!?　っていうか飲めるの？

ＧＭ：色々工く夫ふうして生なま臭ぐささとかを排はい除じよした、それなりに飲めるものになっている、という村長の説明があります。

ラヴィニア：そ、そう？　じゃあ、新領主の度量を示しめすためにいただくわ。

ゼロ：さすがはラヴィニア様。

ポメ郎：ボクは泳ぎにいくポメ！

鉄也：ギ……俺も転生前を思い出して泳ぎたくなるが、今の鉄の身体では無理な話だ。

ゼロ：では、鉄也様は、砂に埋うまって夏のリゾート気分を満まん喫きつされては？

鉄也：おっ、いいねぇ。

ゼロ：私が埋めて差し上げましょう、




　ほどなくして、鉄也は鎧よろいを兜かぶとの部分を残して砂に埋められた。




鉄也：ギ？　ていうか本体は剣なんだから、鎧を埋めても気分的に砂すな風ぶ呂ろを体感できないぞ。

ゼロ：おおっ、これは失礼しました（笑）。

ラヴィニア：なんというか、のどかな光景ですわね。

ＧＭ：「ええ。これがミナミーノ島でございます」と村長は笑います。

ラヴィニア：何か、特産品とかないんですか？

ＧＭ：「海苔がございます」

ラヴィニア：海苔をパリパリ食べますわ。この海苔を、この島の名産品にしましょうか。

ＧＭ：しかしそれを輸ゆ出しゆつしてしまうと、村人が飢うえてしまいます。

ラヴィニア：どんだけ貧びん乏ぼうなのよ!?（一同爆ばく笑しよう）　じゃあ、この島には、他に何かあるのですか？　ここを領地としてもらっても、全然嬉うれしくないですわ！

ポメ郎：やはり島流し……。

ＧＭ：「あとは、小さな果実くらいしか……」

ラヴィニア：観光資し源げんとかはないのかしら？

ＧＭ：「ほっほっほ。開拓中の島ですぞ。まずは、生きるための環境づくりが必要なのでございます。そこをなんとかするためのあなた様ですぞ？」

ラヴィニア：ぐぐ。ですが、船で何日もかかるとなると、転送装そう置ちが必要になってくると思いますわよ？　この島に神しん殿でんはないの？

ＧＭ：「ございません。そもそもここに人が住むようになったのは一年前。我われ々われは入植者で、今までさまざまな危き険けんと戦って……おっと、これは、お話は今晩の予定でしたな」

ラヴィニア：危険なんて聞いてませんわよ!?　ここで遊んでいても平気なの？

ＧＭ：「今日一日は大だい丈じよう夫ぶだと、シナリオに書いてございます」

鉄也：ミモフタもない回答だ（笑）。

ＧＭ：「詳くわしい話はまた明日。今こ宵よいは最後の晩ばん餐さんを……」

ラヴィニア：最後の晩餐!?（爆笑）

ＧＭ：「最後になるかもしれない晩餐をお楽しみください」

ポメ郎：言い方を変えればいいってもんじゃないポメ。

ラヴィニア：…………せめて料理は豪ごう華かに頼たのみますわ。記念すべき赴ふ任にん第一日として。

ＧＭ：「お任まかせください。これから村人たちが、海に潜もぐって貝などを獲とってきますので」

ゼロ：海の幸山の幸が揃そろいそうですね。

ＧＭ：「山の幸も海の幸も、その収穫は命がけなのですが……それについては、また明日」

ラヴィニア：何度も危険をアピールするということは、何かの伏ふく線せんがあるのですね。いいでしょう。今だけは、悪い話は忘わすれて、前向きに生きることにしますわ。

ＧＭ：「気分を害されたお詫わびとして晩餐の料理に、心はこめさせていただきます」

ラヴィニア：〝心は〟ってどういうこと!?　心だけこめればいいってものでもないですわよ？いいでしょう。その心がどのような形を取るのか、じっくり見み極きわめさせていただきます。

ＧＭ：「では、あついチューで表ひよう現げんいたしましょうぞ！　今、この場で」

ラヴィニア：いらねーから!!（一同爆笑）　それにお前、どこが素朴な村長だ!?（笑）　つっこみどころが多すぎて頭痛がしてきました。そろそろお城で休みま……あれ、ポメ郎は？

ＧＭ：「ポメロならば、沖でサメに襲われております」

ポメ郎：ポメェェェェェェーッ!?（一同爆笑）。

鉄也：ギギッ……とんだリゾートだぜ。




　沖でサメの襲撃を受けて逃げ惑うポメ郎を、ゼロが見事な泳ぎで救出に成功した。

　ほっと胸をなで下ろす一同。リフレッシュのために訪れたはずのビーチで、逆に重い疲労感を背負い込んだようにラヴィニアには思える。

　しかし、彼女が直面する困難は、これからが本番であった……。







◆Middle02◆悪役令れい嬢じようの質素なディナータイム




　ラヴィニアたちが城に戻るころには、太陽は海の向こうへと沈んでいた。

　これほど自然に富とんだ地なのだ。きっと、晩餐も地じ物ものをふんだんに使った美お味いしい料理に違ちがいない。

　そんな風に心を躍おどらせていたラヴィニアたちを待ち受けていたのは……。




ＧＭ：では、次のシーン。夕飯をいただきながら、村長に島の現状について訊たずねるシーンとなります。シーンプレイヤーはゼロとしましょう。

ゼロ：分かりました。

ラヴィニア：まずは、晩餐ですわね。

ＧＭ：そのとおり。皆さんは、城の食堂に集合しました。そして待つことしばし……。村長から出された食事は、白ご飯と麩ふの味み噌そ汁しる、それから、海苔だけです。

ラヴィニア：……え？




　ほかほかと湯気をたてる炊きたてご飯とお味噌汁。

　そして海苔。

　城の大食堂の大きなテーブルに、それらがちょこんと乗っている。

　それだけ。

　晩餐というには、あまりにもの悲しい風景なわけで……。




ラヴィニア：待ていっ!?　質素にもほどがあるでしょ!?

ポメ郎：麩の味噌汁！　前世を思い出すポメ！

鉄也：ギ……俺も久々にご飯を食べてみたい気分だ。

ラヴィニア：あなたたち、なじんでる場合じゃないですわよ!?（笑）　とにかく……村長、いったいこれはどういうことですの？　と詰きつ問もんします。

ＧＭ：「失礼しました、お飲み物として、絞しぼりたての牛乳がございます」と村長。「いやはや、先ほどの船で、米を運んできてくださらなければ、汁物だけになるところでした」

ラヴィニア：漁師が獲ってくれるはずの貝や魚は？

ＧＭ：「訳わけあって、村人たちが漁に出るのを拒きよ否ひしておりまして。この老いぼれにはどうしようも……」

ラヴィニア：じゃ、じゃあ、肉は？　森がありましたよね？　獣けものはいないのですか？

ＧＭ：「肉……懐なつかしい響きでございますね。あっ、涙なみだが」

ラヴィニア：山にイノシシくらいいるんじゃありませんの？

ＧＭ：「我々はか弱い村人、いわゆるエキストラです」




　エキストラとはＮＰＣの種類を表現する言葉で、いわゆる一般人を指さす。彼らは、エネミーや障害を排除する力はなく、ＰＣたちに危害を加える能力も持っていない。




ラヴィニア：戦せん闘とう能のう力りよくがないから、イノシシを捕ほ獲かくできないってこと？

ＧＭ：「イノシシの捕獲はできるのですが、そこにたどり着くまでに問題が」

ラヴィニア：この村人たち、どうやって食事をまかなっているのですか!?

ＧＭ：「では、なけなしの食材で用意した夕食を食べつつ、事情を説明いたしましょう」




　村長は語った。

　最初の半年くらいまでは、開拓をしながら、それなりの生活を営いとなめていた。

　しかし、ゴブリンとギルマンが近くに住み着き、その話が広まると猟師も漁師も怯おびえ、村から海や山にでかけても、すぐ帰って来るようになってしまった。

　そうして、食しよく糧りようの確かく保ほにすら苦しむようになっていったのだ……と。




ラヴィニア：でも、あくまで噂うわさ話ばなしなんでしょう？

ＧＭ：「いえ。実じつ際さい、狩かりや漁を妨ぼう害がいされた者たちもいるのです」

鉄也：ギ……実害が出てるのか。

ＧＭ：「そんな折に、新しき領主様、ラヴィニア様が来てくださった。これは、七大神のお導みちびきに違いありません！」

ラヴィニア：状じよう況きようは分かりましたわ。それならば、三日もあれば十分。

ポメ郎：ラヴィニア様、やる気まんまんポメね。

ＧＭ：「素晴らしい！　ゴブリンとギルマンを、たったの三日で退たい治じなさると！」

ラヴィニア：ゴブリン退治に一日、ギルマン退治に一日かけましょう。それでも一日あまる計算になりますわね。

ゼロ：根拠はわかりませんが、すごい自信ですね（笑）。

ラヴィニア：さあ、村長。肉と魚、どちらを先に食べたいか言いなさい？

ＧＭ：「肉……ですかな。これでも私、大陸ではステーキ職しよく人にんとして名を馳はせましてな……お上がりよ！　とラヴィニア様にステーキを振る舞いたいと思いまして」

ラヴィニア：この村長、本当にキャラが安定しませんわね。とにかく、明日はゴブリンを退治して、肉を獲れるようにしましょう。

ポメ郎：腕がなるポメ！

ゼロ：ポメ郎には腕がないだろ？（笑）

ラヴィニア：さて村長……ついでに、現状をもう少し詳しく教えてもらえますか？

ＧＭ：「そうですな。もっとも重要なことを話しておりませんでした」

ゼロ：というと？

ＧＭ：「水もまともにございません」

ラヴィニア：水もないのですか!?

ＧＭ：「水すい源げんにゴブリンとギルマンが出しゆつ没ぼつするため、水もろくに汲くみに行けず、作物を育てるのにもひと苦労で」

ラヴィニア：ゴブリンとギルマンごとき、二日もあればどうにでもなりますわ。……一いち応おう聞いておきますが、何レベルのゴブリンとギルマン？

ＧＭ：「我々は素人しろうとですので、詳しいことは、とんと分かりません」

ゼロ：エキストラだから、エネミー識しき別べつなんてできないのではないでしょうか。

ラヴィニア：なるほど……。

鉄也：確か神殿の出しゆつ張ちよう所じよもないんだよね？

ＧＭ：そうですね。

ラヴィニア：ここで信しん頼らいを勝ち取ることができれば、村人たちは集まってきてくれるに違いないですわ。ちなみにこの島には、何人くらい住んでるのでしょうか？

ＧＭ：百人には満たない感じですかね。

ラヴィニア：なるほど。とりあえず、三日で問題を解決して、人心を掌しよう握あくするところから始めましょう。このままでは、開墾なんてできたものじゃあありませんから。

ＧＭ：では、そんな感じでゴブリンやギルマンの危険を取り除く方向性が決まったということで。この宴うたげも盛もり上あがり、お開きとなります。

鉄也：ギ？　いつ盛り上がった？（笑）

ラヴィニア：本当ですわ。ご飯と味噌汁と海苔の晩餐会なんて（笑）。

ポメ郎：まあまあラヴィニア様、今は非常時だから、しかたないポメ。とりあえずボクは食事が終わった後、《ピューリファイ》で聖せい水すいをつくっておくポメ。

ラヴィニア：プリプレイで話題が出たポメ郎の絞り汁ね。

鉄也：ギ……イヤな表現だな（笑）。

ポメ郎：と、とにかく（笑）。鉄也さんとゼロさんに、《ピューリファイ》作った聖水を渡わたしておくポメ。

ゼロ：ポメ郎さま、ありがとうございます。

鉄也：魔法ダメージにしたうえ、ダメージに＋１Ｄされるんだから助かるな。ありがとう。

ＧＭ：では、そんな感じでシーンを終了しましょう。







◆Middle03◆新領りよう主しゆの公約




　ラヴィニアたちが島に到着してから、二日目の朝。

　食糧事情の改かい善ぜんが急きゆう務むだと思ったラヴィニアたちは、山へ向かおうとしていた。

　村の人々は早起きなようで、すでに何人かは外にいて、何事かを話しているようだった。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはポメ郎。翌よく朝あさ、みなさんが森へと向かおうと動き出したところですね。城から森に向かう途中にある村の広場が舞台です。

ポメ郎：村でなにか起きたっぽいポメ。

ＧＭ：ま、そんな感じです。

ラヴィニア：では、わたくしの「では、出発しますよ！」という号令でみんなで出発したということで。

ＧＭ：はい。では、お城を後にした皆さんは、村の中に入っていきます。その村の中心にある、井い戸どの近く。村人たちが、ひとりの男の話を聞いているのを見かけます。




「どうしたんだ、ジョン」

「俺たちに話があるって……何なんだ？」

　猟師や漁師たちは、ひとりの男に向かって問いかけている。




「今日こそ魚を獲ってきて、子どもたちに魚を食わせてやりたいんだ！」

「そうだ！　今度こそ、山で肉を獲ってきてやる！」




ラヴィニア：なんだ、この会話……。

ＧＭ：すると「いや、やめた方がいい」とジョンが彼らをいさめます。




「この近くには、森にはゴブリンたちが、海にはギルマンたちが住み着いて、人里近くまで出没しているのはお前も知っているだろう？」

「だが、飲み水もそろそろ足りなくなってきた。井戸だけじゃあ足りない」

「そろそろ泉から水を引いてこないと……」




ラヴィニア：泉から水を引く……。

ゼロ：山の麓ふもとには、水が湧わく場所でもあるのでしょう。

ラヴィニア：そこの人たち、安心しなさい！　この村は、三日のうちに、魚も獣も、狩り放題になりますわ。

ポメ郎：どんだけ自信満々ポメ!?（笑）

ＧＭ：「あんたは誰だ？」「もしかして、噂うわさの領主様か？」と村人は怪訝そうな顔で反応します。

ラヴィニア：村長から話が伝わっていないようですわね。

鉄也：ギ……顔見せがすんでないのだから、しかたないんじゃないかな。

ゼロ：では私が紹介しましょう。こちらはリベンジ伯はくの令嬢にして、ミナミーノ島の新領主ラヴィニア様でございます。

ＧＭ：すると「ひいっ、なんだこの不気味な黒騎士は！」「こんなとこにポメロ!?」「ひっ、あの悪い噂の新領主!?　あ、すみません悪気があったわけじゃないんです」と村人たちは平へい伏ふくします。

鉄也：ギ、ラヴィニアさんの悪名は鳴り響いてるなぁ。

ラヴィニア：おほほほほ。そんなに褒ほめなくていいのですよ。

鉄也：褒めてません。

ラヴィニア：とにかく！　恐れる必要はありません。そこの鎧もポメロも気のいい人たち。外見で判断してはなりません。

ＧＭ：「おお、なんかいい人っぽいぞ」と、村人の反応が和やわらぎます。

ラヴィニア：そして、わたくしに関する噂も事実無根ですわ。

ＧＭ：「噓だ！」村人は即座に否定します。「ダイアモンドプリンセス様にした仕打ちは、噂で聞いているぞ」と、事情通の村人が騒ぎます。

ラヴィニア：なぜバレた!?（一同爆笑）　まあ、根も葉もない話じゃないから（笑）。

鉄也：ギ、笑ってるばあいじゃないから！

ゼロ：少々悪評が広まりすぎたようですな。

ラヴィニア：くっ、これは行ないで示すしかありませんわね。とにかく繰り返しますが三日のうちに、皆さんが漁業や農業、狩猟に参加できる暮らしやすい島にすることを公約としてかかげましょう。

ポメ郎：公約って、選挙運動みたいポメ。

ＧＭ：「そうしてくれると助かるなぁ……」と、本当にゴブリンやギルマンに困っていた村人たちは納得しかけますが、そこでひとりの男が声をあげます。

ゼロ：どなたですか？

ＧＭ：ジョンです。「昨日はどうも。で、ラヴィニア様……あの泉はヤバいですぜ。泉の東にはゴブリンの群むれが、西にはギルマンの群れが住み着いて水を奪うばい合あっている。とてもじゃないが、俺たちには太た刀ちうちできねえ」

ラヴィニア：安心して。その群れも、二日でいなくなると思いますわ。

ＧＭ：「え？　二日で？」

ラヴィニア：あなたは、桃もも太た郎ろうという話を知っていて？

ＧＭ：「生きつ粋すいのエリン人なんで、知りやせん。そんな、犬と猿さるとキジが出てくる話なんて」

ラヴィニア：知ってるじゃねぇか！（一同爆笑）　大丈夫。その皆さんが知らないであろう英雄を助けたお供に匹敵する人材をわたくしは従えています。

鉄也：ギ……俺たちがお供？　きびだんごなんかもらってないんだが（笑）。

ＧＭ：「おお!!　後ろのポメロや黒騎士やサラリーマンが頼もしいお供というわけか!!」「桃太郎が誰かは知らんですが、いいんじゃないか？」と好意的な評価が村人から上がります。

ゼロ：ラヴィニア様……なかなかのカリスマ性ですな。

ＧＭ：「本当ですか！」「嬉しい！　もうおかずが海苔だけの生活には疲れた」

ラヴィニア：そうですよね。わたくしも一日で飽あきました。

ＧＭ：「よろしくお願いしますだ！」と村人たちは大盛り上がりです。

ラヴィニア：よし。人心は掌しよう握あくできましたね。

ＧＭ：「ラヴィニア様最高！」「ＬＯＶＥ、ラヴィニア！」

ラヴィニア：ここは気持ちよくのせられておきますわ。

ポメ郎：で……ですが、ラヴィニア様。失敗したらどうするのでポメ？

ラヴィニア：わたくしたちは成功するしかない立場なのだから、それは些さ細さいな問題ですわ。それより、もっとマスコットらしく、わたくしをもり立てなさい（笑）。

ポメ郎：ポメ！　ポメ！（踊る）

鉄也：ギ……いいんだろうか、この新領主（笑）。

ラヴィニア：これでいいのですわ（きっぱり）。では、村人に問題の泉の場所に案内してくれる人はいないか……聞いてみましょう。

ＧＭ：「ゴブリンとかが出るようなところへ向かうのはちょっと……」盛り上がっていた村人たちは、青ざめた表情で尻込みします。

ラヴィニア：エキストラだからしかたないとはいえ、ふがいないですわね（笑）。

ＧＭ：と、ここでさっきのジョンが「俺は最近入植してきたけど狩人だから、泉までの場所は把握している」と、地図（Middle04の図参照）を書いてくれます。

ラヴィニア：気が利きく!!（笑）　ジョンは見所がありそうですわね。案内を頼めませんか？

ＧＭ：「それはちょっと」ジョンはもう真っ青な表情です。

ラヴィニア：どいつもこいつも!!（爆笑）

ＧＭ：ともあれ、道のりを把握したみなさんは、村人の応おう援えんを背せに受けながら、泉へ向かうことになります。

ラヴィニア：がい旋せんする気マンマンで山へ向かいますわ。

ＧＭ：では、みなさんが向かったところで、シーンを終了します。







◆Middle04◆ラヴィニア探検隊、水源へ……




　ラヴィニアたちは、まずは水源を押おさえるため森の中を進む。

　開拓中のミナミーノ島の道は険しかった。

　鬱うつ蒼そうと植物が茂しげり、野草や倒木が道をふさいでいることもしばしばだ。

　それでも一行は、巨体の鉄也を先頭に、道を切り開くように進んでいく。




ＧＭ：では、泉を探索するシーンになります。シーンプレイヤーはゼロとしましょう。泉に向かう森の道を通り山のふもとにある泉へ進むのですが、その森というのは鬱蒼としたジャングルです。

ゼロ：突とつ然ぜん亜あ熱ねつ帯たいになりましたね。

ＧＭ：実は、この森は島にある山を中心に広がっているのですが、その山の地熱が高いというのもあるようです。色いろ鮮あざやかな鳥が飛とび交かい、ゴリラが近くを闊かつ歩ぽしています。

ラヴィニア：この島の自然環かん境きようは一体どうなっているのかしら……。

鉄也：ギ……では、俺が先頭に立とう。身体からだががらんどうの俺なら険しい森もなんのその。

ラヴィニア：けっこう優しいのね。

鉄也：ギ……俺は黒騎士、優しくなどない。
















ゼロ：その優しさを感じ取って、森の小鳥が鉄也様の身体の中に巣を作り始めたり、蝶が回りを飛んだりするわけですね。

鉄也：ギギギ……俺はロボット兵じゃねぇ！　蝶や小鳥の憩いこいの場にされている場合じゃない！　早く現代地球に戻って、ナナミを花園に連れて行くんだ！

ＧＭ：鉄也の嘆なげきを無視して、小鳥や蝶たちはその場を離れようとはしません。

鉄也：無視かよ！（笑）　それはそうと、ラヴィニアさんはこの島を発はつ展てんさせたいみたいだけど、大変そうだな。ジャングルあり、ゴブリンやギルマンありで。

ゼロ：自然は厳しい。軍事的な拠点でもない。特産品は海苔ぐらい……。

ラヴィニア：……むむ。

ポメ郎：でも、昔はお城が建てられたわけだし、なにかあるかもポメ。

ラヴィニア：いいことを言いますわねポメ公。人生前向きにいきましょう！

ポメ郎：今のボクはポメロだから、ポメ生せいだポメ。

ラヴィニア：ポメ生……くっ、こんなネタがツボに入るとは（笑）。

ＧＭ：さて、そろそろ目的地にたどり着いても良いころなのですが、なかなか泉にたどり着けません。

ラヴィニア：どうしたのかしら、地図のとおりに進んでいますわよね？

ＧＭ：そうなのですが、ざっくりとした地図ですので精度が高いわけではありません。

ラヴィニア：ジョンーっ!!（笑）

ＧＭ：ここで、【感知】判定をしてください。難なん易い度どは15です。

ゼロ：【感知】ならば、おまかせを。

ＧＭ：この判定にひとりでも成功すれば、少し迷まよっただけで、目的地に到着できます。全員が失敗した場合はＭＰロスを受けるので注意してください。

鉄也：失敗すると余計な精神を（ダイスを振ふる）11で失敗。

ゼロ：８スタートで……（ダイスを振る）出目が10。18で成功。

ラヴィニア：さすがゼロですわね。

ゼロ：仕事ですから。

ＧＭ：鳥に気を取られている鎧を尻しり目めに、ゼロが先せん導どうしていきます。

ゼロ：私はＡＲ（拡張現実）で島の地図を出して、ＧＰＳで位置を確かく認にん。逆ぎやく算さんしてルートを決めます。だが、このＡＲは私にしか見えないのでありました（笑）。

鉄也：元いた世界よりゼロさんのいた世界は未来だから、俺からしても、何が起きているかがかろうじてわかるぐらいだろうな。

ラヴィニア：文明の波が『アリアンロッド』に押し寄せて来てますわね（笑）。

ＧＭ：では、皆さんが正しいルートを確認し、移い動どうを再開したところでシーンを終了します。







◆Middle05◆密ひそやかに進め！




　四人はジャングルを黙々と進む。

　蒸むし暑さと疲労が、お嬢様育ちのラヴィニアの体力を削けずりとっていく。

　そんな中、遠くに水音が聞こえてきた。喉のどの渇かわきを潤うるおす泉は近いようだ。




ＧＭ：次は、ジャングルの中でトラブルに遭そう遇ぐうするシーンになります。皆さんが蒸し暑いジャングルの中を歩いていると、少しひらけた場所に出ました。

ラヴィニア：うう、さすがに疲れましたわ……。

ゼロ：無理もありません。令嬢であるラヴィニア様には、不慣れな探索行ですから。

鉄也：ギ……俺は鎧、ほかはポメロ、サイボーグだから平気だろうがな。

ラヴィニア：なんか不公平ですわ（笑）。で、泉に着いたのかしら。

ＧＭ：まだです。しかし、水音が今いる開けた場所のさらに奥おくから聞こえてきます。

ポメ郎：素晴らしい。泉で冷たい水を飲みたいポメ。

ＧＭ：しかし、その前にこの場所には……黒っぽい、大きな生き物が横たわっています。ここでエネミー識別をしてみてください。

ゼロ：（ダイスを振る）13。

鉄也：（ダイスを振る）10。

ラヴィニア：（ダイスを振る）19ですわ。

ＧＭ：惜おしい！　でも、19では分かりません。

ラヴィニア：19なのに!?

ポメ郎：これは、ボクが呪じゆ歌か判定で何とかするしかない流れポメ！　《アンプロンプチュ》を使用。19＋３Ｄだから……（ダイスを振る）29。

ＧＭ：それなら分かります。ブラックタイガーという動物です。
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鉄也：ブラックタイガー……エビか？

ＧＭ：違います！（笑）　分類は動物、属ぞく性せいは火、レベル18。【物理防ぼう御ぎよ力りよく】の方が高いです。

ゼロ：けっこうレベルが高いですね。

ラヴィニア：これって、起こさないように横をすり抜けるっていう展てん開かいでは……。

ＧＭ：推すい測そく通り、横をすり抜ける判定をしていただくことになります。難易度12の【器用】判定。ひとりでも失敗すると目を覚まします。失敗すると戦闘になります。

ゼロ：失敗しそうな方はフェイトを使う必要がありますな。

鉄也：後こう顧この憂うれいを絶たつため、ここで倒たおしてしまう手もあるが……。

ラヴィニア：いえ。今回は飲み水と食糧の確保を優ゆう先せんとします。ブラックタイガーとの戦闘は後回し。問題を片かたづけてから、おいおい倒しに来ることにしましょう。

ＧＭ：了解。では、抜き足差し足で通り抜けてください。

ラヴィニア：ここでフェイトを１点使用して……（ダイスを振る）クリティカル！

ポメ郎：さすがはラヴィニア様！

ラヴィニア：ふんす、と鼻息を荒くして、「早く来なさいよ！」と大声を出しましょう（笑）。

一同：やめんか！（笑）

ＧＭ：ブラックタイガーは一いつ瞬しゆんぴくりとしますが、再び寝ね息いきを立て始めます。では、次。

ゼロ：【器用】は９。（ダイスを振る）５。14で成功。

鉄也：【器用】は８。（ダイスを振る）３。……フェイトを１点使って振り直し。

ＧＭ：鉄也はガシャンと大きな音を立てたので、またブラックタイガーがぴくっとします。

鉄也：油を差し忘れたようだ。（ダイスを振る）９。17で成功。

ポメ郎：さて、ボクか。【器用】は５……（ダイスを振る）６。失敗……！　フェイトを１点使って振り直し！

ラヴィニア：これで失敗したら、今夜の晩ばんご飯はんはポメ郎ですからね！（笑）

ＧＭ：ポメ郎を晩ご飯にするのは、ブラックタイガーの方じゃないですかね？

ポメ郎：（ダイスを振る）７。成功。

ＧＭ：では、ブラックタイガーを乗のり越こえ、泉に近づけたところで、シーンを終了します。







◆Middle06◆サプライズアタック？




　恐るべき猛獣の脇をすりぬけて先を急ぐ、ラヴィニアたち。

　ブラックタイガーの生臭い息づかいを感じ、ひやりとしつつもことなきをえた。

　そしてさらに進むことしばし。ようやく辿たどり着ついた泉であったが……。




ＧＭ：さて、みなさんはしばらく歩くとジャングルを完全に抜け、水がこんこんとわき出る泉へとたどり着きました。

ラヴィニア：あら、楽勝だったですわ。

ＧＭ：みなさんが泉に近づこうとすると、泉の両側に広がる茂みから、ガサガサという音とともに、それぞれ東と西から「ギョギョッ！」「ゴ、ゴブ!?」という声が上がります。
















鉄也：ギ……両方と戦闘か!?　とりあえず、俺の鎧の中で巣作りをしている小鳥に注意を促す。これから危険なことになるぞ!?

一同：連れてきてたのかっ!?（爆笑）

ラヴィニア：あんた、やっぱり優しいわね。図ずう体たいに似合わず（笑）。

鉄也：ギギギ……俺は優しくなんかねぇ！　あと〝図体に似合わず〟は余計だ。

ゼロ：ともあれ、油断なく身構えましょう。




　いつ戦闘が始まってもいいように態たい勢せいを整える四人。

　緊張が高まっていく。

　しかし……。




ＧＭ：皆さんは戦闘を始める準備をしているわけですが……。ザザザザザッ！　という音とともに茂みの中にいた、何者かの群れは一斉に逃げ出してしまいました。

一同：何ぃぃぃぃーっ!?

ＧＭ：ここで、難易度10の【感知】判定をしてください。

ゼロ：ファンブル以外成功だ。（ダイスを振る）成功。

鉄也：（ダイスを振る）９で失敗。

ラヴィニア：（ダイスを振る）12で成功。

ポメ郎：（ダイスを振る）12で成功。

ＧＭ：では、鉄也以外は分かります。東側に逃にげていく群れがゴブリンに外見が似にています。

ラヴィニア：そのゴブリン、弓とか持っていたりしないでしょうね？

ＧＭ：ぱっと見なので、詳しくは分かりません。一方、西側に逃げていく者たちは魚に手足がはえた、ギルマンのように見えます。

ポメ郎：この判定、エネミー識別ではないポメね。

ＧＭ：はい。茂みが邪魔だったことと一瞬のことだったので、そこまで詳しく観察できなかったという扱いです。

ラヴィニア：ここで、わたくしたちが、二手に分かれて追うという死亡フラグを立てて見るのはどうでしょう？

鉄也：ギ……確かに戦力分散は死亡フラグ（笑）。

ポメ郎：急いで両方を殲せん滅めつする必要はないポメ。ひとつずつ対処しません？

ラヴィニア：えー。つまんなーい！

鉄也：ギ……面白さを判断の基準にしないでいただきたい（笑）。

ラヴィニア：いいでしょう。火力的に倒しやすいのはギルマンですわね。水属性はわたくしの火属性の魔法に弱い。先に、西側から追いましょうか。

ゼロ：まずは、敵情を視し察さつするところでしょうか？

ラヴィニア：……ふむ。一気に倒して爽快な気分を味わいたいですが、何があるかはわかりません。ゼロの言うとおり、まずはギルマンたちの状況を探りましょうか。

ＧＭ：では、皆さんがギルマンを追って西に向かったところでシーンを終了します。







◆Middle07◆悪役令れい嬢じようの威い厳げん




　ラヴィニアたちは背中を向けて逃げ出したギルマンたちをひたすら追いかけた。

　西へ向かう細く険しいジャングルの道を下りていく。

　やがて、潮しおの香りがしてきた。

　そして不意に道は開け、波が打ち寄せる海岸線が姿を現あらわした。




ＧＭ：では、みなさんは、ギルマンを追って西に向かいました。細い獣けもの道みちを走っていくギルマンぽいものを、みなさんは追いかけます。

ラヴィニア：ちょっ!?　お待ちなさい！　いい加減逃げるのはやめませんこと？

ＧＭ：「待てと言われて待つ魚はいないギョ！」と連中は応じ、止まろうとしません。しばらく彼らの背びれを追うと、やがて森が途と切ぎれ見えてきたのは海──小さな入り江で彼らの住すみ処かのようです。ここで、不意に彼らは反転し、皆さんを迎げい撃げきするような態たい勢せいを取ります。

ラヴィニア：もう疲れたし火の魔ま法ほうを撃ちこんであげますわ。

鉄也：ギギ……当初の予定では様子を見るはずでは？

ＧＭ：彼らは「焼き魚になっちゃうギョ！」「ギョギョ、しかし、ここまで来れば！」と言って口笛を吹ふくと、海岸から仲間がゾロゾロと姿を現わし、みなさんを取り囲みます。

ラヴィニア：数に頼たよるとは……弱そうな感じですね。

ＧＭ：実際、彼らの動きは素人しろうとっぽいです。「あんたたちは何者だ!?」「殺しにきたというのなら、俺たちだって、容よう赦しやはしないギョ！」

ラヴィニア：降こう伏ふくを勧かん告こくしましょう。

ＧＭ：「降伏だと!?　俺らを生いけ捕どりにして、飯にする気かギョ!?」

ラヴィニア：……何の話ですか？

ＧＭ：「仲間に危き害がいを加えるというのなら、許ゆるさないギョ！」

ラヴィニア：これ、普ふ通つうのギルマンじゃあなさそうですね。

ＧＭ：「ギルマン？　そんなわけないギョ！」と顔を赤くします。「あんな乱らん暴ぼう者ものと一いつ緒しよにしないでほしいギョ！」と、ここでエネミー識別を行なってください。

ラヴィニア：じゃあ、わたくしの目を見てお話しなさい？　じっくりたしかめてあげますわ。

ＧＭ：死んだ魚の目で見返します。

ラヴィニア：読めませんわ!?　こいつらの思考が!?（一同爆笑）

ゼロ：死んだような魚の目から、思考を読み取るのは至し難なんの業わざ（笑）。

ラヴィニア：……というボケはこのくらいにして、エネミー識別（ダイスを振る）　……クリティカル！　あれ？　あっさり成功（笑）。

ポメ郎：ラヴィニア様が無む双そうしてるポメ！

ＧＭ：ちょっとした外見上の違いから、ラヴィニアは見み抜ぬくことができました。彼らはギルマンではなく、サハギンですね。種別は動物です。




サハギン

　水中で生活する魚人の種族。基本的には善良で一部には冒険者として活かつ躍やくする者もいます。エネミーのギルマンとよく似た外見をしているので混こん同どうされやすい。




ラヴィニア：あなたたちは、ギルマンではなく、サハギンですわね？

ＧＭ：「当然だギョ！」

鉄也：ギ……そう言われても普通の人には見分けがつかないんだよなぁ（笑）。

ＧＭ：「そうらしいな。人は俺らの姿を見ると『ギルマンだ！』と逃げてしまうギョ」

ラヴィニア：でも、わたくしたちが来たからにはもう大丈夫。

ゼロ：そう。このお方こそ、この島の新たなる領主、ラヴィニア様です。頭が高いですよ。

ラヴィニア：そう！　さあ、平伏します？

ＧＭ：平伏させたければ、難易度10の【精せい神しん】判定で。

ラヴィニア：（ダイスを振る）お？　……クリティカル（一同爆笑）。

ＧＭ：では、後光が差すようなラヴィニアの威い厳げんに気け圧おされて、サハギンたちは自然と平伏しました。「ギョギョー」（と平伏する仕し草ぐさ）

ラヴィニア：（ドヤ顔で）分かればいいのです！

ポメ郎：またクリティカル!?　ラヴィニア様が無双しまくりポメ!?

ラヴィニア：ポメ郎。もっと褒ほめ称たたえることを許します（一同爆笑）。

ゼロ：確かにラヴィニア様のダイス目はイケイケな感じですな（笑）。

ラヴィニア：では、サハギンから事情を聞き出すのはゼロに任せましょう。交こう渉しようのプロだし。

ゼロ：では、名めい刺しを渡しましょう。

ＧＭ：「これはこれはご丁てい寧ねいに」と、サハギンのリーダーも葉っぱに名が書かれたものを差し出します（笑）。「サハギン村の代表をしております、スズキと申しますギョ」

ゼロ：なるほど鱸すずきさんですか。みなさんは、この村で長く暮らしていらっしゃるんですか？

ＧＭ：「この辺はずっと俺らが住んできたのですギョ。だが最近、ゴブリンたちが現われて、泉が占せん拠きよされてしまい困っておりまして。あそこは真水のとれる貴重な場所ギョ」

ラヴィニア：村人と同じですわね。では、人間たちに害をなすつもりはなく、あの泉を、人間たちと一緒に使うことを拒否したりしない？

ＧＭ：「もちろん！　人間たちが困ってるなら、一緒に使うことを拒こばんだりしませんギョ。全部奪うばい取とるというのでなければ」

ラヴィニア：では、あなたたちが村人と泉を仲良く利用するための仲ちゆう介かい役やくをわたくしたちが買って出ましょう。

ＧＭ：「さすがは領主様！　魚の心がよく分かっていらっしゃる！　そのためならなんでも協力するギョ」

ラヴィニア：苦しゅうないですわ（笑）。

ゼロ：では、あの泉に来ていたゴブリンたちの情報をなんでもいいので話して下さい。

ＧＭ：「いつも武器で脅かされてるんだギョ。でも、あんまり近ちか寄よったことはなくて……」




　泉でしばしば遭遇する以外、サハギンたちはゴブリンたちについて詳しいことは知らず。住み処も不明。刃物で脅されたことはあれど、戦ったこともない、とのことであった。




ラヴィニア：ゴブリンと交戦した経験もなし？　（少し考えて）…………オチが見えた気がするわ。ＧＭ、サハギンたちはこれ以上ゴブリンの情報をもっていない？

ＧＭ：そう考えてＯＫですよ。

ラヴィニア：では、サハギンたちと握あく手しゆをしながら、有意義なお話ができてよかったですわ。と話しかけましょう。

ＧＭ：「いやいや、俺たちも、あんたに出会えて良かったですギョ！」さっきのクリティカルで、ラヴィニアに心しん酔すいした彼らは死んだ魚のような目を輝かせて手を握にぎり返します。

鉄也：ギ……動物に好かれるダイヤモンドプリンセスに対抗し、ラヴィニアさんが魚人を配下に（笑）。

ラヴィニア：あの女がダイヤモンドプリンセスならば、今のわたくしはマーメイドプリンセスですわ！

ゼロ：それ、バッドエンドルートですから（一同爆笑）。

ポメ郎：泡なって消えるポメ（笑）。

ラヴィニア：しまったっ!?（爆笑）　では、サハギンたちに言いますわ。村までホタテやホッケとかを適当に見み繕つくろって持ってきて。村人たちと親交を深めるには、魚ぎよ介かい類るいが必要なの。

鉄也：ギギ？　ホタテとかホッケは、北の海の幸なのでは……。

ラヴィニア：美お味いしいから好きなの！　あと、海苔はノーセンキューですわ（笑）。

ＧＭ：「ラヴィニア様のためなら、ホタテとホッケを用意するギョ」

ゼロ：実に純朴な魚人たちですな。

ラヴィニア：これで、村と魚人のいさかいは解決の方向に向かうでしょう。あとは、ゴブリン問題ですわね。

ゼロ：島の東側に逃げたようなので、まずはそちらを捜そう索さくするのがよいかと。

ラヴィニア：そうしましょう。

ＧＭ：では、話がまとまったところでシーンを終了します。







 ◆Middle08◆悪役令れい嬢じよう、コスプレと戦う




　一行は、サハギンたちが住む入り江を後にし、島の東側へ向かう。

　目的は、東へと逃げていったゴブリン退治である。

　獣道を辿っていくと、数時間ほどして道は整備されたものへと姿を変えていった。

　何者かの集落が近いようだ。




ＧＭ：では、新たなシーンとなります。皆さんは逃げていったゴブリンたちを探すため、島の東側へと向かいました。泉を越え、しばらくするといくらか舗ほ装そうされた道になります。

ゼロ：ふむ。ゴブリンの集落はすぐそこかもしれませんな。

ＧＭ：ご名答。しばらく進んでいくと、鉈なたを持ったゴブリンの集しゆう団だんがわらわらと出現します。「お前らは何者だ？　返答次し第だいでは、ただではすまさないゴブ！」

ラヴィニア：ポメ郎。教えてやりなさい。

ポメ郎：この島の新たなる領主にして、我わが主あるじ、ラヴィニア様だポメ！

ＧＭ：「つまり、俺たちを殺しに来たんだな!?　そんなことはさせないゴブ！」

ラヴィニア：サハギンたちと同じ反応ですわね。こういう展開になると思っていましたわ。あなたたちの敵はほかにいますわ。

ＧＭ：「どういうことだ!?　どうせ、ギルマンと手を組んだのだろう？　騙だまされないゴブ！」

ポメ郎：では、いきり立つ彼らを説得したいポメ。殴なぐりたければ、殴るがいいポメ！　頰ほおを差し出すポメ！

ＧＭ：では、争いをやめる説得をするなら判定をどうぞ。【精神】判定で10です。

ポメロ：（ダイスを振る）……13で成功。

ＧＭ：拳こぶしを振り上げますが、再び下ろします。「ダメだ、殴れない……こんな愛らしいポメロを、殴るわけにはいかないゴブ」

ポメ郎：我が主ラヴィニア様は、このようにエネミーの姿をしていても仲間に加えてくださる、優やさしい心をお持ちの方ポメ。

ラヴィニア：あら、良いことを言いましたわね、ポメ郎（笑）。

ＧＭ：そして、彼らの代表が話し始めます。「聞いてくれ。俺たちはゴブリンじゃない。ホブゴブリンなんだホブ……」




ホブゴブリン

　ホブゴブリンはエネミーのゴブリンによく似た外見を持つ種族。『ストレンジャーガイド』で追加されました。基本的に無害な存在で、邪悪な行動を取ることはありません。冒険者として活躍する者もいる、意外と話せば分かる連中です。




ラヴィニア：そこも、サハギンたちと同じですわね。もっと詳しい話を聞かせて？




　ホブゴブリンたちの語った内容は、サハギンたちの村で起きていた現象と鏡写しのようにそっくりであった。

　ようするに、泉を使用しようとするとギルマン（実はサハギンなのだが）が、武器で脅してくるので飲料水不足に陥っている、という問題を彼らも抱えていたのである。




ラヴィニア：では、サハギンの時と同様に彼らと人間の仲を取り持つとしましょうか。

ゼロ：それならば、三者で会談をすればいいのでは？　ミナミーノ島平和会議を。

ラヴィニア：よい考えですわ、ゼロ。

ＧＭ：ここで、後ろで見み張はりをしていたホブゴブリンが「大変だ！　魚が襲いかかってきたホブ！」と叫さけびます。

ラヴィニア：ほう。

ＧＭ：遠くを見ると、ずきんを被かぶった魚のような姿をした小こ柄がらな何かが、クナイを握にぎったまま地面を這はうように迫ってきます。その後ろには鎧を着き込こんだ魚人が続いているのです。

鉄也：ギギ……ニンジャっぽいのとナイトっぽいのだと？

ＧＭ：はい。そして彼らは「俺はギルマン様だ！　ギルマン様のお通りだ！　さあ怯えろ！這いつくばれ！」と言いながら近づいて来ます。

ポメ郎：ホブゴブリンたちの話のとおり脅して来てるポメ。

ＧＭ：しかし彼らは、木にぶつかって「前、見えない……」とか呟つぶやいています（一同爆笑）。

ゼロ：様子がおかしいですね。

ＧＭ：一方ホブゴブリンたちは「ギルマンたちが来たホブ！」と慌てふためきます。

ゼロ：落ち着きなさい。ここは、領主様にお任せするのです。

ＧＭ：「おおっ！　なんと素晴らしいお方ホブ！」

ラヴィニア：当然です。さて、そこのギルマン、ちょっと前へ。あなたたちは、西の入り江にいるサハギンとは別物ですね？

ＧＭ：「お、おお、何を言う。俺たちはそれだよ！　ゴブリンなんて、みんな切きり裂さいてやるぜ！」

ラヴィニア：「誤ご魔ま化かしても無駄。ギルマンとゴブリン扮して、泉に人を近づけないようにしている何者かには気づいておりました」

鉄也：ギ……確かに、敵はほかにいると言っていた。

ポメ郎：さすがラヴィニア様ポメ！

ラヴィニア：ここでエネミー識別をしたいんですが、いいですか？

ＧＭ：はい。ＯＫですよ。

ラヴィニア：レベルの高そうな鎧の方を。（ダイスを振る）16。

ＧＭ：実は、鎧を着ている方がレベルが低いんですよね（一同笑）。名前は、ギルマンナイト（海かい賊ぞく）です。分類は人間で、属性はありません。

ラヴィニア：（海賊）？　人間？

ゼロ：ギルマンじゃなく、人間の海賊ということのようですな（笑）。

ＧＭ：スキルは、《ヴァーナ：猫族アウリク》《甲こう殻かくの鎧（ハリボテ）》を持っています。《甲殻の鎧（ハリボテ）》は、シナリオ中１回、ダメージロールの直後にダメージ軽けい減げんを行ないます。

ラヴィニア：なるほど（笑）。

ＧＭ：《スマッシュ》《フロンタルアサルト》《スラッシュブロウ》などもあります。ギルマンナイトに近い感じにしてあります。
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ラヴィニア：みんな、騙だまされないで！　アレはギルマンに化けた人間の海賊です！　正確にはヴァーナの猫族ですけど。

ポメ郎：何ですと!?（笑）

ＧＭ：「そ、そんなことはない！　俺はギルマンだ！」

ラヴィニア：ＧＭ、演出で鎧のギルマンに《ファイアボルト》を撃ちこみたいのですけど？

ＧＭ：いいでしょう。




　ラヴィニアの杖から炎がほとばしる。

　威い力りよくの絞しぼられたそれは、ギルマンの頭部に命中し、それをあっさりと吹き飛ばした。

　一見すれば超スプラッタな光景であったが……。




ＧＭ：しかし、見れば吹き飛んだのはハリボテの魚の頭にすぎなかった。そのギルマンの首の上には、猫族アウリクの男の顔があらわになっていた！

ラヴィニア：ご覧のとおり、ぜんぜんギルマンじゃあないですわよ！（笑）

ポメ郎：くぅ～っ!?　ラヴィニア様、しびれるポメ～！（笑）

ＧＭ：「バレちまっちゃあしょうがない」

ラヴィニア：ゴブリンとギルマンにコスプレし、三つの種族を疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいらせたのは、あなたたちですわね？

ＧＭ：「くっ、そこまで気づかれちゃあ、しかたねぇ。口くち封ふうじをするしかねぇようだな。やっちまいな！」　なお、クナイをもったギルマンは、実はフィルボルの海賊です。呼称はギルマンニンジャ（海賊）となります。
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ラヴィニア：なるほど。では、あなたたちを成せい敗ばいいたしますわ。

ＧＭ：「そういえば、新しい領主が来たとか聞いていたな……お前がそれかい」

ラヴィニア：ええ。

ＧＭ：「じゃあ、お嬢じようさんにはちょっと怖こわい目にあってもらって、大陸に帰ってもらうか」

ラヴィニア：帰れるものなら帰っているわよっ!?（一同爆笑）

ポメ郎：いっそ、海賊の船を奪うばってしまうポメ？

ラヴィニア：それよ！　ポメ郎、いいことを言いましたね！

鉄也：この島を発展させるという話はどこへ……（笑）。

ラヴィニア：島を発展させるためには、船が必要なのです（しれっと）。

ゼロ：確かにそのとおり。お前たちの船は、たった今、ラヴィニア様が徴ちよう収しゆうなさることに決定しました。おとなしく、船を差し出しなさい。

ＧＭ：「俺たちの船をよこせだとぉ!?　領主の横おう暴ぼうにつきあう理由はないな！」

ラヴィニア：何だか、こちらが悪者みたいな展開に（笑）。

ＧＭ：では、戦闘ラウンドに移うつります。まずは、戦闘準備プロセスです。

鉄也：ギッ、俺は剣をかまえよう。

ゼロ：私は武器が腕うでから出てきます。左手はダガー、右手はワイヤーウィップです。

ＧＭ：配置は、ＰＣは全員で１エンゲージ。そこから５メートル離れた位置に、エネミー全員で１エンゲージです。では、戦闘を開始します。
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ＧＭ：まずは、第１ラウンドのセットアッププロセス。何か行動する人はいますか？　（確認して）ゼロとラヴィニアですね。こちらは特にありません。

ゼロ：《オーバーリミット》。奥おく歯ばのスイッチを嚙かみしめて加速します。【ＨＰ】を５点消費して、命中判定と回かい避ひ判定に＋５。

ＧＭ：ゼロの視し点てんから見ると、周りが遅おそく見えるようになるわけですね。

ラヴィニア：《メタモルフォーゼ》。魔ま術じゆつ判定に＋２かつダメージにも＋２されますわ。演出は赤き斜陽の剣レツドサンセツトソードが、魔法の杖つえへと変形していく感じにしましょう。

ゼロ：変身のバンクシーンが入るんですね。

ＧＭ：……では、イニシアチブプロセス。まずは、ゼロのメインプロセスから。

ゼロ：ムーブアクションは、敵てきのエンゲージに移動。マイナーアクションは《サイドワインダー》、メジャーアクションが《ワイドアタック》。ギルマンナイト（海賊）、ギルマンニンジャ（海賊）Ａ、Ｂが対象で……（ダイスを振る）命中は25。

ＧＭ：では、回避判定をします。ギルマンナイト（海賊）は、（ダイスを振る）12。ギルマンニンジャ（海賊）Ａは、（ダイスを振る）15。ギルマンニンジャ（海賊）Ｂが……（ダイスを振る）クリティカル。ギルマンニンジャ（海賊）Ｂだけ回避成功しました！　「ギルマンニンジャの動きを極きわめるために苦節半年、ようやく実を結んだぞ！　みんな、見てくれたか!?」とＢが周りを見回すと、仲間はズバッと斬きられている。「……あれ？」（一同爆笑）

ゼロ：ダメージロールの際に《ストライクブースト》を使用。……（ダイスを振る）ダメージは、48点の物理ダメージ。

ＧＭ：ギルマンナイト（海賊）は、《甲殻の鎧（ハリボテ）》を使用。鎧がはじけ飛んで損そん害がいを軽減した分、ダメージが減へりました。

ゼロ：倒せなかったが、まあ、役目は果たせましたかね。あとは任せましたよ。

ＧＭ：次は、ギルマンニンジャ（海賊）Ａ。《遠えん隔かく攻撃》を持っているので、対象はランダムに選びますね。（ダイスを振る）２だから、鉄也。一番固いところへ行ってしまった……。

ゼロ：（ギルマンニンジャ（海賊）になって）「俺たちの戦法は、盾たてから潰つぶす、だ！」

鉄也：ギ……この鎧に効きくと思うか？

ＧＭ：ムーブアクションはなし。マイナーアクションは、《バッドステータス付ふ与よ：毒（３）》。メジャーアクションで、鉄也に《遠隔攻撃》。（ダイスを振る）命中は23。

鉄也：回避は、１＋２Ｄ。（ダイスを振る）……クリティカル！

ＧＭ：「ば、バカな!?」

ゼロ：鎧にクナイが突つき刺ささるんだけど、すべてむなしく地面に落ちるんですね。

ＧＭ：「こ、こいつ、中身が何もないのに、動いている、だと!?」

鉄也：黒騎士はお前らを許さん！　この鎧の中には、小鳥たちの巣があるのだから！（笑）

ＧＭ：小鳥たちは逃げていきます。「違う！　そんなつもりじゃなかったんだ！」　さて、次はギルマンニンジャ（海賊）Ｂ。（ダイスを振る）１だから、ラヴィニア。

ラヴィニア：あなたのクナイはわたくしを貫つらぬけません。なぜなら、わたくしには、立派な盾がいるからですわ。

ＧＭ：「さて、どうかな？」　スキルの組み合わせは先ほどと一緒。（ダイスを振る）命中は22です。「しかも、この毒はちょっとしたしかけがあってな。食くらうと、俺らへの攻撃が当たらなくなるぜ？」

ラヴィニア：ふふん。避よけて見せますわ。（ダイスを振る）ファンブル（笑）。

鉄也：ギ……《カバーリング》＋《アイアンカバー》を使用してラヴィニアさんをカバー。

ＧＭ：（ダイスを振る）37点の物理ダメージ。

鉄也：【物理防御力】が36点ある。《アイアンカバー》でさらに＋17。つまり、ダメージは０だ。ゴイーンと鐘かねのような音が響いただけだった。

ＧＭ：「まだ、ギルマンになりきれていなかったというのか……」がくりと膝ひざをつきました。

ポメ郎：次は、ギルマンナイト（海賊）の番。

ラヴィニア：ギルマンナイトは、初撃が強かったような……。

ＧＭ：ムーブアクションで離り脱だつして、ＰＣのエンゲージへ移動。メジャーアクションで武器攻撃をしつつ《フロンタルアサルト》を宣せん言げん。狙ねらいは、（ダイスを振る）ポメ郎。

ポメ郎：ふっふっふ。ボクでいいのかポメ？（笑）

ＧＭ：「まずは弱いポメロから潰す。それが兵ひよう法ほうよ！」……（ダイスを振る）命中は18。

ポメ郎：《アンプロンプチュ》を使用。これで、ファンブル以外は回避できる。（ダイスを振る）……達成値24で回避。

ＧＭ：「避けられたぁ!?　バカな……ポメロがまるで風のようだ!?」

ポメ郎：つぶらな瞳ひとみで「当たらないポメ」と見上げる（笑）。

ＧＭ：「しかもあざといかわいさだ!?」（笑）

ラヴィニア：ギルマンナイト（海賊）から攻撃していきましょうか。ムーブアクションで、《ウィルスコマンド》。魔法の杖の先せん端たんに灯ともした炎ほのおにウィルスを仕込みます。

ＧＭ：「なに炎ほのお？　炎はやめるんだ!?」

ラヴィニア：やめませんわよ？　マイナーアクションは《プログラムマジック》で火力を上げ、メジャーアクションに、《ファイアボルト》＋《ディレイコマンド》。１点でもＨＰダメージを与あたえた場合、［ノックバック（２）］が入ります。……（ダイスを振る）命中は26。

ＧＭ：クリティカル以外は回避できません。（ダイスを振る）９。15で回避失敗。「やめろ！〈火〉は【魔法防御力】無む視しだから……って、俺は〈水〉属性じゃあなかった！」

ラヴィニア：うるさいっ！　63＋７Ｄ。（ダイスを振る）90点の、魔法〈火〉ダメージ。

ＧＭ：【魔法防御力】は５点だから、85点ダメージ……。まだ生きている！

ラヴィニア：［毒（３）］と、行動値が10下がりますわよ。

ＧＭ：行動値が１まで下がりました。

ラヴィニア：ああ、良い気持ち。火を見ると落ち着きますわ。

ＧＭ：「ヒイ！　何て恐おそろしい女だ！　こんな女に任せたら、この島はおしまいだ！　どんなに叩たたいても、火が消えない!?」

ラヴィニア：ああ、良い声♪

ポメ郎：ラヴィニア様悪役みたい……って元々悪役令嬢ポメね（笑）。

鉄也：ギ、俺だな。ムーブアクションとマイナーアクションを使って、離脱移動。ギルマンニンジャ（海賊）がいるエンゲージに入る。メジャーアクションは、ダメージのないギルマンニンジャ（海賊）Ｂに《バッシュ》。（ダイスを振る）７で、16。

ラヴィニア：６分の５で命中する感じ。

鉄也：伝でん承しよう武ぶ具ぐの〝達人の武具〟の効こう果かを使用して、振り直し。（ダイスを振る）命中は18。

ＧＭ：「俺のスピードについてこれるかな？」　３Ｄで、12以上が出れば回避。（ダイスを振る）16。22で回避。

鉄也：ＧＭの出目が良かったのか。これはどうしようもない。

ポメ郎：ボクの番。ゼロに《ジョイフルジョイフル》。

ゼロ：ムーブアクションはなし。マイナーアクションが、《サイドワインダー》。メジャーアクションが《ワイドアタック》。（ダイスを振る）命中は26。

ＧＭ：ギルマンニンジャ（海賊）Ａは、（ダイスを振る）クリティカルで回避成功！　ギルマンニンジャ（海賊）Ｂは、（ダイスを振る）８。14で回避失敗。

ゼロ：《ストライクブースト》。（ダイスを振る）49点の物理ダメージ。

ＧＭ：クリンナッププロセス。ギルマンナイト（海賊）は、［毒（３）］の分のダメージを受けました。【ＨＰ】３点で生き残った！（一同笑）　では、第２ラウンドへ移りましょう。
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ＧＭ：第２ラウンドのセットアッププロセスを始めます。

ゼロ：《オーバーリミット》。

ＧＭ：他になければ、イニシアチブプロセス。まずは、ゼロから。

ゼロ：ムーブアクションはなし。マイナーアクションが、《サイドワインダー》。メジャーアクションで、《ワイドアタック》。（ダイスを振る）命中は21。

ＧＭ：３Ｄで15以上が出れば回避ですね。ギルマンニンジャ（海賊）Ａは、（ダイスを振る）９。15で回避失敗。ギルマンニンジャ（海賊）Ｂは、（ダイスを振る）６。12で回避失敗。

ゼロ：《ストライクブースト》。（ダイスを振る）55点の物理ダメージ。




　海賊たちへの攻撃の動作の最中、ゼロのミラーシェードに機械の光が赤く灯ともった。

　同時に彼の下か肢しから突とつ如じよバーニアが出現し、眩まぶしい噴ふん射しや炎えんが輝く。

　音の速さすら超える高速機動モードから、とどめの一撃が放たれる。

　もはや、海賊たちにできることは、ひとたまりもなく蹴け散ちらされることのみであった。




ＧＭ：ギルマンニンジャ（海賊）Ａ、Ｂともに戦闘不ふ能のうになりました。

ラヴィニア：素晴らしい！

ＧＭ：そして、ギルマンナイト（海賊）ですが……【ＨＰ】がひと桁けたしかないので、降伏します（一同笑）。「俺はギルマンナイトにはなれない！　ヴァーナなんだ、許してくれ！」

ラヴィニア：どちらにしろ、このラウンドのクリンナッププロセスで、［毒（３）］のバッドステータスで倒れるはずですしね。

ＧＭ：では、戦闘ラウンドを終了……って、クリンナッププロセスは飛ばせないのでした。ということで、ギルマンナイト（海賊）は、［毒（３）］のダメージで戦闘不能になります。「バカな！　俺はなんのために降伏したんだ……」

ラヴィニア：コントかよ!?（一同爆笑）

ゼロ：ともあれ、手当てしたあと縄なわで拘こう束そくし、話を聞き出しましょうか。

ＧＭ：了解です。では、戦闘ラウンドが終わったところで、このシーンは終了です。







◆Middle09◆悪役令れい嬢じようと囚とらわれの海かい賊ぞく




　ラヴィニアたちの前には、縛しばり上げられた海賊たち。

　意い気き消しよう沈ちんした彼らは、サハギンをギルマン、ホブゴブリンをゴブリンだと思い込ませ、相そう互ご不ふ信しんの種をまこうとしていた。詳しい事じ情じようを聞くしかない。

　ぴきーん。

　ラヴィニアの目が怪しく光った。




ＧＭ：みなさんは海賊たちを捕ほ縛ばくしました。先ほどの方針により、ここからは尋じん問もんのシーンになります。海賊たちは縛り上げられています。

鉄也：ギギ……では、何者なのか、正体を聞こう。

ＧＭ：「何を聞かれても喋しやべらないぜ。たとえ、この命に懸かけてもな！」

ラヴィニア：そんなことを言って喋らないと……（ニヤリと笑い）くすぐりますわよ？

ＧＭ：「やめろー！」（笑）

ラヴィニア：笑い死ぬのは苦しいですわよね。

ＧＭ：「ひ、ヒイ！　何て恐ろしいんだ、この女！　分かった、何でも話す！」

ラヴィニア：チョロすぎるだろっ!?（一同爆笑）

ゼロ：このＧＭのシナリオですから、この島には三下しかいないのかと。

ラヴィニア：ひどい話だ（笑）。さて、あなたたちの正体と目的を聞きましょうか。

ＧＭ：「俺たちは、ヴァンスター周辺で活動してた海賊だったんだ……」




　海賊の話によれば……。

　彼らは船長の命令でこの島を支し配はいするために、水の独どく占せんを図はかったのだと。

　凶きよう暴ぼうなゴブリンとギルマンがいると知れば、入植者たちもいずれは出て行くだろうと。

　温和なホブゴブリンもサハギンに対して、武器で脅迫して島の支配権を握にぎる。

　そういう算段をつけていたようであった。




ラヴィニア：なるほど。……それだけ？　背はい後ご関係は？

ＧＭ：「詳しいことは、船長しか知らない」

ラヴィニア：そうですわね。では、海賊の船長とやらに会わせなさい？

ＧＭ：「船長なら、北の岬に船を停てい泊はくさせているんで、案内しますよ」

ポメ郎：罠かもポメ。

ＧＭ：「そんなことはない！　この澄すんだ瞳を見てくだせぇ！」と、ギルマンのヘルメットを被ります。

鉄也：ギギ、死んだ魚の目で何言ってるの!?（笑）

ラヴィニア：……いえ、信用しましょう。ちゃんと船長のもとに案内してくれたら、あなた方を、村の仲間に入れてあげましょう。

ＧＭ：「心を入れ替えて、真人間になり畑を耕たがやします」

ポメ郎：ラヴィニア様……心が広いポメ。

ＧＭ：では、彼らが先導となって、島の北方へと向かうことになります。

ゼロ：これで、島の全ぜん貌ぼうが明らかになりますね。

ラヴィニア：わたくしもそう思っていたところです。……ところでＧＭ、【ＭＰ】を回復しておきたいんですが。

ＧＭ：では、ポーションなどを飲む時間を差しあげます。




　というわけで、ラヴィニアたちはこの戦闘で消耗した【ＭＰ】などを回復したのでした。




ＧＭ：では、改めて、海賊に案内され、島の北へと向かいます。シーンを終了しましょう。







◆Middle10◆北の岬みさきへ




　捕らえた海賊たちに案内され、ラヴィニアたちは島の北にある岬へとやってきた。

　しかし、夕日で赤く染そまる岬には、海かい賊ぞく船せんらしき影は見当たらない。

　あたりには海うみ鳥どりの鳴なき声が、むなしく響くだけであった。




ＧＭ：では、北の岬に向かうということなので新たなシーンを始めます。夕日が水平線に沈み、辺りが赤く染まって、非ひ常じように美しく、心洗あらわれる風景になっています。

ラヴィニア：観光地として売り出せそうですわね。それはそうと海賊船は？

ＧＭ：見当たりません。

ゼロ：辺りに人ひと影かげはないですか？

ＧＭ：誰もいません。岬には船が停泊していた形跡はありますが、残されているものは何もなし。ただむなしく、アホウドリの鳴き声が響くばかり。アホー。アホー。

一同：…………。

ラヴィニア：……さて、海賊のリーダー格かくを、縄で岬から吊つるしましょうか。

ＧＭ：「ま、まままま待ってくれぇっ！　ここが秘ひ密みつの停泊場所だったんだ！　噓じゃない！きっと、俺らは見み捨すてられたんだ……！」

鉄也：大おお畑はた君のＮＰＣは窮地に陥ると、活いき活いきするね（笑）。

ラヴィニア：三下ＧＭですからね（笑）。さて、困りました。この落とし前は、どうつけてくださるのかしら？

ＧＭ：「そんな……！　あっ、きっと、あんたの動きを察知して、逃げたのでは!?」

ラヴィニア：は？　わたくしの、動き？

ＧＭ：「そう！　ここに来ることを知られていたとか！」

ポメ郎：ラヴィニア様がゴブリンとギルマンを討とう伐ばつすることを、村人は知ってるポメ。

ＧＭ：「じゃあ、村人が裏うらで何かしてるんすよ！」と海賊リーダー。

ラヴィニア：その可能性はありますわね。

ゼロ：村人を全員集めて、話をしないといけないようですね。捕とらえた海賊たちを見せて、サハギンやホブゴブリンの話もしましょう。

ラヴィニア：段取りはゼロにまかせます。村へ戻るとしましょうか。

ゼロ：私は村人を一カ所に集めますので、ラヴィニア様が直じき々じきに説明をしてください。

ラヴィニア：ええ、もちろん。……ところで、この海賊たちはどうしましょう？　人ひと質じちにする価値もないし。

ＧＭ：「そんな！　俺たちを村人として迎え入れてくれるんじゃないのか!?」

ラヴィニア：まだ働きが足りませんわ。……そうね、敵の戦力を細かく教えてくれたら、あなたの処しよ遇ぐうは考えましょう。

ＧＭ：「俺らと同じ、変装グループがもうひと組」と、必死になって答える海賊リーダー。

ラヴィニア：もうひと組？

ＧＭ：「俺らはギルマンに、もう一組はゴブリンにも変装してたっすよ」

ゼロ：なるほど、ギルマン変装チームと、ゴブリン変装チームがいたわけですか。

ＧＭ：「そう。そして、その予よ備びチームと、船長がいたんだ」

ラヴィニア：もしかして船長はヴァイキングですの？




　ヴァイキングとは『ＡＲ２Ｅ』のクラスで水上での戦闘を得意とするクラスです。




ＧＭ：「もちろん！　船長は強いんだぞ！」

ラヴィニア：レベルは？

ＧＭ：「そんなメタな値あたいは言えねぇな」（笑）。

ラヴィニア：使えない海賊ですわねえ（笑）。他に言い残していることは？

ＧＭ：「親分の右みぎ腕うでと呼ばれるヤツがいたみたいだが、そいつの正体は知らないんだ」

鉄也：ギギ、という用よう心じん棒ぼうがいるわけか。

ラヴィニア：（疑わしげな目で）本当でしょうね？

ＧＭ：「マジだって！　俺の純じゆん粋すいな目を見てくれよ」

ラヴィニア：ぷす（目つぶしをする仕草）。

ＧＭ：「ぎゃあああ！　目がぁっ、目がぁっ!?」（一同爆笑）

ラヴィニア：さ、行きましょうか。

ポメ郎：待って。こいつらこのまま放置しておくポメ？

ゼロ：始末するも、自由にするもラヴィニア様の思いのままに。

ラヴィニア：そうですわね……改心するなら、村で受け入れてあげましょう。

ＧＭ：海賊たちは、「助かった！」と、ほっとした表情を浮かべます。

ラヴィニア：ですが、悪さをしたらわたくしが直々に魔法を撃ち込み、クリンナッププロセスごとに来る毒のダメージでゆっくり殺してさしあげますわ。

ＧＭ：「わ、分かった！　これからは、心を入れ替えて働くぜ！」

ゼロ：さて。それでは、裏切り者が誰かの調ちよう査さとまいりましょうか。

ラヴィニア：じゃあ、ちゃっちゃと調査をしますわよ！

ＧＭ：では、調査をするために村へと戻るところで、シーンを終了します。







◆Middle11◆陰いん謀ぼうの根を暴あばけ




　深夜。急きゆう遽きよ、村の広場に集められた村人たちは、困惑の表情を隠せなかった。

　無理もない。新領主のラヴィニアが、拘束された海賊を引き連れてなにやら凄すごみのある笑顔で立っていたからだ。




ＧＭ：では、ご要望に応じてミナミーノ島の村人の中の裏切り者を探すシーンということでいいですね。

ラヴィニア：それでお願いしますわ。

ＧＭ：島を縦断して戻ってくることになり、一日目の夜一〇時ごろといった感じです。

ラヴィニア：かまいませんわ。海賊が逃げ出す可能性も考えて、なるべく早く話をすませましょう。

ゼロ：では、私は村長をはじめとした村人全員に声をかけ、広場に集めます。

ＧＭ：ではそのように。村人を代表して村長が出てきて、「領主様、ギルマンとゴブリンを退治しに行ったのではないのですか？」と訊たずねます。

ラヴィニア：ぷらーんと吊している海賊にギルマンの頭部のハリボテをかぶせて見せます。「その犯はん人にんは、この海賊たちでした」

ＧＭ：「そ、それは、ギルマンのマスク……まさか」

ラヴィニア：そのとおり。泉を占拠していると噂されていたけれど、ギルマンはサハギンだったし、ゴブリンはホブゴブリンでした。つまり、あなたたちのマイブラザーですわよ？

ＧＭ：「ま、まいぶらざー？」

ゼロ：つまり、兄弟のようなものだから、手を取り合って開拓をしていこうということです。

ＧＭ：「な……なるほど」




　口八丁で村人を丸め込むラヴィニアさん。




ラヴィニア：そして、島を恐怖に陥れていた海賊たちなのですが……彼らの海賊船が姿を消したんだけど、誰か見た人はいない？

ＧＭ：「いや、それはさっぱりですな」と、村人たちは素直に答えます。

ラヴィニア：ここで、わたくしはニヤリと笑いましょう。「情報を持っている人は素す直なおに言い出せばよし、もし、黙だまっていたとあとでバレたら……ただじゃおきませんよ？」

ＧＭ：村人たちはざわめきます。しかし、何か情報を知っている者はいないようです。

ラヴィニア：ふーむ。この中には裏切り者はいない？　でも村人のＮＰＣって、村長くらいしか描写されませんでしたよね？　……あ、ジョンがいましたか。あのへらへらした狩人のジョンはどうしてます？

ＧＭ：では、【感知】判定をどうぞ。難易度は10。

ラヴィニア：（ダイスを振る）12。

ＧＭ：成功です。村人たちは集まっているはずなのですが、ジョンの姿は見当たりません。

ポメ郎：そういえば、いろんな噂をばらまいてたのはジョンだったポメ。

鉄也：ギギ……確かに、あいつは広場で、ゴブリンやギルマンの脅威を語っていた……。

ラヴィニア：ジョンを最後に見た人は誰？　何か知らない？

ＧＭ：「狩猟に出かけると言って、そのまま行ったきりです」「あいつ、最近入植してきたばかりだし、親しい友人もいねぇからなぁ」

鉄也：ジョンがどこに行ったかは分からないのか。

ＧＭ：【感知】判定でジョンの足取りを追うことができますよ。ただし、ジョンとの対決になりますが。《トラッキング》などがありましたら、使用できます。

ラヴィニア：《トラッキング》は持ってないですが……。

ゼロ：安心してください。我々には、比較的何でもできるポメロがいますよ。

ラヴィニア：そうだった！　汎はん用よう性せいの高いポメロがいました！　この神の教えに目覚めたポメロの前では、何事も隠かくし立てはできないのですわ！

ＧＭ：では、みなさんは、手分けしてジョンを探すことになります。ジョンの《トラッキング》の判定の達成値は（ダイスを振る）……16。

ラヴィニア：（ダイスを振る）10。

ゼロ：一応、私も振っておきましょう。（ダイスを振る）14。ジョンを上回れませんでした。

ポメ郎：やはり、ここはボクの出番ポメ。《アンプロンプチュ》。（ダイスを振る）26。

ＧＭ：では、ポメ郎はジョンの痕こん跡せきを発見することができました。

ポメ郎：では、ボクはホブゴブリンの協力を仰いで、森に入ったジョンの足跡を追うのに成功した……という演出にするポメ。

ＧＭ：ではその結果、ポメ郎は島の北西の岸壁でジョンが海賊船と合流するところを目撃することに成功しました。ジョンが海賊船に乗り込むと船は出航していきます。

ポメ郎：それはまずい！　ホブゴブリンさんたちに急いでラヴィニア様たち呼んでくるように頼むポメ!!

ＧＭ：では、みなさんは再び合流。ここまでがジョンを捜索するための判定の演出です。現在みなさんは海岸にいて、まだ海賊船はかろうじて沖に見えている状態です。

ラヴィニア：おお、たしかにあれはジョンですわね！　よくやりました、ポメ郎。

ポメ郎：嬉しい！　褒ほめていただいたポメ！

鉄也：ギギ……しかしどうやって船に乗り込む？

ＧＭ：とくに工く夫ふうしなければ、このままだと、泳ぐ……遊泳状態で近づいてもらうことになります。しかし気づかれると、逃げられてしまいますね。

ポメ郎：サハギンに協力してもらうつもりポメ。だから彼らを呼んだポメ。

ラヴィニア：このポメロ、気が利きますわね（笑）。

ＧＭ：とそんなところで、山に慣なれたホブゴブリンたちが、サハギンを連れてきてくれました。「こんな抜け道があったなんて知らなかったギョ」

ラヴィニア：ホブゴブリンとサハギンのすばらしきタッグですね。でも、感動するのはあと。今は、あの船に乗り込むのに協力をしてくれませんか？

ＧＭ：すると、サハギンたちが「ギョギョ！　俺の背せ中なかに乗りな」と協力に応じます。

鉄也：ギ……俺、重いぞ。

ＧＭ：鉄也に関しては三匹びきがかりで乗せてくれるそうです（笑）。

ゼロ：（サハギンになって）「海の中なら負けないギョ！　さあ、しっかり摑つかまって！」

鉄也：水中に落下するのだけは勘かん弁べんな！

ＧＭ：では、みなさんは夜よ闇やみにまぎれながら、船を目指します。暗あん視しゴーグルがなければ、判定をしてもらおうかと思ったのですが……。

ゼロ：私、《サイバーアイ》で［暗闇］を無視できます。サイボーグですから。

ＧＭ：ええ。ですから、判定なしでいけます。というわけで、船にたどり着き、甲かん板ぱんへとよじ登ったところで、シーンを終了し、クライマックスフェイズに移りましょう。







　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ




◆Climax01◆海かい賊ぞくたちを懲こらしめろ！




　村人たちを騙だましていたジョンを、みすみす取り逃がすわけにはいかない。

　ラヴィニアたちはジョンを探さがし、海かい賊ぞく船せんに乗り込んで逃げようとしている現げん場ばに遭そう遇ぐうした。

　このまま逃のがしてたまるものか！




ＧＭ：クライマックスフェイズです。みなさんは、逃とう亡ぼうしようとしているジョンを追い、海賊船に乗り込むことになります。まずは、ジョンたちの演えん出しゆつから始めましょうか。




　ジョンが上がってきたのを見て、海賊船の甲かん板ぱんにいた海賊船長は目を見開いた。

「おいおい、どうしたんだ、先生」

「船長、作戦は失敗だ！　ギルマンに化けていた仲間が、向こうに捕つかまってしまった」




ラヴィニア：向こうには、船を沖おきに出ださせた頭の良い人がいるはずですよね。

ＧＭ：それはジョンの仕し業わざです。

ラヴィニア：ジョンは案外できる子だったのですね。さっさと殺しておくべきでした。

ＧＭ：「早いとこ逃げよう。今ならまだ再さい戦せんができるし」とジョンが言います。

ラヴィニア：お待ちなさい！

ＧＭ：「何だ、誰だれだ!?　どこだ？」

ラヴィニア：マストに上のぼったわたくしが言い放ちます。「話はすべて、この耳でしかと聞かせてもらいました」

ＧＭ：「何やつ？」

ポメ郎ろう：ポメポメポメ（効こう果か音おん）。

ラヴィニア：わたくしの顔を見忘れましたか、ジョン。

ＧＭ：「お前は……新しい領りよう主しゆ！」

ゼロ：これで船長が「領主がこんなところにいるわけがない。斬きり捨すてろ！」とか言い出すと、話が違ちがうものになってきますね（笑）。

ラヴィニア：ちょっと待ちなさい！　マストを降おります！

ゼロ：飛び降りないのですか？

ラヴィニア：落下ダメージが怖こわいので（笑）。「話は聞かせてもらいました。あなた方の狼ろう藉ぜきを許ゆるすわけにはいきません。わたくしの名声のために、お縄なわになってもらいます」

ＧＭ：「小こ娘むすめごときに怯おびえているようじゃあ、船長なんざ務まらねぇ。先生、この小娘を殺して、いちからやり直すぜ？」と船長は息いき巻まきます。

ラヴィニア：わたくしは余よ裕ゆうの表情ですわ。さあ、三人とも、やっておしまいなさい！

ＧＭ：と、ここで海賊のひとりが怯えて叫びます。「あのツインテール……聞いたことがあるぞ。エルーラン王国の、自じ称しよう・炎ほのおと毒の爆ばく薬やく令れい嬢じようラヴィニア！」

ラヴィニア：誰が爆薬令嬢ですか!?

ポメ郎：正しくは悪役令嬢ポメ。

ＧＭ：「あっれ、俺が聞いた名前と違う……。ところで悪役令嬢ってなんだ？」（笑）

ラヴィニア：ぐぬぬ。いい度胸ですわ！　その無礼な振る舞いに免じて、あなたたちを焼き尽くしてさしあげます！

鉄てつ也や：（海賊になって）「あいつにマストを焼かせるな！　帰れなくなるぞ！」

ＧＭ：「本当だ！　ヤツをさっさと殺せ！」

ラヴィニア：あら、マストは焼きませんわよ。この船は、ギルド〝ロイヤルリベンジ〟が今から徴ちよう収しゆうします。

ＧＭ：「うるせえ！　海賊が船を渡わたすわけにはいかねぇ！　先生、こうなったら、オレ流でやるけどいいな？」「ここまできたら、しかたない」

ラヴィニア：さて、先生──ジョンの武ぶ装そうをチェックさせてもらおうかしら。

ＧＭ：ヒューリンで、弓を持っています。

ラヴィニア：ジョンは弓なんだ、〝先生〟とか言われてるのに刀とかじゃないんだ？（笑）

ＧＭ：レンジャーなんですよ。弓を使う用心棒先生がいたっていいんです！（笑）

ラヴィニア：まあ、いいです、とっととタタキにでもしてさしあげます。

鉄也：ギルマンじゃないんだから……（笑）。

ＧＭ：「そんな気楽なことを言っていられるのもいまのうちだ！」　では、まずは配置から。ＰＣで１エンゲージ。そこから、５メートル離はなれた位置に、ジョンと船長が別エンゲージに。ジョンのエンゲージには、ギルマンニンジャっぽい海賊が、船長のエンゲージには、ゴブリンリッパーっぽい海賊が一いつ緒しよにいます。

ゼロ：船長の武ぶ器きは？

ＧＭ：グレートアックスです。なお、ボスキャラは船長なので、船長を倒たおすとクライマックスが終わります。

ラヴィニア：戦せん闘とうがはじまる前に、フェイト２点使用して、《スペシャリストⅠ：火》＋《スペシャリストⅡ》を使っておきます。

ポメ郎：ボクは、フェイト１点使用して、《ハンズオブライトⅠ》。

ＧＭ：では、戦闘準じゆん備びプロセスを終しゆう了りようし、戦闘ラウンドに移うつりましょう。




●第１ラウンド

▼行動値ち

ゼロ　　　　　　　　　　　　　　18

ジョン　　　　　　　　　　　　　16

ギルマンニンジャ（海賊）Ａ、Ｂ　16

ゴブリンリッパー（海賊）Ａ、Ｂ　15

海賊船長　　　　　　　　　　　　12

ラヴィニア　　　　　　　　　　　８

鉄也　　　　　　　　　　　　　　５

ポメ郎　　　　　　　　　　　　　２
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ＧＭ：第１ラウンドのセットアッププロセスをはじめます。

ゼロ：《オーバーリミット》＋《オーバークロック》。【行動値】が10上がりました。

ＧＭ：ジョンは《司し令れい塔とう》を使用。「指し揮き官かんは俺だ！　俺の指し示じに従したがえ！」　ジョン以外のエネミーは、すべての判はん定ていに＋４です。

ラヴィニア：何!?

ＧＭ：さらに海賊船長が《アクアスタンス》。「いくぜ、俺は海の中にいる！」と叫さけび［遊泳状じよう態たい］。




《アクアスタンス》

　自じ己こ暗あん示じにより水中にいるように感じるバイキングのスキル。遊泳状態によるペナルティを受けずにすみます。また、遊泳状態でなくても、「使用条件：遊泳」のスキルの効こう果かを受け、使用することができるのです（バイキングのスキルは「使用条件：遊泳」が多い）。




ポメ郎：ギルマンに変へん装そうしていた海賊たちも、自分たちはギルマンだって思おもい込こもうとしていたし……、この海賊たちの思い込みの激はげしさはいったいなんなんだポメ（笑）。

ラヴィニア：頭が痛いたい連中ですわ。ではわたくしは《メタモルフォーゼ》。剣けんが、杖つえに変形しました。キラキラとした変身バンクシーンが映うつし出されるのですわ。

ＧＭ：「うわ、なんだか分からないが破は廉れん恥ちな映像が!?」

ラヴィニア：見～ま～し～た～わ～ね？（地の底から響ひびくような声で）

鉄也：ギ……自分から見せておいて、それはない（笑）。

ポメ郎：《クイックソング》＋《スレノディ》で、船長がいるエンゲージを、〈水〉属ぞく性せいにするポメ。（ダイスを振ふる）……達成値は28。




　ラヴィニアの決め技わざは〈火〉属性の魔ま法ほう攻こう撃げきです。これを〈水〉属性のものがくらうと対たい抗こう属性というルールにより、【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】を０としてダメージを算出することになります。つまり、ポメ郎の狙ねらいは彼女の魔法の効果を最さい大だい限げんに引きだすことにあったのです。




ＧＭ：これを抵てい抗こうできないと厳きびしいが……。こちらは【精せい神しん】で抵抗します。ゴブリンリッパー（海賊）Ａは、（ダイスを振る）９だから18で失敗。Ｂは……（ダイスを振る）達成値20で失敗。海賊船長が、（ダイスを振る）……24。全員抵抗失敗。「感じる！　肌はだに、海の感覚を！」と、これから起きる悲ひ惨さんな展てん開かいも知らず海の男たちは恍こう惚こつとした表情です。

ラヴィニア：喜んでもらえたようで何よりですね。

ＧＭ：セットアッププロセスが終わりましたので、イニシアチブプロセス。

ゼロ：では、【行動値】28で動きます。ムーブアクションで船長にエンゲージ。マイナーアクションは《サイドワインダー》、メジャーアクションで《ワイドアタック》。フェイトを１点使用して、４Ｄ＋13。（ダイスを振る）出目は13。命中は26。

ＧＭ：海賊船長は、２Ｄ＋12で回かい避ひ。（ダイスを振る）20で回避失敗。ゴブリンリッパー（海賊）は、３Ｄ＋９で避さけます。ゴブリンリッパー（海賊）Ａは、（ダイスを振る）17。ゴブリンリッパー（海賊）Ｂは、（ダイスを振る）22。全員回避失敗。

ゼロ：《ストライクブースト》＋《アーシアン：召しよう喚かん》。７Ｄ＋34。（ダイスを振る）54点の物理ダメージ。

ＧＭ：海賊船長は《フィンジアスソング》をゴブリンリッパー（海賊）Ｂに使用。歌を歌って、ダメージを軽けい減げんするバイキングのスキルです。「俺たちは～♪　お宝たからを持って、故郷の海に帰るんだぁ～♪」と、ダメージを15点軽減。

ラヴィニア：小ざかしい。でも、その希望はここで潰ついえますわ。

ＧＭ：「何だと!?」

ラヴィニア：死か服ふく従じゆう、どちらかを選びなさいな♪

ＧＭ：「お断ことわりだ！　俺たちは勝利を選ぶ！」

ラヴィニア：主人公みたいなことを言いますわね。

ＧＭ：そっちが悪役めいた台詞せりふを言うからでしょう!?（笑）

ゼロ：今回、どう見てもＰＣ側の台詞回しの方が悪者ですよ、菊きく池ちさん（笑）。

ＧＭ：次はジョン。ムーブアクションで《イーグルアイ》、マイナーアクションが《バッドステータス付ふ与よ：放心》、メジャーアクションで《アローシャワー》＋《アローレイン》。対象はＰＣ全員です。ジョンは矢を４本つがえて放とうとします。

ラヴィニア：［放心］を受けるとメジャーアクションの判定にマイナス１Ｄでしたわね。それは困こまりますから……ゼロ、やっておしまいなさい。

ゼロ：では、領主様がそうおっしゃるので、《アローシャワー》を《インタラプト》。ワイヤーで矢を絡からめ取りましょう。そして、そのまま粉々に砕くだいてしまいます。

ＧＭ：「チッ、いけ好かないヤツだと思っていたが、こんな隠かくし技を持っていたとは。お前は一体何なんだ」

ゼロ：私、こういうものでございます（名めい刺しを渡す仕草）。

ＧＭ：「わざわざご丁てい寧ねいにどうも……って、つい対たい応おうしてしまった！」（一同爆ばく笑しよう）　海賊たちは「ジョンさんのいつもの技が防ふせがれた!?　どうなってやがる!?」と戸と惑まどっています。

ポメ郎：次は、ギルマンニンジャ（海賊）の番ポメ。

ＧＭ：まずは、ギルマンニンジャ（海賊）Ａ。ムーブアクションはなし。マイナーアクションが《バッドステータス付与：毒（３）》。メジャーアクションは、《遠えん隔かく攻撃》。対象はランダムに決めましょう。（ダイスを振る）ラヴィニアです。シュッとクナイが飛びます。

ラヴィニア：来なさい！

ＧＭ：（ダイスを振る）命中は29。

ラヴィニア：回避は２Ｄ＋３。（ダイスを振る）12。回避失敗。

鉄也：ギ、ラヴィニアさんを《カバーリング》する。ガシャンと飛来するクナイの軌き道どう上に入り込みます。

ＧＭ：ダメージは、４Ｄ＋28です。（ダイスを振る）出目がいい。47点の物理ダメージ。

ポメ郎：《プロテクション》。７Ｄ＋６。（ダイスを振る）30点軽減。

鉄也：【物理防御力】とあわせて、ダメージは０。

ＧＭ：これは厳しい！　しかたない。これじゃあダメージが通らないので。ジョンが「そっちはダメだ！　サングラスのヤツを狙え！」と指示を飛ばします。続いて、ギルマンニンジャ（海賊）Ｂ。スキルの組み合わせはＡと一緒で、攻撃対象はゼロです。（ダイスを振る）……クリティカル！

ゼロ：こちらもクリティカルを出さないと回避は無理ですね……（ダイスを振る）出目は10で回避失敗。

鉄也：ギギ……《カバーリング》＋《カバームーブ》でゼロを庇かばう。快かい速そくフルバックとしてならした走りでゼロの所まで飛び込む。

ＧＭ：なん、だと。（ダイスを振る）……だが、出目はいい！　54点の物理ダメージ。

ポメ郎：《プロテクション》。（ダイスを振る）29点軽減。

鉄也：（計算して）……またダメージは０だな。

ＧＭ：クリティカルしてダメージアップしても、また駄だ目めなのか!?（笑）

ラヴィニア：もう降こう伏ふくしてしまった方がよいのではなくって？（笑）

ＧＭ：まだまだ！　続いて、ゴブリンリッパー（海賊）Ａ。（ダイスを振る）鉄也に攻撃。ムーブアクションで、鉄也のいるエンゲージに移い動どう。マイナーアクションはなし。メジャーアクションは武器で物理攻撃。（ダイスを振る）命中の達成値は28。

鉄也：ギギッ……（ダイスを振る）10で回避失敗。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは、43点の物理ダメージ。

ポメ郎：《プロテクション》。ダイスを振るまでもなく、固こ定てい値ちだけでダメージが０になる。

ＧＭ：どんだけ堅かたいんですか!?（笑）　次は、ゴブリンリッパー（海賊）Ｂ。（ダイスを振る）対象はラヴィニア。行動宣せん言げんは先ほどと同じ。（ダイスを振る）命中は、また、28。

ラヴィニア：（ダイスを振る）７で回避失敗。

鉄也：ラヴィニアさんを《カバーリング》。

ＧＭ：（ダイスを振る）43点の物理ダメージ。

鉄也：ギ、このぐらいなら《プロテクション》はいらないよ。７点だけダメージを受ける。それでも【ＨＰ】はまだ90点あるよ。

ＧＭ：次は、海賊船長。ゼロに攻撃！

ゼロ：おや、私を狙いますか。

ＧＭ：ボーナスが入っている今ならば、当てられる気がする！　ムーブアクションはなし。マイナーアクションが《スマッシュ》。メジャーアクションで《ストラグルクラッシュ》。対象はゼロです。

ラヴィニア：船長、上級クラスじゃねぇか！




　《ストラグルクラッシュ》はクラスレベルが10以上になって初めてなれる上級クラス、ウォーロードのスキル。ラヴィニアはそのことから海賊船長が10レベル以上であると把は握あくしたのです。




ＧＭ：あなたたちは７レベルなんですよ!?　これくらいのボスが出てきてもおかしくありません！　まず、一回目の攻撃。（ダイスを振る）６が１個こしかないので、《バーストスラッシュ》を使用。もうひとつダイスを６にして、クリティカルです。

ゼロ：これをどうにかする手しゆ段だんはないですね。

ＧＭ：この攻撃が外れてしまうと、《ストラグルクラッシュ》の利点である連続攻撃の二回目が発生しませんからね。ここは《バーストスラッシュ》の使い時ですよ。

ゼロ：フェイトを使っても、クリティカルが出そうにないし、素すで振る。（ダイスを振る）……達成値27で回避失敗。

ＧＭ：ダメージは、クリティカルの分もあわせると、９Ｄ＋60点。（ダイスを振る）89点の物理ダメージ。

ゼロ：【物理防御力】は12点。

ポメ郎：《プロテクション》をゼロさんに。（ダイスを振る）いい出目ポメ。40点軽減。

ゼロ：37点ダメージを受けましたが、まだ立っていますよ。

ＧＭ：では、二回目の攻撃。（ダイスを振る）きた、クリティカル！

ゼロ：なかなかに厳しい……（ダイスを振る）出目が９、回避失敗。

ＧＭ：ダメージは、11Ｄ＋60。（ダイスを振る）[image: 104]点の物理ダメージ。

ポメ郎：《アフェクション》！　ピカーと光って、ゼロの前に何かの幻げん影えいが浮かび上がって、その攻撃を打ち消すポメ。

ゼロ：このポメロは神の使いでしたか……！

ラヴィニア：次は、わたくしの番ですわね。ムーブアクションは《ウィルスコマンド》で毒を仕込み、マイナーアクションが《プログラムマジック》でダメージを増ふやします。メジャーアクションは、《ファイアボルト》＋《スペシャライズⅢ》＋《ディレイコマンド》。対象は敵てき全員です。命中は４Ｄ＋13。（ダイスを振る）……クリティカル。

ポメ郎：クリティカル出たぁぁぁーっ!!　毒と炎の悪役令嬢ラヴィニア様の魔法がすべてのものを焼き尽くすポメェーッ!!　ラヴィニア様のなんという無双ぶり!!




　ポメ郎が実況口調で興こう奮ふんするのも無理はない。

　ラヴィニアが放とうとする炎の魔法は、とてつもない大きさに膨ふくれあがっていた。

　滾たぎる熱量と、炎に編あみ込まれた［毒］による二に段だん構がまえの攻撃。

　それが、この戦いの場に立つすべての敵に降ふりかかろうとしていた。




ＧＭ：くっ、では敵の回避。ジョンは（ダイスを振る）……達成値12で回避失敗。ギルマンニンジャ（海賊）は……（ダイスを振る）Ａが20、Ｂが26で回避失敗。ゴブリンリッパー（海賊）は、３Ｄ＋９。（ダイスを振る）Ａは17で回避失敗。Ｂはクリティカルで回避成功！

ゼロ：む、嫌いやなところが避けましたね。

ＧＭ：海賊船長は２Ｄ＋12。（ダイスを振る）18で回避失敗。

ラヴィニア：《マジックフォージ》。ダメージは、12Ｄ＋63。（ダイスを振る）[image: 106]点の〈火〉属性の魔法ダメージ。１点でもＨＰダメージを与あたえた場合、［毒（３）］、［ノックバック（２）］が乗ります。

ゼロ：７レベルとは思えないダメージですね。

ＧＭ：海賊船長は、属性が書き換かえられたため、[image: 106]点を丸々食らいましたが、まだ立っています。ジョンは、船長の《フィンジアスソング》を受け、15点軽減してこちらも健けん在ざい。ギルマンニンジャ（海賊）Ａ、Ｂと、ゴブリンリッパー（海賊）Ａは戦闘不ふ能のうになりました。

ラヴィニア：けっこう雑魚をつぶせましたわ♪

ＧＭ：そいつらは既すでにダメージを受けてましたからね。船長とジョンは、［毒（３）］、［ノックバック（２）］を受けます。【行動値】は、船長が２、ジョンが６になりました。

ラヴィニア：勝ったも同然ですわ！

鉄也：俺の番。では目の前に残ったゴブリンリッパー（海賊）Ｂに攻撃しよう。ムーブアクションはなし、マイナーアクションで聖せい水すいを使用。

ＧＭ：剣が聖水をゴクゴクと（笑）。

鉄也：ばしゃっと刀身にかける（笑）。メジャーアクションは《バッシュ》。フェイトを２点使用して、命中は５Ｄ＋９。（ダイスを振る）出目は11。命中は20。

ラヴィニア：出目がひどいですわね……。

鉄也：〝達人の武具〟の効果を使用して、振り直し。（ダイスを振る）クリティカル！

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は９。回避失敗。

鉄也：《スラッシュブロウ》。ダメージは16Ｄ＋26。（ダイスを振る）61点〈光〉の魔法ダメージ。

ＧＭ：ゴブリンリッパー（海賊）Ｂも戦闘不能になりました。

ポメ郎：ムーブアクションはなし。マイナーアクションで、ＭＰポーションを使用。（ダイスを振る）８点回かい復ふく。メジャーアクションは、ラヴィニア様に《ジョイフルジョイフル》！

ラヴィニア：《リゼントメント》があるから、ボスを落としにいきましょうか。

ＧＭ：「かかってこい！」

ラヴィニア：ムーブアクションはなし。マイナーアクションが《プログラムマジック》。メジャーアクションが《ファイアボルト》＋《リゼントメント》で船長に攻撃。（ダイスを振る）クリティカル！

ＧＭ：（ダイスを振る）出目が９。「すまねぇ！　先生の支し援えんがあっても、避けられねぇ！」

ラヴィニア：ダメージは、10Ｄ＋[image: 133]点。（ダイスを振る）[image: 168]点の〈火〉属性の魔法ダメージ。

ＧＭ：対抗属性なので、そのままダメージを食らいます。「いくらでも撃ってこい！」

ラヴィニア：すばらしい！　何発耐たえられるか、試ためさせて？

ＧＭ：「この女……恐おそろしすぎる!?」（一同爆笑）　クリンナッププロセス。こちらは、ジョンと船長が、バッドステータスの［毒（３）］によるダメージを受け、【ＨＰ】マイナス15点。

ゼロ：《フックダウン》で、ハイＨＰポーションを使用。（ダイスを振る）18点回復。

ポメ郎：《フックダウン》でＭＰポーションを使用。（ダイスを振る）９点回復。

ＧＭ：では、クリンナッププロセスを終了します。




●第２ラウンド

▼行動値

ゼロ　　　　18

ラヴィニア　８

ジョン　　　６

鉄也　　　　５

ポメ郎　　　２

海賊船長　　２

[image: ]




ＧＭ：では、第２ラウンドのセットアッププロセス。

ゼロ：《オーバーリミット》。

ＧＭ：ジョンが《司令塔》を船長に。すべての判定に＋４です。

ラヴィニア：ジョンは使える男ね。降伏し、わたくしに仕えるなら生かしておいてあげます。

ＧＭ：「そうもいかない。義ぎ理りがあるし、今さら裏うら切ぎるのは筋すじがとおらねえ」

ラヴィニア：なぜそんな主人公みたいなロールプレイを!?

鉄也：ギ……ラヴィニアさんが悪役ロールプレイをするから、相対的にそう見えるだけでは？（笑）

ポメ郎：《ファイトソング》。ラヴィニア様の《リゼントメント》を復ふつ活かつ。あの炎は美しかったので、もう一度見たいポメ。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。まずは、ゼロから。

ゼロ：ムーブアクションはなし。マイナーアクションで《サイドワインダー》、メジャーアクションは《オーバーアサルト》。対象は船長。フェイトを１点使用して……（ダイスを振る）命中は29。

ＧＭ：（ダイスを振る）20で回避失敗。

ゼロ：《ストライクブースト》。フェイトも３点使用しきっちゃいます。ダメージは12Ｄ＋32。（ダイスを振る）70点の物理ダメージ。

ＧＭ：けっこう大きい。だが、まだ生きている！

ラヴィニア：ムーブアクションはなし。マイナーアクションは《プログラムマジック》。メジャーアクションで《ファイアボルト》＋《リゼントメント》。対象は海賊船長。（ダイスを振る）命中は28。

ＧＭ：（ダイスを振る）17で回避失敗。

ラヴィニア：フェイトを２点使用します。（ダイスを振る）[image: 178]点の〈火〉属性のダメージ。

ＧＭ：素す通どおしなんですよね。ゴウッと炎に包まれる海賊船長。しかし、それが治まった後、まだ甲板の上で戦意も露あらわに立ち続けています。

ラヴィニア：しぶといですわ。鉄也、あとは任まかせましたよ。

鉄也：ギ……任された。

ＧＭ：だが、次はジョン。ムーブアクションは《イーグルアイ》。マイナーアクションで《ゼロイン》。メジャーアクションが《アローシャワー》。対象は、ゼロ以外の三人。（ダイスを振る）命中は23。

ポメ郎：《アンプロンプチュ》。（ダイスを振る）30で回避成功。

鉄也：（ダイスを振る）９で回避失敗。

ラヴィニア：封ふう精せい頭ず巾きんの効果を使用。（ダイスを振る）17で回避失敗。

ＧＭ：ここで《ダイレクトヒット》。この効果で、彼女をかばえなくなりました。

鉄也：《カバーリング》を使えなくしてきた！

ＧＭ：ダメージは４Ｄ＋55。（ダイスを振る）72点の物理ダメージ。

ラヴィニア：あら、痛いですね。

ポメ郎：《プロテクション》。（ダイスを振る）ダメージを37点軽減。

ラヴィニア：封精長ちよう靴かの効果も使用。いろいろあわせて57点軽減。15点ダメージを受けて痛い思いをしましたが、まだ立っています。

鉄也：ムーブアクションで、船長のエンゲージに移動。マイナーアクションは《スマッシュ》、メジャーアクションが《バッシュ》＋《ボルテクスアタック》で船長に攻撃。フェイトを１点使用。（ダイスを振る）命中は21。……フェイトを１点使って、振り直しておこう。（ダイスを振る）24。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は６。18で回避失敗！

鉄也：ダメージは[image: 105]＋８Ｄ。（ダイスを振る）[image: 135]点の〈光〉属性の魔法ダメージ。




　巨きよ大だいな鉄の鎧よろいが、鉄てつ塊かいとも見まがう大剣を振り下ろす。

　いかなるものも粉ふん砕さいせずにはおかぬ、巨きよ人じんの一いち撃げきにも似にたそれは、海の荒あらくれ者ものたる海賊の首しゆ領りようを袈け裟さ懸がけに捉とらえた。
















ＧＭ：これはさすがに耐えられない。「バカなぁ！　海の上で俺たちがやられるだとぉっ!?」と苦く痛つうと悔くやしさに表情を歪ゆがめた後、海賊船長は戦闘不能になりました。

ポメ郎：これで戦闘終了？

ＧＭ：クリンナッププロセスに、ジョンがバッドステータスでＨＰロスを受けます。ただ、それによって倒れるということはないので、ここで戦闘終了にしましょう。

ラヴィニア：さあ、投とう降こうなさい！　我われ々われの下げ僕ぼくになりなさい？

ＧＭ：「悪わりいが、あんたの下僕にはならねぇ」

ラヴィニア：何ですって!?

ＧＭ：「今回はあんたの勝ちだ。仕方ねぇ。だが、俺はいつかあんたにリベンジ……」

ラヴィニア：それわたくしの名前。なに？　ダジャレ？

ＧＭ：そんなつもりはねぇーっ!?（一同爆笑）

鉄也：ギ……シリアスな空気を読んでほしかった（笑）。

ＧＭ：ともあれ、ジョンは「チッ」と舌した打うちをして、海へ飛び込みました。ここで、戦闘ラウンドを終了します。




　かくして、戦いは終わった。海賊に使われていた船員たちは全員降伏。一同はドロップ品など後あと処しよ理りをした後、船をミナミーノ島の桟さん橋ばしへと向けるのであった。







　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




◆Ending01◆ミナミーノ島和平会議




　島民たちを疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいらせていた元げん凶きようは取とり除のぞかれた。

　島を取り巻く状況は大いに改かい善ぜんしていった。




ＧＭ：では、エンディングフェイズに移ります。

ラヴィニア：海賊たちはどうなったの？

ＧＭ：海賊を捕らえたことが本国に伝わり、役人がやってきて船長ら首しゆ謀ぼう者しやを連れて行きました。本国の裁判で裁さばかれることになるでしょうね。ジョンは結局逃げ切りました。

ポメ郎ろう：よかった、よかったポメ。

ＧＭ：で、そちらの方の後始末も終わって、これからサハギンとホブゴブリンとの、和平会議のシーンになります。

ラヴィニア：城の大会議室で話をしましょう。「……というわけで、すべての事件を裏から手を回していた海賊は、わたくしが倒しましたわ」

ＧＭ：村長は揉もみ手でをしながら「さすがはラヴィニア様でございます」と言います。

ラヴィニア：村長は手もみがうまいですわね（笑）。えーと、「ここに！　人間とホブゴブリンとサハギンたちの、協力体制を敷しくことを宣言します！　誤解の元に生まれた禍か根こんを忘れ、この島を南の楽園にするように！」。

ＧＭ：「おお！」と一同が沸わき、ホブゴブリンのリーダーが「これを村から持ってきたホブ」と、野菜などを持ってきます。一方サハギンは、海の幸を。

ゼロ：そして、人が持ち込んだ家か畜ちくを、平和になった山に放牧して得るものは……。

ラヴィニア：……肉（笑）！

ＧＭ：そうして盛り上がっている中、ホブゴブリンたちは「そういえば、キレイなものがあったから、持ってきたホブ」と言って、ラヴィニアに石を見せます。

ラヴィニア：（面めん倒どうくさそうに）はぁん……石ぃ？

ＧＭ：透き通っていてキラキラした、普段その辺に転がっているのとは違う石ですね。

ラヴィニア：なんだと！　ちょっとちょっとゼロ、鑑かん定ていして鑑定！

ＧＭ：判定なしでも分かります。「これはダイアモンドじゃなかろうか」と。

一同：な、なんだってぇ!?

ゼロ：これは……島にダイアモンドの鉱山でもあるんでしょうか。

ＧＭ：すると「おっと、ホブゴブリンたちだけにいい顔はさせられないギョ」と……。

ラヴィニア：あら、サハギンも？

ＧＭ：貝をパカッと開けると……その中に真珠が。

ラヴィニア：おお！　あなたを、貝の養殖担当に任命しますわ！（笑）

ゼロ：ラヴィニア様は、ダイアモンドクイーンだけでなく、パールクイーンにもなれますね。

ポメ郎：ダイアモンドパールマーメイドクイーン……すごいポメね。

ラヴィニア：何がなんだか分からないですわよ（笑）。

鉄也：ギギ、現代知識があれば、貝の養殖まではいける気がするね。

ＧＭ：ラヴィニアは《アルケミーノウリッジ》とか持ってますから、知識をあわせればいけそうですね。

ラヴィニア：すばらしい！　これぞ楽園！　これぞ南の島！

ゼロ：これは……スゴいことになってきた。

鉄也：ギギ、もしかして、独立国でも作れるんじゃ

ラヴィニア：ちっちゃいちっちゃい！　この島を足がかりに、このエリン全体を征服してやりますわ!!

一同：調子にのった!?

ＧＭ：では、そんな感じで盛り上がったところでシーンを終了します。
















◆Ending02◆闇やみの中で




　どことも知れぬ、暗き闇の中。

　密ひそかに陰いん謀ぼうが進行しようとしていた。




ＧＭ：では、最後にマスターシーンです。

一同：おや？

ＧＭ：生き残ったジョンが、暗くら闇やみにいる誰かに向かって跪ひざまずいています。

ラヴィニア：暗闇にいるって……黒くろ幕まくがいたのかよ！（笑）

ＧＭ：いやぁ。実はアドリブです。

一同：アドリブかよ！（笑）

ＧＭ：海賊の背後に黒幕がいる、みたいなことは大まかに考えていたんです。でも、今回ここまでの展開で、こいつが黒幕ポジションにいないのは不自然」というＮＰＣが……。

ゼロ：……なるほど。

ラヴィニア：……よもや!?

ＧＭ：話を戻しまして……ジョンが「申し訳ありません。あのラヴィニアという女、かなりできるヤツでした。ですが、次こそは必ず……」と言うと、彼に対して謎の人物が「もうあなたには任せておけないわ」と言うわけです……女性の声で。

一同：やっぱり！

ラヴィニア：そっかー。そうだよね。やっぱり、「彼女」は敵じゃないと！（笑）

ＧＭ：そして、黒幕が「ラヴィニアさん……今度こそ……」、と思わせぶりなことを言ったところで、シーンの演出を終了します。

ラヴィニア：ふっふっふ！　盛り上がってきましたわよ！。

ＧＭ：……とまあ、以上で第一話は終了となります。お疲れさまでした。

一同：お疲れさまでしたぁーっ!!





『アリアンロッド ２Ｅ・リプレイ・フォーリナーズ』




第一話「異い世せ界かいで南の島の領りよう主しゆになろう」




─ＦＩＮ─


















　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




◆Preplay01◆究極ＶＳ至し高こう




　ＴＲＰＧは時として先が読めないものでございます。

『ストレンジャーガイド』の紹介を目的としたリプレイ、ということで「異世界で内政っぽいことをする」シナリオを作ったら、悪あく役やく令れい嬢じよう爆ばく誕たん。

　そこまではまあ予想できるシチュエーションの範はん囲いだとして、よもやヒロイン（ダイアモンドプリンセス）を誕生させてしまうとは……。




　ともあれ、勢いで演出してしまったこのヒロイン。

　なんとかシナリオに組み込まないわけにはいきません。

　この魅力的な素そ材ざいをどう活かしたものか……。

　色々工く夫ふうしているうちに「あっ！」という間に時は流れ……。

『アリアンロッド ２Ｅ・リプレイ・フォーリナーズ』第二話の収しゆう録ろく日びがやってきました。




ＧＭ：皆さん揃そろってますね？　それでは『フォーリナーズ』第二話の収録を開始します。

一同：よろしくお願いしまーす。

菊きく池ち：いやぁ、前回はいかにも異い世せ界かい転てん生せいものっぽくて楽しかった。

濱はま田だ：菊池さんずいぶん悪ノリしてましたもんね。

菊池：悪ノリ言うな！（笑）

田た中なか：ライバルのヒロインまで誕生させちゃうし。

菊池：うーむ。ライバルなのにヒロインって矛む盾じゆんした言い回しだよなあ。




　悪役令嬢ものと呼ばれるジャンルの主人公の敵は、（主に乙女おとめゲーと呼ばれるジャンルの）ゲームのヒロインや、それに相当する「いい子」が担になうことが少なくありません。

　そのため、こういう言い回しになるのです。




鈴すず吹ふき：まあ、「視点を本来の悪役側に置いた物語」だから、立ち位置がひっくり返るのは仕方ない。というか、そこが面白いところなんだよ。

濱田：なるほど。

ＧＭ：えー。それではそろそろ今回予告を読み上げます！

一同：はーい。




●今回予告

　南の島で過すごすことになった転生ライフ。

　辺へん境きようの地かと思われたミナミーノ島も、今は順調に開発と交こう易えきが進んでいる。

　そこに舞まい込んできた、招しよう待たい状じよう。

　王都ログレスで舞ぶ踏とう会かいが開かれるという。

　そこで発表されるのは、王子様の婚こん約やく。

　参加しない場合は領地の召めし上げもある……そう匂におわされた。

　そしてさらに、その裏うらで思いもよらぬ陰いん謀ぼうが進行していた。




『アリアンロッド ２Ｅ・リプレイ・フォーリナーズ』

　第二話「悪役令れい嬢じようの帰き還かん」

　冒ぼう険けんの舞ぶ台たいがキミを待つ！




菊池：…………それにしても、ミナミーノ島って気が抜ぬけるネーミングだよなぁ。

田中：いや、そこよりは領地召し上げに反応しましょうよ（笑）。

鈴吹：せっかくあの島を開発＆経けい営えいして、王国に返かえり咲ざき権力を手にしようという状況になったのに。

濱田：島流しのつもりだった王国側としては見過ごせないってことでしょうか？

菊池：ふっ、逆に今回のシナリオで状況をひっくり返してやるわ。招待状もきて王都に凱がい旋せんできるようだし……（笑）。

田中：凱旋って……もう勝った気でいるんですか！（笑）

菊池：ラヴィニアは、いついかなる時も勝者のメンタリティを発揮する女なんだ（笑）。

ＧＭ：まあそのあたりはオープニングで描えがくとして、次はハンドアウトを読み上げますね。




■ハンドアウト

ＰＣ①（ラヴィニア）用ハンドアウト

コネクション：ダイアモンドプリンセス　　　関係：任にん意い

　ミナミーノ島の領主として生活していたきみの元に、ダイアモンドプリンセスから一通の招待状が届とどく。それは、王都で開かれる舞踏会への誘さそいだった。何でも、その舞踏会で王子様とダイアモンドプリンセスの婚約が発表されるという。




菊池：ちっくちょー！　あの女、わたくしの婚こん約やく者しやの座ざを奪うばっただけでなく、いけしゃあしゃあと婚約発表への招待状を送りつけてきただとぉ!?

鈴吹：確かに……いい根こん性じようしてるな！（笑）

濱田：まあ、純じゆん粋すいに善ぜん意いかもしれませんし（笑）。

ＧＭ：そうそう（笑）。それはそうと、ダイアモンドプリンセスって呼よぶのも疲つかれてきたんで、菊池さんに彼女の名前を決めてほしいんですけど。

菊池：そうか……（しばらく考えて）……このキャラは人じん格かく的てきには完かん璧ぺきな究極のヒロインだからな。ウルテマという名にしよう。

一同：それは人名か!?（笑）

田中：せ、せめてもう少し女の子っぽい名前にしましょうよ。

濱田：「Ultima」をもじると……ルティとか、ティマとか？

菊池：じゃあ、ルティにしよう（笑）。

鈴吹：しかし相手が究極のプリンセスなら……。

菊池：なら？

鈴吹：ラヴィニアは至高のプリンセスだね（笑）。

菊池：それじゃこっちが悪者っぽいじゃないですか!?

一同：なにを今さら!?

菊池：あ……あれ？

ＧＭ：むしろ実じつ態たいに近いですな（笑）。　続いてＰＣ②～④のハンドアウトを読み上げまーす。




ＰＣ②～ＰＣ④用ハンドアウト

コネクション：ラヴィニア　　　関係：任意

　ダイアモンドプリンセスからラヴィニアへ送られた一通の招待状。それにより、彼女は王都へ向かうことになった。

　領地召し上げの噂もあり、王都でのラヴィニアは何かの陰謀にでも巻き込まれてもおかしくない。ラヴィニアを守るのが、キミたちの使命だ。




田中：陰謀に巻き込まれるって……むしろ陰謀を企たくらみそうなんだけど（笑）。

鈴吹：まあ、ラヴィニア様は色々やらかしてるっぽいから敵てきも多いわけで。陰謀に巻き込まれる……っていうか、むしろいきなり攻こう撃げきされる可か能のう性せいも高いぞ。

濱田：いずれにせよ、自じ業ごう自じ得とく感が強いっすね。

菊池：…………キミたち!?（一同爆笑）

ＧＭ：そんな頼たのもしい仲間とともに、ラヴィニアさんは王都ログレスに帰還するわけですね。

菊池：…………。

ＧＭ：では、そんなところで皆みなさん、前回入手した経けい験けん点とお金で成長を遂とげたことと思います。ここで、その結果を発表してください。

一同：はーい。




▼ＰＣ①　菊池たけし……ラヴィニア・リベンジの場合

菊池（以下、ラヴィニア）：８レベルになったラヴィニアは、《マジックフォージ》と《ディレイコマンド》のレベルを２レベルに上げましたわ。

ＧＭ：なるほど。《マジックフォージ》でダメージを上げ、《ディレイコマンド》で与あたえる［ノックバック］の効こう果かを増ふやしたわけですね。

ラヴィニア：そう。そして、仲間のダメージを軽けい減げんする《ロジカルウォール》を取った。ポメ郎ろうの《プロテクション》とラヴィニアの《ロジカルウォール》で鉄てつ也やを守ろうという作戦。

鈴吹：確かに、壁かべ役の鉄也が健けん在ざいな限かぎり、このギルドの負けはないからな。

ラヴィニア：そういうこと。そして装そう備びもかなり強化した。島のダイヤモンド鉱こう山ざんから採さい掘くつされたクリスタルを使い、Ｓ武ぶ具ぐのショートソード、ハット、封ふう精せい長ちよう靴かをあつらえましたわ。




　Ｓ武具とは、『スキルガイド２』で導どう入にゆうされたルールです。魔ま力りよくの籠こもったクリスタルを武ぶ器きや防ぼう具ぐに埋め込むことで様々な効果を武器に付ふ与よすることができます。これにより自分好みにカスタマイズした武器を手にすることができるのです。




ＧＭ：どんなクリスタルを埋め込んだんですか？

ラヴィニア：埋め込んだクリスタルは七種。そのうち目玉となる効果は魔ま烈れつのクリスタルによる魔ま法ほう攻撃のダメージ＋３と、防ぼう塁るいのクリスタルによるダメージ軽減の魔術の効果＋３といったあたりですわね。

鈴吹：随分作り込んでるなぁ。にしてもクリスタルが多くてキラキラしてるね（笑）。

ラヴィニア：そうそう。きらびやかさにもこだわった（笑）。ちなみにこのＳ武具のショートソードも、赤き斜陽の剣レツドサンセツトソードと同じく《メタモルフォーゼ》で杖つえ型に変化するのですわ。




▼ＰＣ②　田中信しん二じ……五十嵐いがらし鉄也（黒くろ騎き士し）の場合

田中（以下、鉄也）：鉄也は防ぼう御ぎよ強化として、《アイアンカバー》のレベルを２レベルにアップ。

ラヴィニア：鉄てつ塊かいがより硬かたくなったのね。けっこうけっこう（笑）。

鉄也：鉄塊いうな（笑）。さらにシーンに一回鎧よろいの重量をダメージに追加する《ファランクスアタック》、戦せん闘とう移い動どうで侵しん入にゆうしたエンゲージのモブに大ダメージを与える《ランオーバー》を新しく取得した。

ＧＭ：パワーファイターって感じですね。

鉄也：そう。元ラガーマンということで、身体全体をぶちかましてダメージを与える演えん出しゆつがしやすいスキルを取った。

鈴吹：地味に、鉄也が範囲攻撃できるようになったのは大きい。どこかで役に立つかもな。

鉄也：あとはロールスキルの《ブロウストライカーⅠ》も取得した。

濱田：《スラッシュブロウ》の使用回数が増えましたね。

鉄也：うむ。アイテムはやや命中判はん定ていの数すう値ちがこころもとなかったので、装そう身しん具ぐの豪ごう傑けつの証あかしを購こう入にゆう。さらにファインポイントアーマーを購入、Ｓ武具にして器用のクリスタルを入れた。これで命中＋２。地味だけどけっこう命中しやすくなった。

鈴吹：鉄也の場合、鎧の方の動かされ方が上達した感じだな。

鉄也：シュールだけど、俺おれは剣が本体なのでそう表ひよう現げんしても間ま違ちがいじゃない（笑）。まあ、この鎧は味方をかばったり、敵に体当たりしてもらったりするので、頑がん張ばってもらわないといけないな。

ＧＭ：鎧の中に巣を作ってる鳥たちも大変ですね（笑）。




▼ＰＣ③　濱田晃こう輔すけ……ポメ郎の場合

濱田（以下、ポメ郎）：スキルは《アンセム》《ガルドル》《クイックソング》を新しん規きに取得しました。《アンセム》はメジャーアクションに範はん囲いで回かい復ふくができます。そして《ガルドル》は《アンセム》や《スレノディ》のような、対象が〝範囲〟のスキルを〝範囲（選せん択たく）〟にできます。

ラヴィニア：範囲（選択）の回復ができるわけか。使えますわね。

鉄也：《スレノディ》もより活いきるようになった。

ポメ郎：さらに、《クイックソング》は《アンセム》や《スレノディ》をセットアッププロセスで使えるようにします。

鈴吹：やるなぁ。《クイックヒール》もあるから、色んなタイミングで回復できるな。

ポメ郎：回復なら任まかせるポメ！　さらに一いつ般ぱんスキルの《セレブリティ》を取得。【精せい神しん】の判定の達成値に＋１できるポメ。

ＧＭ：では、装備などはいかがでしょう？

ポメ郎：祝福の花を新たに購入したポメ。ＨＰ回復を行う魔術の効果に＋１Ｄされるという。さらに稲いな妻ずまの杖やビレッタをＳ武具にした。対たい抗こう：スリップのクリスタルを入れて、スリップしなくなるなど、スライムらしさも色々強化したポメ。

ＧＭ：ううっ。ＰＣ側の防御と回復が強化されて、堅かたいギルドになったなぁ。

ポメ郎：やわらかボディでも、守しゆ備びは堅いポメ！（笑）




▼ＰＣ④　鈴吹太た郎ろう……サイバー・ゼロの場合

鈴吹（以下、ゼロ）：レベル８になった私は、まず《ハードワイヤード》を取得しました。【器用】＋２【幸運】マイナス１で、地道に命中判定やトラップ判定で有利になります。

ラヴィニア：堅けん実じつね。

ゼロ：さらに《ルックアウト》を取り、リアクションと危き険けん感知の判定に＋２の修しゆう正せいがつきます。ほかには《フラッシュドライブ》を取得したことで、【ＨＰ】10点を代だい償しように、ダイス目のひとつを６にできるようになりました。

ポメ郎：クリティカルをかなり出しやすくなったポメ！

ゼロ：そこが狙ねらいです。さらにロールスキルの《クリミナルマインドⅠ》も取りました。これは、対象を知り合いだったことにでき、なんらかの頼たのみ事ごとをできるというものです。

鉄也：ビジネスではコネは重要だからなぁ。

ゼロ：装備はミスリルウィップ、ミスリルダガー、グリーンベレー、フェザーアーマー、ロストデビルズアイを新たに購入。グリーンベレーはＳ武具にして強化しました。以上です。




ＧＭ：以上でＰＣ紹介は終了ですね。では、ギルドのレベルアップをしましょう。

ゼロ：ふむ……（前回得た成長点を計算して）今回ギルドは１レベルから３レベルに成長するわけですな。したがって、ふたつほどギルドサポートを取得できます。

ラヴィニア：せっかく《ギルドハウス》と《ＧＨ：ギルドキャッスル》でラヴィニア城を作ったんだから、それを強化する方向で何かとりたいですわね。

鉄也：今回は王都ログレスに戻るみたいだから、情報収集の判定に＋１Ｄできる《ＧＨ：ライブラリー》とかはいいかも。

ポメ郎：戦闘重視なら《ＧＨ：クアハウス》をとって、全員の【ＨＰ】を＋10するというのはどうポメ？

ラヴィニア：どちらも悪くないですわね。

ゼロ：ラヴィニア様、《ＧＨ：工房》はいかがでしょう？　これは、ギルドメンバーが使用する「種別：ポーション」の効果に＋２Ｄできます。ラヴィニア城で、産業を振しん興こうしている感じも出ますが。

ラヴィニア：なるほど。医薬品の開発は儲もうかりそうですわね（笑）。効果もなかなかですし、それを採用しましょう。

ゼロ：ありがとうございます。

ラヴィニア：もうひとつは《ＧＨ：宿屋》にしましょう。これは、ギルドメンバー全員が使用する、ＨＰ回復を行なうスキル、アイテムなどの効果に＋１Ｄできるという効果です。

ＧＭ：げ。さらに回復を強化するですとぉ!?

ラヴィニア：鉄也のおかげで堅いギルドですから、回復面を強化すればさらに敵に倒される確率は減ると思いまして。

ポメ郎：さすがラヴィニア様。堅実な選択ポメ。

ＧＭ：ギルドサポートは《ＧＨ：宿屋》と《ＧＨ：工房》を選択したということで。では、オープニングを始めます。

























　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




 ◆Opening01◆王都からの手紙




　南海の孤こ島とう。

　かつては人も通わぬ島だったこの地に、たくさんの船がおしよせ、観光客が笑え顔がおとともに上陸してくる。

　この島で起きるイベントに期待し、その瞳ひとみはキラキラと輝かがやいていた。

　そして、彼らの視し線せんは、この島を変へん貌ぼうさせた張本人の居きよ城じよう、ラヴィニア城へと注がれているのであった。




ＧＭ：では、オープニングシーンを始めまーす！

一同：はーい。

ＧＭ：本ほん格かく的てきにお話を始める前に、少し皆さんのミナミーノ島での日にち常じようを描いておきたいんです。

ラヴィニア：ほう。ルティから手紙が来る前の日常を演出するのか、ですわ。

ＧＭ：前回、島の問題が解かい決けつされたので、ラヴィニア様が島民に慕したわれたりするなど、評ひよう判ばんが上がったシーンを改めて描きたいんですよ。

ゼロ：そういうことなら……最後にダイアモンドやパールが手に入ったし、さぞや島の暮くらしも潤うるおったことでしょう。

鉄也：俺は、きっと花園に行く練習は欠かしてはいないだろうなぁ。

ポメ郎：島の神官長の僕の晴はれ姿すがたを見てほしいポメ！

ＧＭ：うひゃひゃ！　その調子でぜひ日常を描いてほしいんですよ。

ラヴィニア：では、この島の大だい方ほう針しんはわたくしが決めます。とりあえず手に入ったお金で、ミナミーノ島をエリンディル最大のリゾートアイランドにしますわ！

一同：リゾートアイランド!?

鉄也：最近になってダイアモンドやパールが出始めたとはいえ、こんな海の苔りしか特産品のないような島を!?

ラヴィニア：わかってないですわね。この島には、人を惹ひきつけるポテンシャルがあるのですわ。と、両足を踏ふん張ばって宣言しよう。

ポメ郎：何を根こん拠きよにそんなに堂々としているポメ。

ラヴィニア：それは、持って生まれた支し配はい者しやとしての風ふう格かくゆえ。

鉄也：ギギ、おっさんサラリーマンだったくせに（笑）。

ラヴィニア：前世なんて気にしたら負けだと思ってる！（笑）　わたくしはまず手始めに、前回の冒険で対決を見送ったブラックタイガーと改めて戦闘。ミナミーノアイランドの目玉アトラクションに協力するように説得しましたわ。

ゼロ：それは手て強ごわかったでしょうなぁ。

ラヴィニア：ちょっと魔法の火力を上げたら、あっさり「うん」と頷うなずいてくれたわ。

ポメ郎：それは説得とはちがうポメ（笑）。

鉄也：ギギ、ブラックタイガーにはエビのコスプレでもさせる気？

ラヴィニア：違ちがうわ……ていうかエビから離はなれなさい（笑）。彼には、お客さんが島を一周して楽しむ、モンスター退たい治じツアーのやられ役をやってもらうことにしたの。

ＧＭ：前回対戦を避けたぐらい強いエネミーを!?

ラヴィニア：ホブゴブリンやサハギンにもエキストラをやっていただきますが、ラスボスはブラックタイガーが務つとめないわけにはいかないでしょう。

ポメ郎：それは確かにスリリングポメ！

ラヴィニア：最後に岩に刺ささった剣を勇者役のお客さんが抜いて、ブラックタイガーを軽く斬きる。ブラックタイガーはやられたぁ～とばったりと倒たおれてイベントの締しめね。

鉄也：ギギッ、なんか伝説の怪かい物ぶつ退治の典型みたいな展てん開かいだな（笑）。

ラヴィニア：なに言ってんの、岩にささった剣は鉄也、あなたですわ！（笑）

鉄也：なにぃーっ!!　俺、アトラクションのメンバーなの!?

ポメ郎：でも確かに鉄也さんなら、ブラックタイガーに手て加か減げんして攻撃することが可か能のうポメ。

ゼロ：いつものことですから、持ち手に自分を思いどおりに操あやつらせることはお手の物かと。

鉄也：ギギギ（笑）。では、俺の近きん況きようはそれで。ミナミーノアイランドのイベントのキャストを務めている。

ゼロ：ああ、花園にはいつ行けるのでしょうか？（笑）

鉄也：言うなぁっ!!　今でも俺は夜な夜な砂すな浜はまで、椰や子しの実を使ってキックや、椰子の木に向かってタックルの練習をしてるんだよ。




　一応、現代地球への帰還はあきらめていない鉄也だった。




鉄也：ギギギギギーッ!!（[image: ←]悲しんでいる）

ラヴィニア：で、ポメ郎はラヴィニア城の管理を任せますわ。

ポメ郎：おまかせくださいポメ！　神官というボクの特とく技ぎを活かして「ラヴィニア城で結けつ婚こん式しきをあげよう！」パックを旅行代理店に宣せん伝でんしてもらっているポメ！

鉄也：ポメロの神官に結婚式をあげてもらいたがるカップルはいるかな？

ポメ郎：そこはそれ、僕はかわいいポメ。

鉄也：…………。

ラヴィニア：あざといわね。でも、そこがいいですわ（笑）。

ポメ郎：そう、島のシンボルのゆるキャラとしても活かつ躍やくしているポメ。

鉄也：まるで、どこぞの猫ねこの駅長みたいな活躍だな。

ポメ郎：お金が入れば、なんだっていいんだポメ。

鉄也：おい、神官！（笑）

ポメ郎：というわけで、ボクはこの島にやってくる観光客の皆さんに楽しい思い出をあげる、お客さんはこの島にお金を落とす。そんな感じで、ラヴィニア様に貢こう献けんしているでポメ。

ラヴィニア：ほめてつかわす。

ポメ郎：ははぁーっ!!

ＧＭ：では、ゼロはどんな感じで過ごしていたんですか？

ゼロ：私はもちろんラヴィニア様の執しつ事じとして、陰かげに日にお仕えしておりました。

ラヴィニア：ちょっと待った。あんたには、大事な役目があるのよ。

ゼロ：というと。

ラヴィニア：実は、これまで説明してきたミナミーノ島のリゾート化事業はあくまでカモフラージュ。

一同：カモフラージュなのかよ!?（爆笑）

ラヴィニア：わたくしの真の目的は、この島を金融センターにして、やがては世界中のＶＩＰの隠かくし財ざい産さんを管理し、その一方で弱みを握にぎり、この世界牛ぎゆう耳じる予定なのですわ。

鉄也：ギギ……完全に悪者の動きだ（笑）。

ラヴィニア：わたくし悪役令嬢ですから（笑）。そのためには、未来の世界の先進の経済感覚を持つ、ゼロの存そん在ざいが不ふ可か欠けつ。

ゼロ：なるほど。

ラヴィニア：さらに、イビルゴッド重工業と連れん携けいして成長していけば、この世界のＶＩＰと連れん絡らくをつけることも有利になるはず。

ゼロ：つまり、ラヴィニア様の覇は道どうの懐ふところ刀がたなになれということですね。

ラヴィニア：そのとおり。

ゼロ：わかりました。謹つつしんでそのお役目引き受けさせていただきましょう。

ＧＭ：な、なんかミナミーノ島がすごいことになってきましたが……面おも白しろそうなのでその方向でいきましょう（笑）。

ラヴィニア：ＯＫなんだ……言ってみるものね（笑）。ともあれ、この島の征せい服ふくは世界征服の第一歩。みんながんばってくださいな。

鉄也＆ポメ郎＆ゼロ：おーう！

ＧＭ：では、そんな野望にギラついた南の島の日常を過ごす皆さん……でしたが、そんな日々に大きな変化を与える一通の手紙を携たずさえた男がやってきます。ここからは、皆さんが全員登場するシーンとして進めていきます。

ゼロ：わかりました。

ラヴィニア：では、わたくしはラヴィニア城のもっとも高い塔とうで、下しも々じもの様子を見下ろしながら、そのメッセンジャーを迎むかえましょう。

鉄也：ギギギッ、いちいち芝しば居いがかってるなぁ。

ゼロ：ラヴィニア様は由ゆい緒しよ正しい悪役令れい嬢じようですから（笑）。

ＧＭ：由緒正しいってなんですか？（笑）　まあ、その手紙を持ってきたのは王都新聞の記者、キシャーという者でして……。

ラヴィニア：名前、適当すぎるだろ!?（一同爆笑）

ポメ郎：怪生物の鳴き声みたいポメ！（笑）

ゼロ：……まあ、名は体を表わすというし（笑）。

ＧＭ：「手紙をどうぞキシャー」と、キシャー記者はうやうやしく手紙をラヴィニアに渡します。

鉄也：めげないな。ていうかなんだその語尾（笑）。

ラヴィニア：ま、まあいいでしょう。その手紙の中身は？

ＧＭ：手紙の中身は、究極のダイアモンドプリンセス・ルティが王子との婚約記念舞踏会を挙きよ行こうするので、ぜひ参加してほしいという内ない容ようです。

ラヴィニア：むむむ。あの女、わたくしがいないのをいいことに、〝究極のプリンセス〟なんて名乗って……見てらっしゃい!!

ＧＭ：そこです！

ラヴィニア：どこよ？

ＧＭ：「かつては、エルーラン宮きゆう廷ていで競きそった二輪の花、ラヴィニア様とルティ様。あちらが究極なら、ラヴィニア様は至高。いずれが素す晴ばらしいプリンセスなのか、そこを見み極きわめる記事を書きたいと思った私は、思わずこのメッセンジャー役を買って出たわけでキシャ」

ラヴィニア：あんた……ゲスですわね。

ＧＭ：「キッシャッシャ。ラヴィニアさんほどじゃあございやせん」

ラヴィニア：そう褒ほめるな。

一同：褒めてないから！（爆笑）

鉄也：ギギッ、しかし、対決するにしてもなにを基準に？

ラヴィニア：なんであれ、あの女との勝負なら受けて立つわ。わたくしが勝利したあかつきには、あの女にはダイアモンドプリンセスではなくキュービックジルコニアプリンセスと名乗らせることにしましょう。




　キュービックジルコニアとは、ダイアモンドのイミテーションなどに使われる鉱こう物ぶつです。




鉄也：ギ、ところでもし招待に応じなかった場合は？

ＧＭ：その時はそれを口実にこのこの島の領地を召し上げるという……。

一同：脅迫じゃねーか!?

ＧＭ：そういう噂もある、という話です……キシャ。

ラヴィニア：よろしくてよ！　返り討ちにして差し上げますわ!!

ゼロ：（思案顔になって）その対決……誰だれが審しん査さするかも問題でしょうなぁ。

ラヴィニア：では、公正を期して各界の名士を招待しましょう。

ゼロ：どのような方々を？

ラヴィニア：アルディオン大陸のアンソン卿きようとか、悪あく徳とく神官のマティアス様とか、ケセドの杖で荒あら稼かせぎしている古代竜りゆうのケセドとか……。

ポメ郎：……選択に意図がありそうな人選ポメ。

ラヴィニア：ほら、この島の金融センター化計画があるじゃない？　その出しゆつ資し者しやになってくれそうな人とのコネ繫つなぎも兼かねてるの。

鉄也：ギギッ！　商しよう魂こんたくましいなぁ、おいっ!?（笑）

ポメ郎：一部、すごく買ばい収しゆうしやすそうな人も混まざってるし（笑）。

ゼロ：しかし、このそうそうたる顔ぶれに声をかけるのも大変そうですな。特に、アルディオン大陸のアンソン卿などに連絡をつけるのはちょっと難しいですな。

ＧＭ：「では、そこはエルーラン王国きっての大新聞社、私の王都新聞社が責せき任にんをもってご希望のゲストを招待させてもらうでキシャー」

ラヴィニア：まあ、素す敵てきね！

ＧＭ：「そのかわり、ラヴィニア様への取材は我が社の独どく占せんということで。キシャシャシャ」

鉄也：なんか、無む駄だに三下っぽい新聞記者だなぁ（笑）。

ラヴィニア：そうと決まれば、さっそく出発の準じゆん備びをしましょう！　海賊から奪った船もあるから、それを綺麗にオーバーホールしたら出航ですわ。

ゼロ：ありましたな、海賊船（笑）。




　かくしてエルーラン王国の新聞社の企き画かくに乗り、ラヴィニアは王都への帰き還かんを選択した。

　盛せい況きようを見せるミナミーノアイランドのことは一いつ旦たん村人に託たくし、ラヴィニア一行を乗せた船は一路エルーラン王国へ向かう航路を北上するのであった。
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◆Middle01◆プリンセスの再さい会かい




　一艘そうの帆はん船せんがゆっくりと王都ログレスの港へと入ってきた。

　見事な操そう船せんで、桟さん橋ばしに接せつ岸がんしたその船の主は悪名高きラヴィニア嬢じようその人。

　久々の故こ郷きようへの帰き還かんに彼かの女じよは、感かん慨がいとともにタラップに足をかけ港を睥へい睨げいする。

　そんなラヴィニアが目にしたものは……、




　……小鳥、リス、子猫、子猿などで構こう成せいされた小動物の群むれであった。




ＧＭ：では、ここからはミドルフェイズに移うつります。全員登場で、エルーランの王都ログレスに、ラヴィニアの乗った船が入港したところから始まります。

ゼロ：無事に着いたようで何より。

ＧＭ：ログレスはさすが王都だけあって、港は大小様々な船が行き来し、活かつ況きようを呈ていしています。そんな中、ラヴィニアの元海賊船の帆船が桟橋に接岸しタラップがかけられます。

ラヴィニア：「ログレスよ、わたくしは帰ってきた！」

ポメ郎ろう：なんか物騒なものをぶっ放しそうな台詞せりふポメ（笑）。

ラヴィニア：これはお約束というものですわ。で、誰だれか迎むかえにでも来ていないのかしら？

ＧＭ：ええ。タラップから桟橋へと降おりようとするラヴィニアたちは、ラヴィニアの父とそのとなりの小動物の塊かたまりを目もく撃げきします。

一同：小動物の……塊ぃ!?

ラヴィニア：……もしかして、あの女？

ＧＭ：そのとおり。ふいに、小鳥たちがパパッと飛び立ち、子猫や子犬が少し距きよ離りを取ります。すると中から出てきたのは、究極のダイアモンドプリンセス、ルティです。あ、一話で出てきた小猿もいますよ（笑）。

鉄てつ也や：ギギッ……警けい戒かい心しんが強い小動物たちにあんなに慕したわれて……。

ゼロ：種族を超こえたカリスマを感じますな。

ポメ郎：さすがは究極のダイアモンドプリンセス……ポメ（笑）。

ラヴィニア：ていうか、もはやギャグだろ（笑）。とにかくタラップを降りて挨あい拶さつぐらいはしてやろうかしら……お久しぶりね、ルティさん。

ＧＭ：ルティはパッと華はなやいだ笑え顔がおを見せて、頷うなずきます。「本当に、よく来てくれました。ラヴィニアさん。ミナミーノ島でのご活かつ躍やくは聞いていますわ」

ラヴィニア：（ぼそりと）まったく、あんたのおかげでいらぬ苦労をしたわよ。

ＧＭ：彼女は小首をかしげて「何かおっしゃりまして？」。

ラヴィニア：いえいえ、何でもありませんわ。おほほほほほほほ！

鉄也：ギッ……島流しにあったのは、自じ業ごう自じ得とくでしょ。

ラヴィニア：うっさいわね。とにかく、わたくしはあんたと決着をつけるためにやってきたのですわ。なれあうつもりはありませんが、まずは出迎えに来てくれたのは礼を言うわ。

ポメ郎：いきなり敵てき対たい宣言ポメ！

ＧＭ：「そんなラヴィニア様、わたしたちお友達でしょ？」と、無む垢くで哀かなしげな瞳ひとみをしてルティは嘆なげきます。

ラヴィニア：その無垢な瞳がうさんくさいのよ！

ＧＭ：どーしろと!?（一同爆ばく笑しよう）

鉄也：とにかく言いがかりをつけたいだけじゃん!?（笑）

ラヴィニア：わたくしはこの女に婚こん約やく者しやを奪うばわれているのだから、何からなにまで気に入らなくて当然。まあ、今や王子より島の方が重要ですが。

鉄也：王子の扱あつかいがひどすぎる!?（笑）

ＧＭ：ちなみに、ラヴィニアに拒きよ絶ぜつされたルティが涙なみだぐむと、猿さるがハンカチでちょちょっとその涙を拭ふいたりします。

ゼロ：芸が細かい猿ですね。

ＧＭ：「ラヴィニア、ルティ様に失礼だぞ」と、ここでリベンジ伯はくがかたくななラヴィニアに苦言を呈します。

ラヴィニア：あら、来てましたの影かげの薄うすいお父様。

ＧＭ：「影が薄いとは手て厳きびしい（笑）。だが、お前に久々に会えて嬉うれしいのは本心からだよ。ちなみに我わが家やにお前の部屋はないから、帰ってこないでくれ」

ラヴィニア：ないのかよ！（一同爆笑）

ポメ郎：しかも帰き宅たくを拒きよ絶ぜつ!?（笑）

ゼロ：あの……元々のラヴィニア様のお部屋は？

ＧＭ：「もう物置になっておるよ」

一同：ひでぇ！

鉄也：ギッ、ひどい話だが、よく考えると一話からこのお父さんは、ラヴィニアに対する愛は足りない感じだったしな。

ポメ郎：むしろルティに同情的だったポメ（笑）。

ＧＭ：「このことははっきりさせておこうと思ってな」

ラヴィニア：ひどすぎるだろっ!?（一同爆笑）

鉄也：もしや、ラヴィニアの旧きゆう悪あくのおかげでリベンジ伯は地味に激げき怒どしているのでは（笑）。

ラヴィニア：な……なんのことかしら？

ＧＭ：と、ここでキシャーが「ご安心を、ラヴィニア様には王都ホテルのスイートルームを用意してあるキシャー」と彼はラヴィニアをホテルに案内します。

ラヴィニア：さすがは王都新聞の記者。手回しが良くて助かりますわ。ルティ、婚約発表の舞ぶ踏とう会かいが楽しみね、と言ってその場を去りましょう。

ＧＭ：「わたしは大切なお友達のラヴィニア様に、喜んでもらいたいだけなのに」とはかなげな表情を見せるルティ。

ラヴィニア：ふん。わたくしは必ず舞踏会であなたに勝利してあげるわ！　首を洗あらってまってなさいな。

鉄也：会話がかみ合ってねぇーっ!!（爆笑）

ＧＭ：そんな感じで、至し高こうと究極ふたりのプリンセスの再会が描えがかれたところで、このシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle02◆悪役令れい嬢じようとスパイ令嬢




　王都ホテルは格かく式しきある老舗しにせであった。

　豪ごう奢しやな内ない装そうは見る者の目を楽しませてくれ、行き届いたサービスは、くつろいだ一ひと時ときを保証するレベルにあった。伯爵令嬢として厳きびしい審しん美び眼がんを持つラヴィニアから見ても、文もん句くのつけようのない一流ホテルだ。

　ただひとつの問題は、案内された部屋にとある少女がいたことだった。




ＧＭ：では、次のシーンです。引き続き全員登場で、舞ぶ台たいは王都ホテルの一室になります。

ラヴィニア：ほう。

ＧＭ：皆みなさんはキシャーが用意した王都ホテルの一室に案内されます。さすがに至高のプリンセスのための部屋なので、最上階のスイートルームが用意されています。

ラヴィニア：あら、良さそうな部屋じゃない？　と中に入ろう。

ＧＭ：すると、「お待ちしておりました」と、声がかかります。

ラヴィニア：だれぇぇぇぇーっ!?

ＧＭ：そこに待っていたのは、貴族の装よそおいをした銀ぎん髪ぱつのエルダナーンの女性です。足あし下もとには黒猫とサバトラの猫がいます。二匹はいわゆる使い魔ですね。

ゼロ：二匹の使い魔の猫をつれた銀髪のエルダナーンの女性……もしやイレーネですか。

ＧＭ：ご名答。




イレーネ

『アリアンロッド ２Ｅ・エスピオナージ・リプレイ＋データ ハードラック・ミッション』に登場したＰＣのひとり。エルーラン王国情じよう報ほう部の元もと締じめを務つとめる貴族の令嬢です。一話で、ラヴィニアと交流のあった冒険作家フレッチャーとともに、とある事件を解決しています。




ＧＭ：実は第一話でフレッチャーさんの話がでたので、『リプレイ・エスピオナージ』のキャラを登場させようと思いまして。

ラヴィニア：プレイヤーはもちろん知ってるけど、ラヴィニアにとっては初対面ですわよね？

ＧＭ：ですね。

ラヴィニア：ではそういう対応を……部屋に入っているのは感心しませんが、わたくしは寛かん大だいな心を持つ至高のプリンセス。まずはあなたのお名前と、このぶしつけな訪ほう問もんのわけをお聞かせいただけますか？

ＧＭ：あたしの名はイレーネ。フレッチャーさんの担当編集者のような役目で、あなたの原稿も読ませてもらっているのです。

ラヴィニア：へへー！　と平へい伏ふくします。

一同：おい!?　悪役令嬢!!

ラヴィニア：はっ！　しまった、編集者と聞いたら反射的に……。

ＧＭ：「……と、いうのは仮の姿」

一同：お？

ＧＭ：「あたしはこのエルーラン王国の情報部の長を務めている者なのです」一礼して彼女は話を始めます。

ラヴィニア：情報部の長？　それは興味深い。

ゼロ：確かに。先々ラヴィニア様のよいコネクションになりそうですね。と名めい刺しを差し出だして挨あい拶さつしましょう。
















ＧＭ：では、彼女は丁てい寧ねいにそれを受け取って話を続けます。「単刀直入に申しまして、あなたに依い頼らいがあって来たのです」

ラヴィニア：依頼？

ＧＭ：「実はエルーランの宮きゆう廷てい内に不ふ穏おんな動きがありまして」

ゼロ：ほう、どのような？

ＧＭ：「究極プリンセスのルティさまは、たいそう人気があるのです」

鉄也：ギッ……その人気の程は知っている。老ろう若にやく男なん女によ、果ては動物にまで大人気。

ＧＭ：「なかでも、四人ほどの高官の子し弟ていが特に彼女にご執しゆう心しんなのです。四人は彼女を崇拝していて、なにやら不穏な相談をしているという噂があるのです」

ラヴィニア：不穏な相談って？

ＧＭ：要するにクーデターです。

一同：クーデター!?




　話の跳びっぷりに呆れる一同。




ゼロ：クーデター……ですか。して、いかなる根こん拠きよでそう思われたのですか？

ＧＭ：「実は、彼らはこれまで貴族のバカ息子を地でいくような者たちだったのです。それが最近急に闇市場で取引されているマジックアイテムを購入したり、軍のはみ出し者と交流したりと噂を補強するような情報まで入ってきて」

ポメ郎：なるほど。四人をそそのかしているのが、ルティかも知れないポメね。

ラヴィニア：ほら、あの女は腹はら黒ぐろいでしょ！　動物に好かれるピュアなキャラづけなんて、ただの目くらましだったのよ（笑）。

ＧＭ：「まだ彼女が首しゆ謀ぼう者しやと決まったわけではないのです」

ラヴィニア：首謀者よ。わたくしの主観によればね。

一同：主観かい!?（笑）

ＧＭ：「ついては、ルティとその取り巻きの四人の陰謀の調査をお願いしたいのです」

ラヴィニア：わたくしが調査……ですか？

ゼロ：にしても、エルーラン情報部が自分で手をくださないのは、少々気になりますな。

ＧＭ：「組織の恥を承知で言えば、四人の金の使い道や、闇市場で何を買ったのかはもちろん調べました。……が、そのルートはことごとく何者かの妨ぼう害がいにあって失敗したのです」

ラヴィニア：そんな案件、素人しろうとであるわたくしの手に余りますわ。

ＧＭ：「ルティも親友のあなたには気を許ゆるすだろうし、舞踏会には例の高官の子し弟てい四人も出席の予定です。近づく機会も設もうけやすいかと思ったのです」

ラヴィニア：わたくしは、あの女の親友なんかではありません。

ＧＭ：「これは失礼……なのです」

ラヴィニア：だとしても、わたくしが調査に乗り出す理由が乏とぼしいですわね。

ＧＭ：（つぶやくように）「……たしか、来たる舞ぶ踏とう会かいでは彼女の婚約発表と、ラヴィニア様と彼女の対決があったはずなのです」

ラヴィニア：あらよくご存じで。

ＧＭ：「その対決の前に、ルティ様がクーデターの首謀者と発覚すれば、王子との婚約は解消。対決は不戦勝。あなたは最高の意い趣しゆ返しができると思ったのですが、引き受けていただけないというのなら、とても残念なことなのです」と言います。

ラヴィニア：…………。

ＧＭ：…………。

ラヴィニア：（満面の笑みで）そのお話……引き受けたわ。お近づきの印しるしにダイアモンドの粉をまぶしたお菓か子しでもいかが？

一同：引き受けたぁっ!!（爆笑）

鉄也：すごい成金みたいな菓子までつけて（笑）。

ゼロ：多少ラヴィニア様のリスクが大きい気もしますが、よろしいのですか？

ラヴィニア：いいのよ。この国の情報部の長に恩おんを売っておくのは悪い話じゃないわ。

ＧＭ：「ありがとうございます。実は王子の婚約者のルティ様の調査をやりすぎて、王室に睨にらまれていたので、ラヴィニア様に依頼を引き受けてもらえて本当にたすかったのです」にこにことイレーネは話します。

ラヴィニア：あなたもけっこうな腹黒ですわね。まあ、わたくしはルティを倒たおせれば、なんでもいいのですわ。

ポメ郎：ラヴィニア様は分かりやすい人だポメ（笑）。

ＧＭ：ではラヴィニアが依頼を受けたところで、シーンを終わります。







◆Middle03◆調査開始！




　イレーネからの依頼を受けた一同は、さっそく調査にとりかかる。

　ルティとその取り巻きの動向をいかに調べるか……。

　四人は額ひたいを寄よせ合って相談を始めるのであった。




ＧＭ：では、情報収集のシーンになります。目的は、ルティとその取り巻きに関する情報を調べることです。情報収集のみのシーンなので、特に場所の演えん出しゆつは入れません。

ゼロ：まあ、街角や酒場などにおのおの出向いたということでしょう。

ＧＭ：そんな感じですね。さて、この情報収集の判はん定ていの難なん易い度どは13。【感知】か【幸運】で判定してください。

ゼロ：【感知】は８あります。（ダイスを振ふる）出目が11。19で成功。

ラヴィニア：とりゃっ！　（ダイスを振る）……13でぴったり成功。

鉄也：（ダイスを振る）……８で失敗。

ポメ郎：【感知】で判定（ダイスを振る）……達成値14で成功ポメ！

ＧＭ：成功した人は、次のことが分かります。




　ルティが住んでいる館やかた──究極邸ていから、毎週水曜日にとある高級料りよう亭ていブリオッシュへと馬車が向かっている。どうやら、そこで会合をしているようだ。




ＧＭ：なおブリオッシュとは、フランスの菓か子しパンのことです。

ラヴィニア：どんな料亭だよ!?（笑）　まあいいですわ。にしても、毎週水曜日か……ちなみに今日は何曜日？

ＧＭ：風曜日（エリンにおける曜日。水曜日の前日）です。

ラヴィニア：あら、まるで何かの意い志しに導みちびかれるかのようですわね。

ＧＭ：なお、店に向かい忍しのび込こむ場合は、【感知】判定が必要になります。

鉄也：ギ……ＧＭ、店には全員で行かないとダメか？

ＧＭ：いえ。行きたい人だけでかまいませんよ。

鉄也：なら、俺は忍び込むのが苦手だから、パスだな。鎧よろいの置物の真ま似ねでもしているさ。

ポメ郎：なんか、さびしいポメ（笑）。

ラヴィニア：まあ、動くたびに騒そう音おんを立てる鎧はちょっと邪じや魔まですから留る守す番ばんということで。では高級料亭「ブリオッシュ」に行きましょうか。

ＧＭ：では、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle04◆潜せん入にゆう、ブリオッシュ




　高級料亭ブリオッシュは、王都ログレスの王おう城じようにほど近い閑かん静せいな通りの一画にあった。

　異い国こく風の見み慣なれないシルエットの建物が、灯とう籠ろうの明かりに映うつし出されている。

　玄げん関かんには警けい備び員いんが立つ。料亭にふさわしくない者は決して通さぬ──とでもいうように。




ＧＭ：では、次のシーンです。高級料亭ブリオッシュが舞台です。

ポメ郎：場所が分かっているなら、先に忍び込んでおくのもあり？

ゼロ：それならば、私は寿す司し職しよく人にんにでも変へん装そうして寿司を握にぎっていましょうか（笑）。

ＧＭ：かまいませんよ。判定に成功すれば、演出の範はん囲いということで許きよ可かします。判定自体は変わりませんので、難易度15の【感知】判定になります。




　……夜。

　魔ま法ほうの明かりで彩いろどられた大きな料亭は繁はん盛じようしているようだ。

　入る客、出て行く客、みな身なりがよい。




ＧＭ：着物の女将おかみが「またおいでやす」とお見送りをしたりしています。

ラヴィニア：えらく和風な店ですわね（笑）。

ＧＭ：東方の料理が食えるということで有名でして。さて、この料亭の周りには、警けい備びの傭よう兵へいが立っています。

ラヴィニア：あら、けっこう警備が厳げん重じゆうですわね。

ＧＭ：魔法で明かりも灯ともされていますから、宵よい闇やみに紛まぎれるのも難むずかしい状況です。

ポメ郎：判定は全員成功する必要があるポメ？

ＧＭ：判定に成功した人だけが、料亭内に忍び込めるということにします。

ラヴィニア：失敗した場合は？

ＧＭ：警備員に追い回されて、退たい場じようさせられます。ひとりだけでも成功すればいいわけです。

ラヴィニア：なるほど。

鉄也：（ダイスを振る）出目が３。失敗。

ゼロ：（ダイスを振る）うわっ、13で失敗！　フェイトを１点使って振り直し。（ダイスを振る）出目が５!?　また失敗！

ラヴィニア：まったく、しょうがないですわね。ここは、わたくしがフェイトを１点使っておきましょう。（ダイスを振る）９。【感知】が５だから……達成値は、14。

ＧＭ：ラヴィニアも失敗しているじゃないですか！（笑）

ラヴィニア：フェイトをもう１点使うのは、ちょっと嫌いやですわね……。

ポメ郎：ボクが《アンプロンプチュ》を使うポメ。（ダイスを振る）出目は９。30で成功。

ラヴィニア：ポメ郎ならばやってくれると信じていましたわ。さあ、すべてを解とき明かしてきなさい！

ＧＭ：では、四名で向かいましたが、ポメ郎だけが入ることができました（笑）。

ラヴィニア：わたくしたちが警備員の目を引きつけている間に、早く！

ポメ郎：他の三名が受付でもめている間に、ニュルンと足あし下もとをすり抜けて潜入するポメ。

ＧＭ：ポメ郎以外の三名は、シーンから退場となります。さて、ポメ郎はヤカタブネの間まという名前の部屋にやって来ました。

ポメ郎：部屋なのに屋形船とは、これいかに（笑）。

鉄也：ギ……もはやなんでこの店がフランス語のブリオッシュって名前なのかが謎だ（笑）。

ＧＭ：さて。前のシーンで話したとおり、彼らは毎週ここにきて会合をしているようです。

ポメ郎：彼らの会話を良く聞くべく、天てん井じように張はり付いてポメポメ近づくポメ。

鉄也：ギギッ！　天井って……大だい胆たんだな!?（笑）

ラヴィニア：むしろ、死角になって見つかりづらいものですわ。

ポメ郎：じゃあ、天井の照明などにまぎれておくでポメ。

ＧＭ：さて、その部屋には四名の男性がいます。みんな仮か面めん舞踏会用の仮面を被かぶっていますが、それぞれの種族はフィルボル、エルダナーン、ヴァーナの兎族アウリラ、ドゥアンの天翼族オルニスとわかりますね。
















ポメ郎：ほう。

ＧＭ：顔は見えませんが、声などから判はん断だんすると、全員男ですね。そして、エルーランについて、批ひ判はん的てきな内容の議ぎ論ろんを交かわし始めます。




「王は手ぬるい！」

「領りよう民みんからは、まだまだ税ぜいを取り立てられるはず！」

「他国との戦争に備えて徴ちよう兵へい制せいをしくべきだ」




鉄也：ギギ……世を憂うれうというより、庶民から富を絞しぼりとる悪代官の会合みたいだ。

ラヴィニア：ちょっぴり親近感がわきますわ。

鉄也：おい（笑）。

ＧＭ：さて、そこにひとりだけ、仮面をつけていない人がやってくるのですが、ポメ郎はその顔に見覚えがあります。

ポメ郎：誰ポメ？

ＧＭ：第一話のクライマックスで戦った、ジョンです。

一同：ジョン!?

ラヴィニア：そういえば、逃にがしましたわね。




「姫ひめさまはみなさまのお気持ちはよくわかっているとのことでした。

　『わたくしと殿でん下かが手を取り合って、この国を良くしていきたい、そのためにみなさまの力を貸かしてほしい』とおっしゃっていました」




ＧＭ：そして、ジョンの言葉に仮面をつけた男たちが次々に反応します。




　仮面の男たちは口々に言う。

「我われら、殿下と姫を争あらそいあった仲だが、いまだ気持ちは消えておりませぬ」

「姫が望むなら国を変えてみせましょう」

「どうかなんなりとご命じください」

「例の計画も進行しております」




ポメ郎：姫？　殿下？　　名前は言わないポメ？

ＧＭ：固こ有ゆう名めい詞しは出てきませんね。それでも、彼らには誰のことだか分かっているようですが。ここで、ポメ郎は、難易度12の【感知】判定をしてください。

ポメ郎：【感知】判定……！

ＧＭ：《アンプロンプチュ》はもう使えないでしょう？　本当はここ、シーフの見せ場にする予定だったんです！（一同笑）

ゼロ：す、すまない！　でも、フェイトも使ったし、精せい一いつ杯ぱいがんばった結果なんです！（笑）

ポメ郎：フェイトを１点使うポメ。（ダイスを振る）出目だけで12！　16で成功ポメ！

ＧＭ：ポメ郎は気づきます。仮面をつけた四名は、ハートの形をした、ピンク色のダイアモンドを胸むねに飾かざっていますね。

ポメ郎：ジョンは？

ＧＭ：つけていません。

ポメ郎：忠ちゆう誠せいの証あかしとかポメか？

ＧＭ：さて、どうでしょうね？　彼らは議論を交かわしたあと、適当なところで解かい散さんし、帰っていきます。

ポメ郎：ラヴィニア様に報ほう告こくするポメ！　天井をつたい、排はい水すい溝こうに飛び込んでから外へシュポンと出て、みんなのところに戻るポメ！

ＧＭ：では、ポメ郎が料亭から出たところで、シーンを終了します。







◆Middle05◆尾び行こう大作戦




　ブリオッシュから転がるように出てきたポメ郎。

　と同時に四人の子弟とジョンが料亭から、足早に去ろうとしていた。

　その様子を抜け目なく目にしていたラヴィニアたちは……。




ＧＭ：では、次のシーンです。高級料亭ブリオッシュからポメ郎が出てきて、みなさんと合流しました。情報を共有し、対たい策さくを練るシーンを想定しています。

鉄也：ギギッ……ＧＭ、俺も合流してＯＫかな？

ＧＭ：ＯＫです。

ゼロ：では、ポメ郎様と鉄也様と合流しましょう。

ポメ郎：では、とにかくかくかくしかじか。料亭内で見たことを話すポメ。

ラヴィニア：よからぬ計画を立てたルティが、四人の協力者に何か協力を求めたらしい……ということね？

鉄也：ギギ、そしてそのメッセンジャー役がジョン。

ポメ郎：あと高官の子弟たちは、全員仮面をしてハートの形をした、ピンクダイアモンドの飾りをしていたポメ！

ゼロ：あからさまに怪あやしいですね、そのダイアモンドは（笑）。

ラヴィニア：状じよう況きようは把は握あくしましたわ。ＧＭ、ジョンや四人の男たちを尾行できませんか？

ＧＭ：ＯＫです。ジョンを含ふくめた五名は別々の道に分かれます、どう尾行しますか？

ゼロ：手分けして尾行しても、確かく実じつにひとりは追うことができませんからね。




　相談の結果、ラヴィニアが仮面のエルダナーン、鉄也が仮面のドゥアン、ポメ郎が仮面のヴァーナ、ゼロがジョンを捕つかまえる分ぶん担たんとなった。

　最初に判定をした鉄也は失敗。仮面のドゥアンは途中で謎なぞの鉄鎧の尾行に気づき、空へと飛び去ったのである。

　ポメ郎は《アンプロンプチュ》を使用して判定に成功。仮面のヴァーナが大商人エチーゴ・ダイコークの家に入っていったことを目撃する。

　そして……。




ラヴィニア：では、わたくしが満を持して、エルダナーンを追いますわ。

ＧＭ：（ダイスを振る）仮面のエルダナーンの出目は８。14です。

ラヴィニア：こちらの【感知】は５ですわ。（ダイスを振る）８。13で尾行失敗。

ＧＭ：尾行するラヴィニアの前で、彼はふいにその辺の酒場に入っていきます。

ラヴィニア：裏うら口ぐちに回りますわ！

ＧＭ：そして、そのエルダナーンは普ふ通つうに正面出口から出てくるわけです。

ラヴィニア：何ということ!?　謀はかりましたわね!?（一同爆笑）

ＧＭ：謀ってませんから（笑）。

ポメ：ただの判定失敗を無む駄だに面おも白しろくしてしまう、さすがはラヴィニア様！（笑）

ＧＭ：最後にジョンを尾行したゼロ。（ダイスを振る）……ジョンの達成値15です。

ゼロ：フェイトを１点使って判定しましょう。（ダイスを振る）……16で尾行成功！

ＧＭ：フェイトを使ったので、ラッキーなことが起こったということにしましょう。ジョンはふと落ちていたお金を発見して、警けい戒かいを緩ゆるめてしまいました。

ゼロ：私は、その様子を赤外線暗あん視し装そう置ちを使って把握しました。

ＧＭ：ちなみに、ジョンについては、この場で捕まえることができますが、どうします？

ゼロ：では、捕まえるとしましょうか。ていっ！

ＧＭ：「アブラッ!?」（[image: ←]ジョンが意い識しきを失なう）

ゼロ：そのまま、酔よっ払ぱらいを介かい抱ほうするように見せかけ、ジョンをホテルの最上階まで運びこみます。

ＧＭ：では、シーンをここで終了にして、次は尋じん問もんのシーンにしましょう。







◆Middle06◆尋じん問もんの流りゆう儀ぎ




　ラヴィニアが宿しゆく泊はくしているログレス高級ホテル。

　その最上階のスイートルームの中央にひとりの男が椅い子すに縛しばられていた。

　男の名はジョン。かつてラヴィニアに敵対し、ミナミーノ島から逃げ出した人物だ。

　会った時のように軽けい薄はくな笑顔を向ける彼だったが、その笑みはどこか引きつっていた。




ＧＭ：では、尋問のシーンになります。全員登場で、舞台はログレスのラヴィニアが宿泊している高級ホテルの一室です。

ゼロ：ジョンを椅子に座すわらせて、後ろ手に縛ってから、意識を取り戻させましょう。

ＧＭ：「おいおい、なんだってんだ？　ミナミーノ島の件けんで追いかけてきたのか？　しつこいねぇ」と、へらへらとそらっとぼけていますが、表ひよう情じようには「やっべぇ、ドジこいたぁっ!?」と描いてあります。

ラヴィニア：前回、降こう伏ふくを断ことわって撤てつ退たいした様子からして、もっと骨のあるＮＰＣかと思ったら、そうでもなさそうですわね。

ポメ郎：とにかく、今ジョンが何をしているのかが問題ポメ。

ゼロ：そう。さっそく尋問を始めましょうか？

ＧＭ：情報を吐はかせるには、【筋きん力りよく】か【精せい神しん】の判定で成功してもらわなくてはなりません。殴なぐって吐かせるなら【筋力】、交こう渉しようで吐かせるなら【精神】です。

ラヴィニア：ジョンに選ばせてあげますわ。どちらが良くて？

ＧＭ：「殴られるのは嫌なので、【精神】でお願いします」

鉄也：メタな発言だな！（笑）

ラヴィニア：【精神】は５しかないですわ。

ＧＭ：「ひひひ、アーシアンが【精神】が低いのはお見通しだ！」

ラヴィニア：あら。殺すしかないようですわね。

ＧＭ：「ひい！　殺さないでくれ！　俺に情報を吐かさせてくれ！　でも、吐くとあの方にヤバイことされるから鋼はがねのメンタルで全力で抵てい抗こうするぜ！」（笑）

ポメ郎：忙いそがしいヤツポメ（笑）。

ＧＭ：さて、この判定の難易度は15で、誰かひとりが成功すればいいです。

ラヴィニア：ポメ郎、ジョンを吐かせなさい。

ポメ郎：《アンプロンプチュ》しなくても、【精神】が高いからいけると思うポメ。（ダイスを振る）……15で成功。




　ポメ郎はジョンを見つめた。

　ジョンもポメ郎を見つめ返した。

　永えい劫ごうとも思える沈ちん黙もくの時が流れた後、ふとジョンが涙をこぼした……。




ＧＭ：「このつぶらな瞳はいったい。……ああ、俺はこれまでなんて悪事を重ねてきたんだろう……」と、ポメ郎の瞳にめろめろになり、はらはらと涙をこぼします。

鉄也：鋼のメンタルどこいった!?（一同爆笑）

ゼロ：というか、【精神】のツボが変な御ご仁じんということなのでしょう（笑）。

ラヴィニア：わたくしのジョンの株かぶが暴ぼう落らく中ですわ（笑）。

ＧＭ：じゃあ、せめて演出だけでもカッコつけときましょう。ジョンは設せつ定ていではプロの荒あら事ごと屋なので。

ラヴィニア：いまさらそう言われても（笑）。

ＧＭ：（渋しぶい声で）「喋しやべってもいいが、代わりに俺をこの国から無事に脱だつ出しゆつさせてくれ。喋ってしまえばきっと俺は消されてしまう」

ラヴィニア：分かりました。わたくしの名において、あなたの身の安全は保ほ証しようしましょう。わたくしのミナミーノアイランドで匿かくまって差し上げます。

鉄也：（ぼそりと）ギ……明らかに、リゾート施し設せつの従じゆう業ぎよう員いんにするつもりだろ（笑）。

ＧＭ：「取引ってわけか。分かったぜ」ジョンは以下のようなことを話します。





・ジョンはルティに頼たのまれ、メッセンジャーをしていた。

・陰いん謀ぼうの内容については知らされていない。必要な内容だけを伝令していた。






ラヴィニア：本当にただの伝令役みたいですわねぇ。では、計画を持ちかけたのは？

ＧＭ：「ルティ様だ」

ポメ郎：ジョンはブリオッシュの四名の話し合いにも参加していたポメ。彼らの企たくらみについては知っていないポメ？

ＧＭ：「詳くわしい内容までは聞かないようにしていたんだ。知ったら消されるだろう？　詳しい内容は、あの四人しか知らないんだ」

ポメ郎：そのうちのひとりの素す性じようは分かっているポメ。

ラヴィニア：そのほか、あの四人に関する情報をあらいざらい吐きなさい。

ＧＭ：「身の安全を保証してくれるんなら、知ってることは全部吐くさ」と、言いつつ以下のような情報を公開します。





・フィルボルは、大だい将しよう軍ぐんの息子むすこで、名はエリントン。

・ヴァーナは、大商人エチーゴ・ダイコークの息子で、名はルイ。

・エルダナーンは、大神官の息子で、名はテレンス。

・ドゥアンは、大学者の息子で、名はランディ。

・彼らはダイアモンドプリンセスのもとで、国家を転てん覆ぷくさせるような大事件を企んでいるらしい。

・彼らは親が有している大きな権力を利用している。






ラヴィニア：四人の名前が割われたのは有ゆう益えきだったけど、決定的な証拠はありませんわね。

ＧＭ：「俺はしょせん、彼女に雇われただけのしがない荒事屋さ」

ラヴィニア：それにしても。これは、「親父おやじたちは生ぬるい」と言って立ち上がったはいいが、失敗するパターンですわね。

ＧＭ：「そうかもしれないが、俺としては金さえもらえれば計画の成せい否ひに興味はない。そして、こうして捕まっちまったからな。この件からは手を引きたいのさ」

ラヴィニア：助けて欲ほしければ、わたくしのコマとなりなさい。

ＧＭ：「いいぜ」

ラヴィニア：軽っ！　やっぱり前回とキャラが変わってますわ（笑）。

鉄也：ギ……もうひとつ質しつ問もんがある。前回、ミナミーノ島を混こん乱らんに陥おとしいれたのは、やはりルティの命令？

ＧＭ：「そう、ルティ様の命令だ。ラヴィニアの統とう治ち能力に疑ぎ念ねんを持たせて、評ひよう価かを貶おとしめようとしたかったらしい」

ラヴィニア：なるほど。ルティは思いのほか小物ですわね。あの女を反面教きよう師しにして、わたくしたちはドーンとかまえることとしましょう。

鉄也：ギッ、ラヴィニアに対して、ルティが悪意を持っていたのは間違いないようだな。

ラヴィニア：他の四人について調べることは？

ＧＭ：このあとのシーンで、個こ別べつに調査可か能のうです。また、イレーネに報告するシーンを設もうけることもできます。

鉄也：ギ……この国のスパイ組そ織しき……ハルトマン・システムの頭かしらで、今回の依い頼らい主ぬしだったな。

ＧＭ：ええ。イレーネは権力者ですから、横のつながりがある分、みなさんが知らないような情報も握っている可か能のう性せいもありますね。

ラヴィニア：つまり、新たな情報を手に入れることができるかもしれないということですわね。それならば、イレーネを呼びつけましょう。あと、ジョンはわたくしたちが島から乗ってきた船の船倉に拘こう留りゆうしておきましょう。

ＧＭ：では、シーンを終了します。







◆Middle07◆密みつ談だん




　ラヴィニアの部屋に新たな訪ほう問もん者しやが現あらわれた。

　水色の髪を揺ゆらしつつやってきたのは　エルーラン王国の情報部のトップ、イレーネ。

　彼女はラヴィニアの前に上品な物もの腰ごしで腰こし掛かけた。

　このふたりは案外馬が合うようで、和なごやかな雰ふん囲い気きで会話が進んでいく。




ＧＭ：では、ホテルの部屋にイレーネがやってきました。

ラヴィニア：いらっしゃい。

ＧＭ：「ご機き嫌げん麗うるわしゅう。今日もラヴィニアさんは輝いているのです」

ラヴィニア：あら、今日は金粉入りのお茶が欲しいのかしら？　誰か、イレーネさんにお茶を！（一同爆笑）

ＧＭ：「ありがとうございます。……ところで、何か新しい情報でも？」

ラヴィニア：大将軍、大商人、大神官、大学者の息子たちが、ダイアモンドプリンセスと一いつ緒しよに、何かよからぬことを企んでいるようですわよ？

ＧＭ：「やっぱりあの四人が動いているのですね」とどこかいぶかしげな顔をします。

ラヴィニア：元々、彼らにはそういう疑いがあるという話でしたわよね？

ＧＭ：「たしかにそうお話ししたのです。そのうえで彼らは親のすねをかじるだけのボンクラで、政せい治じにはまったく無関心だったのです。彼らの急な変へん貌ぼうがひっかかって……」

ラヴィニア：バカ息子たちが、政治に関心を持つこと自体が不自然だと？

ＧＭ：「そうです。だって、国家転覆をやるとなったら、自分たちが働かないといけなくなるじゃないですか」

鉄也：……働いたら負けだと思っている！（笑）

ラヴィニア：性しよう根ねが腐くさりすぎだろ!?（笑）　敵としてもショボそうだし!?

ＧＭ：「だからこそ、そんな大それたことをするとは思えないのですが。何か裏うらがあるんじゃないかと思います」

ラヴィニア：なるほど。いっそ本人たちを強きよう襲しゆうしましょう。

ＧＭ：「直ちよく接せつ情報を聞き出すおつもりなのですね」

鉄也：ギ……彼らのボンクラぶりが真実なら、彼らは囮おとりである可能性もある。なら、ルティ本人に強襲をかける選せん択たくもあるが？

ＧＭ：「今、この国では、ラヴィニアさんよりも、ルティさんの方が信しん任にんがあるのです」

ラヴィニア：だから、もっとちゃんとした証拠を摑つかんでからじゃないと、究極のダイアモンドプリンセスを叩たたくことはできないって話ね。

ポメ郎：個人的には、ピンクダイアモンドの飾りについて調べたいポメ。

ＧＭ：「実物があれば、私の組織で解かい析せきするのです」

ポメ郎：ならば、実物を確かく保ほするためにも、二代目たちを強襲するとするポメ（笑）。

ラヴィニア：じゃあ、そのためにもハルトマン・システムの力で、あの四人がどこで何をしているか、七分以内に調べてきてください。とイレーネさんに頼みましょう。

ＧＭ：すると、イレーネは三分で戻ってきました。

ラヴィニア：早っ!?（笑）

ＧＭ：イレーネは、「どうぞこちらを」と、居い場ば所しよリストを渡わたしてきます。




・大将軍の息子／エリントン：訓練場付きの自じ宅たく

・大商人の息子／ルイ：港近くの自宅

・大神官の息子／テレンス：礼れい拝はい堂どう

・大学者の息子／ランディ：図書館




ラヴィニア：礼拝堂が一番良さそうじゃありません？

ポメ郎：たしかに、ひとりでいそうだポメね。

ラヴィニア：それじゃあ礼拝堂にいる、大神官の息子に襲しゆう撃げきをかけるとしますわ。

ＧＭ：分かりました。では、礼拝堂に向かうところで、シーンを終了します。







◆Middle08◆ふたりのプリンセス




　ログレスの街の東にある神しん殿でんはひっそりと静まり返っていた。

　大神官の息子テレンスと対決するため、足音を忍しのばせて、侵入するラヴィニアたち。

　そんな四人を待っていたのは……。




ＧＭ：では、大神官の息子を襲撃すべく、神殿礼拝堂に到着した時点からシーンを始めます。

ラヴィニア：暗殺者のようにスーッと礼拝堂に近づいて、ドアからのぞき込みましょうか。

ＧＭ：礼拝堂をのぞき込むと、中にはふたりの人物がいます。ひとりは、細身で長ちよう髪はつのエルダナーン……仮面を外していますが、テレンスだと分かります。彼は、祭さい壇だんではなく、もうひとりの人物の方へとひざまずいています。

ゼロ：もうひとりの人物とは？

ＧＭ：ダイアモンドのようなきらめきを持つ少女……ルティです。

ラヴィニア：チャンスですわ！

ポメ郎：一石二鳥、一いち網もう打だ尽じん！

ＧＭ：テレンスは、ルティに語りかけます。「美しいルティ様。我々は尾行されていました。もしや、どこかから計画が漏もれているかもしれません」するとルティはそれを受けて「あの方なら当然ですわ」と言います。続けてドアの方を向いて……。




「ねえ、ラヴィニア様？」




一同：バレてーら!?（笑）

ラヴィニア：……バレちゃあしかたないですわね（笑）。ドアを開けて入っていきましょう。

鉄也：ギ、それは悪役の台詞……っていいのか。悪役令嬢だから（笑）。

ＧＭ：「お待ちしておりました。ラヴィニア様。あなたに折り入って相談があります」

ラヴィニア：なんなりと。

ＧＭ：「単刀直入に言います。ワタクシと一緒にこの国を盗とりましょう？」

ラヴィニア：はあ？

ゼロ：やはり、この陰謀はルティ様が仕し掛かけ人ということですか。

ラヴィニア：「あなた。なにを考えていらっしゃるの？」

ＧＭ：「……実はワタクシ、前世は現代地球という世界の人間だった記憶がありますの」

一同：そういうことかぁ！




　納得の叫び声をあげるプレイヤーのみなさん。
















鉄也：ギ……彼女も来訪者ストレンジヤーだったのか。

ラヴィニア：……それで？

ＧＭ：「ラヴィニア様。あなたも別の世界からいらしたのでしょう？　あなたの様々な奇き行こうはそうでなければ説明が付きませんもの」

ラヴィニア：奇行言うな!?（笑）

ＧＭ：「ワタクシの計画の邪魔になりそうだと、ダイアモンド鉱山を襲わせて王都から追い出してみれば、辺境で手て柄がらをたてたうえ財産まで築きずいてしまう……本当に恐ろしい方」

鉄也：ヒロインちゃんの罠わなだったのかよ!?

ポメ郎：この女……恐ろしいポメ。

ゼロ：なるほど。前回の菊池さんの発言をそう拾ひろってきたか。

ラヴィニア：つまり、これまで彼女がちょっかいを出してきたのは、わたくしを陥おとしいれるためだということがはっきりしたのですわ！

ＧＭ：「あなたの手腕をみてワタクシは考えを改めましたの。あなたを味方にしようと。この国はもうすぐワタクシの手に入る。元現代地球人同士、ふたりで手を組みましょう！」

ゼロ：なるほど。脅しじみた方法でラヴィニア様を王都に呼び出した理由がそれか。

鉄也：ギ、それにしても自分の家の鉱山をわざと襲わせるなんて、やりすぎじゃないか？

ＧＭ：「そうですわね……ワタクシこの世界に生まれ変わったことが、まだ実感できませんの。まるで夢の中にいるみたいな……」

ポメ郎：夢の中？

ＧＭ：「ええ。だから〝完全無欠のダイアモンドプリンセス〟を望まれればそのとおりにできるし、誰にでも優しく接することができた……」

ゼロ：現実感がないから、理想の役をこなすことができたということか。

ＧＭ：「でも、そろそろそんな自分にも飽あきてきましたの。だから、手始めにこの国を手に入れることにしたのですわ。鉱山はその代だい償しよう」

一同：…………。




　一瞬怯ひるんだかのように黙だまるＰＣたち。

　ルティは追い討うちをかけるように、ラヴィニアに声をかける。




ＧＭ：「さあ、ラヴィニアさん。一緒にワタクシたちの……」

ラヴィニア：お断りですわ！

一同：バッサリいった！

ＧＭ：「なぜ……と聞いてもよろしいですか、ラヴィニアさん？」とルティは問いかけます。

ラヴィニア：あなたはわたくしが自分と同じ、だから仲間になれる。そう言いたいみたいですけど、そこが間違っているのですわ！

ＧＭ：「間違い？」

ラヴィニア：ええ。あなたにとっては夢みたいな世界でも、わたくしにとってこの世界は紛まぎれもなく現実。幸運にも手に入れたチャンスなのですわ！　それを夢気分でいじられてたまるものですか！

ＧＭ：「ラヴィニアさんにとっての……現実」

ラヴィニア：悪役令嬢のわたくしが、ヒロインであるあなたの夢を覚ませてあげますわ！




　毅き然ぜんと言い切るラヴィニア。それに対して……。




ＧＭ：その言葉を聞いたルティは「ヒロイン……というのはよくわかりませんが、断るのですね。本当に残念ですが。死んでいただきましょう」と彼女は鮫さめのように笑います。

ラヴィニア：あら、あなた、今までで一番いい顔をしてますわ（笑）。

ＧＭ：「ではテレンスさん、お願いしますね」とルティ。

ラヴィニア：あら、ボンクラ四天王がお相手？

ＧＭ：「誰がボンクラだ！」と言うと、テレンスは指をパチンと鳴らします。次の瞬間、ステンドグラスがガシャンと割れて、馬に乗った騎士たちが突入してきます。

ラヴィニア：屋内に馬とは非常識な！

ＧＭ：なお、この礼拝堂は広いので、騎乗による制限は受けないものとします。もちろん、みなさんが騎乗する場合でも同様です。

ラヴィニア：無茶言うな！　くっ、ボンクラのくせに手回しがよいですわね。

ＧＭ：「ラヴィニア様がワタクシに追いつけたらまたお相手してさし上げますわ。では、ご機嫌よう」とルティが言うと、子猿が彼女を片腕で抱え上げて、もう片方の腕をビヨーンと伸ばして天窓を摑み、するすると屋上まで登って外へと去って行きます。

一同：さるー!?

ラヴィニア：その猿はなにもの!?（笑）

ゼロ：ううむ。『小公女セーラ』でも、猿は大切な役割を担になっていたが……。

鉄也：ギギ……そんなレベルじゃないくらい、手がメッチャ伸びたし（笑）。

ＧＭ：と、見る間に猿とルティは去って行きました。残ったテレンスたちが皆さんに対して身構えます。テレンスが正面５メートルほどに位置し、左右に５メートル距離を置いて三体ずつのランスを構えた騎士、ランスナイトが隊列を組んでいます。

[image: ]

ラヴィニア：その程度ではわたくしを止められませんよ？

ＧＭ：では戦いを始めましょう。




●第１ラウンド

ゼロ　　　　　　　　23

テレンス　　　　　　15

ランスナイトＡ～Ｆ　10

ラヴィニア　　　　　９

鉄也　　　　　　　　５

ポメ郎　　　　　　　２

[image: ]




ＧＭ：では、戦闘ラウンドを開始します。まずはセットアッププロセスから。何かある人はいますか？　……（確かく認にんして）……ゼロとラヴィニアだけですね。では、どうぞ。

ゼロ：《オーバーリミット》使用。埋め込まれたサイバーパーツを起動させ、高機動モードに移い行こうします。命中判定と回かい避ひ判定の達成値＋５。その代わり【ＨＰ】がマイナス５。

ラヴィニア：《メタモルフォーゼ》を使用しますわ。シーン終了まで魔術判定＋２、ダメージ＋２。手持ちのショートソードが巨きよ大だいな魔法の杖つえに変へん更こう。

ＧＭ：では、これでセットアッププロセスの処理は終了。メインプロセスに移うつります。特に割わり込む人がいなければ、まず【行動値】23のゼロから行動してください。

ゼロ：分かりました。では〝至高〟のプリンセス、ラヴィニア様の配下にふさわしい至高の攻こう撃げきをお見せしましょう。

鉄也：おおっ！

ゼロ：ムーブアクションでランスナイトＡ、Ｂ、Ｃのエンゲージに移い動どう、マイナーアクションは《サイドワインダー》でダメージに＋10。メジャーアクションで、《ワイドアタック》で三体のランスナイトに範囲攻撃、命中は（ダイスを振る）……達成値22。

ＧＭ：さすがに厳きびしい攻撃をしてきますね。回避は……（立て続けにダイスを振る）……Ａは達成値８で失敗、Ｂは11で失敗、Ｃはファンブル！　……全員回避失敗です。

ポメ郎：ゼロさん、やったポメ！

ゼロ：さらに《ストライクブースト》を使用してダメージに＋４Ｄしてからダメージロール（ダイスを振る）……58点物理ダメージ！　超ちよう硬こう度どを持つミスリルウィップがランスナイトたちをその分ぶ厚あつい装そう甲こうごと切り裂さく！

ＧＭ：……ですが、そのダメージだとランスナイトたちは全員生せい存ぞんです。「至高と言いつつ、意外と普通の範囲攻撃だぞ？」と彼らはいぶかしげな顔です。

ゼロ：私の攻撃を単たん純じゆんなダメージだけで判断してもらっては困こまります。グリーンベレーに装そう着ちやくした封ふう鎖さのクリスタルの効こう果かで、ランスナイトＡ、Ｂ、Ｃは封鎖されるのです。

ＧＭ：げげぇっ！　それは地味に痛いたい。ランスナイトたちは「う、動けぬ！」「これが至高の範囲攻撃か」と動どう揺ようしています。

ラヴィニア：良い仕事ですわゼロ。そちらで敵三名を押おさえてくれると楽になります。

ゼロ：お褒ほめに与あずかり恐きよう縮しゆくです。

ポメ郎：なんてスマートな人なんだポメ。

ＧＭ：「ええい！　そちらが〝至高〟ならこちらはルティ様にいただいた〝究極〟の力がある！」とテレンスが叫さけび声ごえとともに行動を開始します。

鉄也：ギッ……究極の力だと？

ＧＭ：「そうだ。〝究極〟の力を見せてやろう」ということで、テレンスはムーブアクションでゼロのいるエンゲージに突入。

ポメ郎：ゼロさんのエンゲージに？　なにをするつもりか分からないけど、ランスナイトＡ、Ｂ、Ｃを支し援えんするつもりポメね。

ＧＭ：ひっひっひ。で、マイナーアクションはなしで、メジャーアクションは《魔術攻撃：光》で、ラヴィニアを攻撃します。（ダイスを振る）……達成値28！

ラヴィニア：それは無理。（ダイスを振る）……達成値８で回避失敗。頼んだわよ肉の壁。

鉄也：ギギ……肉の壁扱あつかいかよ。まあ、敵の攻撃を身体からだで止めるのは前世からの俺の宿命。ということで、《カバーリング》《アイアンカバー》でラヴィニアを庇かばおう。

ＧＭ：光の魔法が鉄也の鎧に直ちよく撃げきし、あたり一面に光が舞まい散る。うおっまぶしっ……てことでダメージは（ダイスを振る）……〈光〉属ぞく性せいの69点魔法ダメージ！

鉄也：けっこうキターッ！

ポメ郎：《プロテクション》を鉄也さんに（ダイスを振る）……ダメージ29点軽けい減げん。

鉄也：ギ……助かる。これで《アイアンカバー》のぶんも合わせて61点軽減できるな。

ＧＭ：「くっ、究極の力をもってしてもこの程てい度どのダメージしか与えられないのか!?」と悔くやしがるテレンス。

ラヴィニア：そんな、あなたにはさらなる絶ぜつ望ぼうを差し上げますわ。

ＧＭ：「絶望だと？」

ラヴィニア：《ロジカルウォール》を鉄也に。ダメージ９点軽減で、鉄也はダメージ０！

ＧＭ：「絶望したぁぁぁぁぁっ!?」（一同爆笑）




　続いてランスナイトＡ、Ｂ、Ｃがゼロを攻撃。同一エンゲージにいるテレンスが《トランスエンド》で命中判定の達成値を＋３する支援をしたこともあり、Ａの攻撃がゼロを捉とらえる。結果は27点のダメージ──約半分の【ＨＰ】をゼロは失ったことになる。

　Ｂの攻撃は鉄也が《カバームーブ》で、別のエンゲージからゼロを庇う。さすがの重装甲の鉄也は、損そん害がいを６点ダメージに抑え込む。

　なお、Ｃの攻撃はファンブル。自動失敗であった。




ＧＭ：ばかなぁぁぁぁぁっ!?




　そして、続くＤはラヴィニアのエンゲージに移動し、彼女を槍やりで貫つらぬこうと突とつ撃げきします。

　対するラヴィニア。回避判定は……クリティカル。




ＧＭ：ばかなぁぁぁぁぁっ!?（一同爆笑）

ラヴィニア：ふっふっふ。究極側についたあなたたちには、もれなく不幸がふりかかるのです。我が身の判断を呪のろうがいいわ。ほっほっほ。

ポメ郎：発言がまるっきり悪役ポメ（笑）。

ＧＭ：……くっ。だが、まだ諦あきらめん。Ｅが「こんにゃろーっ!?」と、ラヴィニアを攻撃……（ダイスを振る）……クリティカル!!

一同：…………。

ラヴィニア：バカなぁぁぁぁぁっ!?（一同爆笑）




　そして、至高のプリンセスを襲おそう不幸は続き、Ｆも命中判定でクリティカルを出したのだ。もともとあなどれない攻こう撃げき力りよくを持つランスナイトであるうえに、テレンスがクリティカル時にダメージを30点増ぞう強きようするスキル《シーリィ》を持っていたからたまらない。

　ラヴィニアを守る肉の壁たる鉄也は、この一連のランスナイトの突撃が過ぎ去った後残り【ＨＰ】９というところまで追い込まれたのである。




鉄也：ギ……ギギ、なんということだ（笑）。

ラヴィニア：ギーギーうるさいわね。鎧に油をさしときなさい。

鉄也：ひ、ひどい（笑）。にしても、俺が倒れるとかなりピンチになるんだが……。

ラヴィニア：大丈夫よ。まあ、見ていなさいな。




　ここでラヴィニアは、ランスナイトＡとＢを得意の火か炎えんの魔法で攻撃。ゼロが既すでにダメージをあたえていたこともあり、あっさりとこの二体を戦闘不ふ能のうに追い込んだ。

　続く鉄也は、ランスナイトＤに剣けんを叩き込み、94点の物理ダメージ。残り【ＨＰ】６にまで追い込む。そして、ポメ郎の《ジョイフルジョイフル》で再さい度ど行動する機会を得たラヴィニアはランスナイトＤ、Ｅを魔法で攻撃し、両名を打ち倒たおしたのであった。




ラヴィニア：ふふん、どうよ？

ＧＭ：くぅ～。ランスナイトをあっという間に四体をうしなってしまったぁ～っ！　と、特になければクリンナッププロセス……。

ポメ郎：まだまだポメ。クリンナッププロセス前のイニシアチブプロセスで《クイックヒール》を使用。《ヒール》を鉄也さんに使用……（ダイスを振る）……《メディック》の効果もあり【ＨＰ】55点回かい復ふくポメ。

鉄也：ギッ！　ありがたい！

ＧＭ：くっ、完全に立ち直られてしまった！




　なお、このクリンナッププロセスでゼロとポメ郎が《フックダウン》を使用。それぞれハイＨＰポーションと、ＭＰポーションを使用。回復の処理を行なっている。




●第２ラウンド

▼行動値

ゼロ　　　　　　　　23

テレンス　　　　　　15

ランスナイトＣ、Ｆ　10

ラヴィニア　　　　　９

鉄也　　　　　　　　５

ポメ郎　　　　　　　２

[image: ]




ＧＭ：第２ラウンドを開始します。まずはセットアッププロセスから。何かある人は？　……（確認して）……ゼロとポメ郎ですね。あと、テレンスも行います。

ゼロ：私はふたたび《オーバーリミット》を使用。

ＧＭ：では、テレンスが《大神官の呪じゆ縛ばく》をゼロに使用。これは対象との【精神】の対たい抗こう判定に勝利すると、対象のすべての判定の達成値をマイナス５するというものです。

ゼロ：すべての判定の達成値マイナス５は……かなり厳しいですね。

ＧＭ：ふっふっふ。ではテレンスの【精神】判定……（ダイスを振る）……達成値19。

ゼロ：それは【精神】の低い私には、厳しい。（ダイスを振る）……達成値10で判定失敗。以後すべての判定の達成値がマイナス５となりました。

ポメ郎：これはかなり厳しいポメ。

ラヴィニア：前のラウンドにランスナイトを四体倒しておいてよかったですわぁ（笑）。

ＧＭ：くっ。まだわかりませんよ。次はポメ郎です。

ポメ郎：では、《クイックソング》を使用して、《アンセム》《ガルドル》《メディック》をこのタイミングで使用。（ダイスを振る）……合計42点回復ポメ。

鉄也：ギギッ！　おかげで【ＨＰ】は全回復、現げん在ざい[image: 106]点。

ＧＭ：マジですか!?　っていうか、ポメ郎が回復できるタイミング多すぎでしょ!?　鉄也は硬かたいし、このギルド攻せめ落とせるの!?

ラヴィニア：これが至高の力……究極についた自分の判断の甘あまさを嘆なげくがいいですわ。

ＧＭ：「くそぅ！　だが、あの方のために負けるわけにはいかないんだ！」ということで、セットアッププロセスは終了。次はメインプロセスです。

ゼロ：では私からですね。まずは残ったランスナイトＣを始末しましょう。

ＧＭ：「おのれ、簡かん単たんに言いやがって。騎士の誇ほこりにかけて、粘ねばってみせる」




　──だが、ランスナイトはＣ粘れず。

　あっさりと、ゼロのミスリルウィップにしばかれ、騎士は地に伏ふしてしまった。




ＧＭ：くっ、次はテレンス。ムーブアクションで《マジックブラスト》。ラヴィニアと鉄也に《ファイアボルト》で攻撃します。（ダイスを振る）……命中判定の達成値は28。

ラヴィニア：回避……（ダイスを振る）……達成値13で失敗。

鉄也：俺も回避……（ダイスを振る）……達成値７で失敗したので、《カバーリング》《アイアンカバー》で、ラヴィニアを庇う。

ＧＭ：ダメージは（ダイスを振る）……〈光〉属性68点魔法ダメージ！　どうだ！

ポメ郎：《プロテクション》……（ダイスを振る）……30点軽減。

ラヴィニア：《ロジカルウォール》を鉄也に。

鉄也：それに俺の【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】を合わせると……71点軽減で、ダメージ０。

ＧＭ：「バカなぁっ!?」

鉄也：ギ……そろそろ勝負は見えた。投とう降こうしてはどうだ？　とテレンスに問いかけよう。

ＧＭ：「それはできん。我が姫への忠誠は無む限げん。究極プリンセスに栄光あれぇーっ！」

ラヴィニア：敵ながら見上げた心がけですわ。では、ケリをつけさせていただきましょう。




　ラヴィニアが残敵の掃そう討とうを指し示じ。実じつ際さい、もっともダメージを与える可能性を持つテレンスの魔法が完かん封ぷうされたことにより、究極側に勝ち目はない。

　テレンスはラヴィニアの魔法、鉄也のタックルを喰くらった後、このラウンドのクリンナッププロセスにラヴィニアの与えた毒によって意識を失なうこととなった。




ＧＭ：というわけで「うぐっ」と白目を剝むいたテレンスが倒れて、戦闘終了ですね。

ラヴィニア：一瞬ひやりとしましたが、たいしたことありませんでしたわね。

ＧＭ：そして、戦闘が終わった直後、テレンスが倒れる瞬間に、つけていたピンクダイアモンドをあしらったブローチが転がります。

ラヴィニア：これがポメ郎の報告にあったピンクダイアモンドですわね？

ゼロ：そのブローチを取り上げます。

ＧＭ：では、危き険けん感知をしてください。難易度は16です。

ゼロ：危あぶない物だったのですか!?　（ダイスを振る）23で成功。

ＧＭ：ゼロはブローチに触ふれようとした瞬間、イヤな予感がしてすんでの所で止めました。

ゼロ：ラヴィニア様、これは触れると危険そうなのですが、どうしましょう？

ポメ郎：アイテムを鑑かん定ていすることは？

ＧＭ：できますよ。難易度16のアイテム鑑定です。【知力】判定で、《アイデンティファイ》があると、ボーナスがつきます。

ラヴィニア：では、わたくしが鑑定してさしあげます。……（ダイスを振る）16で成功。

ＧＭ：このアイテムは、魅み了りようの宝ほう石せきと呼ばれるマジックアイテムです。この宝石に対応した特定のアイテムを身につけた人に対して、ぞっこんになってしまいます。

ラヴィニア：宝石に対たい応おうした特定のアイテム？

ゼロ：それがなにかは分かりませんが、彼の様子からするとルティ様が持っているかと。

ラヴィニア：それもそうね。で、これをどうやって運びましょうか？

ＧＭ：アイテム鑑定に成功したので、影えい響きようが及およばない方法で運うん搬ぱんができるということにします。箸はしで摘つまむとか、箱に入れるとか。一いち応おう、危険感知に失敗しても、そのあとに【精神】判定で失敗しなければ、効果が出ることはありませんが……扱いを間違えると危ないアイテムだということだけは憶おぼえておいてください。

ラヴィニア：わたくしの宝石箱の中身をジャラリと捨すてて、代わりにそこへと収めますわ。

ＧＭ：なんてもったいないことを！

ラヴィニア：演出だけなら、いくらでもできますわ！（笑）

ポメ郎：ボンクラたちのほかにも、このピンクダイアモンドを付けた「偉い人」がいないかが気になるポメ。

ＧＭ：その件についてはイレーネに頼んだことにすれば調べてくれます。いちいちシーンを立てる必要もありません。

ラヴィニア：では、調査をイレーネさんにお願いしましょう。

鉄也：ギ、ＧＭ、とっ捕つかまえたテレンスの尋じん問もんをしたいんだが？

ＧＭ：国家転覆の計画については、「詳細は聞かされていません」とのこと。彼はルティからは計画の邪魔者を排除するように指示されていただけだそうです。

ラヴィニア：本当にボンクラですわね。

ゼロ：とりあえず、ジョンと同じく船の船倉に押し込めましょう。

ＧＭ：では、テレンスを船倉に放り込んだところでシーンを終わります。




　なお、このタイミングで一同はポーションなどで、消耗した【ＨＰ】【ＭＰ】を回復。また、ポメ郎が強きよう心しん丹たんを購こう入にゆうしている。







◆Middle09◆大将軍の地下迷めい宮きゆう




　ボンクラ息子たちのひとり、テレンスは倒した。

「次にアプローチをかけるのは誰にするのか？」一同は思考を巡らす。




ＧＭ：では新しいシーンを始めます。

ポメ郎：それにしても、予測できたこととはいえルティさんが悪者だったとは、ポメ。

ラヴィニア：たぶんその推理、半分間ま違ちがっていてよ。

鉄也：ギ、半分間違い……というと？

ラヴィニア：考えてごらんなさいな。前世がアーシアンだったからといって、怪しげな術じゆつで人じん心しんをたぶらかせるわけじゃないのですわ。

ゼロ：つまり、さらに黒くろ幕まくがいると？

ラヴィニア：少なくとも、彼女に力を貸している存在がいるのは確かだと思いますわ。

鉄也：ギ、そういう話なら、あの猿が怪あやしいなあ……。




　一気に推理を進めるＰＣたち。でも、正解が分かるまでにはまだすることがあるのです。




ＧＭ：それで、残る三箇所のうち、誰のところにいくかですが……。

ラヴィニア：エリントンのところね。

一同：判断はやっ！

ゼロ：ところでなぜエリントンのところを選ぶのですか？

ラヴィニア：この調子で進んだら、最後の戦闘のときにＮＰＣがひとりルティの横につくと思うのですわ。

ゼロ：なるほど……それで？

ラヴィニア：だから一番戦闘が強そうなエリントンのイベントを先に潰つぶすのですわ！

一同：そんな理由かよ!?（笑）




　結局、この後ラヴィニアの提案に反対の意見はなく、一行は大将軍の息子、エリントンの館へと向かうことになった。




ＧＭ：大将軍の邸てい宅たくは、ハイソなお宅で、イレーネ率ひきいるハルトマン・システムの手引きによって裏口が開けられています。

ラヴィニア：すばらしい！　イレーネさんは使える人！　華か麗れいにコッソリ侵入しますわ！

ＧＭ：メイドとして潜入していた工作員によると、彼は地下室に向かったそうです。

ゼロ：じゃあ、地下に向かいましょう。

ＧＭ：地下は訓練場ですね。ここは、ぶっちゃけていうとミニダンジョンになっています。

ラヴィニア：あからさまに怪あやしいですわね。ともあれ、先に進みますわ。




●第一の部屋　訓練場の扉とびら　

ＧＭ：地下へ降りていくと、まずは鉄の扉があって、閉まっています。

ラヴィニア：鍵かぎは？

ＧＭ：見えるトラップとして、鍵がふたつかかっています。鍵Ａとスティールスリットです。鍵Ａは、このトラップを解かい除じよするか、扉を破は壊かいしないと先へ進めません。スティールスリットは、【精神】判定に失敗すると、スリットにお金を突っ込んでしまうというトラップです。

ラヴィニア：ゼロ、トラップを解除してちょうだい。お金はわたくしが預かっておきます。

ゼロ：ひどい（笑）。……では承しよう知ちしましたと言って扉に近づきます。

ＧＭ：扉にエンゲージすると、スティールスリットの効果範はん囲い内ないになりますので、【精神】の判定をしてください。

ゼロ：では、【精神】判定を……（ダイスを振る）クリティカル。「私は文なし。こんなスリットに入れる金など持っていません」と思います。

ラヴィニア：すばらしいですわ。

ゼロ：まずは、扉にエンゲージしたので、トラップ探たん知ちしておきましょう。（ダイスを振る）クリティカル。

ＧＭ：連続でクリティカル!?　ともあれ、新たなトラップが見つかってしまいました、悔しい！　実は、メイジキラーというトラップが扉にしかけられています。最も【知力基き本ほん値】の高いキャラクターひとりが、魔法攻撃の対象になるというトラップですね。

ラヴィニア：メイジたるわたくしを狙いうちにした罠!?（笑）

ＧＭ：スティールスリットに金を入れずに扉を開けた場合、メイジキラーが発動します。

ラヴィニア：じゃあ、お金を入れるしかありませんね。

ゼロ：１Ｇだけ入れましょう。「私たちを無事に通すのです」

ラヴィニア：回避判定が１Ｇで回避できるのならば、お安いものです。

ＧＭ：分かりました。では、メイジキラーは発動せず、奥の部屋に向かう扉が開きます。

ラヴィニア：では先を急ぎましょう。




●第二の部屋　訓練場

ＧＭ：一本道の通路をさらに奥へと進んでいくと、また部屋があります。ここはどうやら訓練場のようですね。でこぼこした壁の部屋です。部屋は広くて、奥に扉があるだけという、シンプルな構こう造ぞうをしています。

ゼロ：でこぼこしているのは、壁だけですか？　天井とか床ゆかは？

ＧＭ：でこぼこしているのは壁だけです。

ラヴィニア：なぜ壁がでこぼこしているのか、謎ですわね。

ゼロ：とりあえず、私がひとりで部屋に入って、様子を見てみるしかありませんね。

ＧＭ：ちっ、シーフに先行して入られたか！　ゼロは【感知】判定をどうぞ。目もく標ひよう値ちは16です。

ゼロ：（ダイスを振る）……クリティカル！　三連続クリティカル。私、大だい活かつ躍やく。

ＧＭ：今日のゼロは神がかりすぎですよ!?（笑）

ラヴィニア：今日死ぬかも。

ゼロ：死にませんよ！

ＧＭ：では、トラップに気づきます。でこぼこした壁には、イリュージョンというトラップがしかけられていて、壁にはウェポンイーターがびっしり詰つまっていました。このトラップに気づかなかった場合、ウェポンイーターによる奇き襲しゆう攻撃を受け、《アイテムイート》が猛もう威いを振るう予定でした。

鉄也：俺を殺す気か!?（笑）




《アイテムイート》

　ウェポンイーター固有のスキルで、この攻撃を命中された対象はアイテムを破壊されてしまいます。どのアイテムが壊こわれるかはＧＭの任にん意いとなります。




ポメ郎：鉄也さんの場合、剣か鎧が食べられると、大きくさしさわりがあるポメね（笑）。

鉄也：ギギ……ゼロさん、ありがとう。

ゼロ：仕事ですから。……ともあれ、邪魔なウェポンイーターは始末しましょうか。




　というわけでウェポンイーターとの戦闘が発生。しかし、奇襲攻撃が発生しなかったため、ウェポンイーターはラヴィニアたちの脅きよう威いになれず、あっさり駆く逐ちくされてしまったのである。




●第三の部屋　謎の工こう房ぼう

ＧＭ：訓練場を乗り越え、新しい部屋が見えてきました。奥からは、ガシャンガシャンと機械が動くような、工場のような音が聞こえてきます。

ラヴィニア：偽にせ札さつを作る工場でもあるのでしょうか。部屋に入ってみましょう。

ＧＭ：部屋に入ってみると、機械が設置されています。怪しく脈打つ心しん臓ぞうのようなピンクの肉につ塊かいがベルトコンベヤーで流れてきて、ガシャンと機械がプレスすると、整形されたピンクダイアモンドが次々と生産されていきます。

ゼロ：なんと、ピンクダイアモンドの原料が心臓のような肉塊だったとは!?

ラヴィニア：気持ち悪いですわね……。

ポメ郎：明らかに邪じや悪あくな魔のアイテム。神官のボクが言うんだから間違いないポメ。

ＧＭ：ふと見れば。部屋の奥の方でフィルボルの少年エリントンが、満足げにその光景を眺ながめています。「美しい光景じゃないか！」

ラヴィニア：事情を聞くために、まずは彼を引っ捕らえましょうか。

ＧＭ：今回、相手が油ゆ断だんしているので、奇襲をしかけてかまいませんよ。

ゼロ：では、私が背はい後ごに忍しのび寄よって、黒い袋ふくろを頭にかぶせましょうか。

ラヴィニア：宝石を外すときは、気をつけないといけませんわね。

ＧＭ：難易度20の【器用】判定に成功すると、安全に外すことができますよ。

ゼロ：（ダイスを振る）21。指先が割れると、中から精せい密みつ作業用のマニピュレーターが出てきて、宝石を外したことにしましょう。

ＧＭ：するとエリントンは「はっ！　僕は正気に戻った」と自分を取り戻します。

ゼロ：あなたはルティ様に命じられて、ピンクダイアモンドを生産していましたね？

ＧＭ：「彼女の言葉を疑うたがうことすらできなかった。言われるままに、彼女に渡されたあの肉塊をピンクダイアモンドに変える機械をここに設置して……」

ラヴィニア：ルティは、本当に悪人じゃないですか！

ゼロ：ピンクダイアモンドを生産したあとはどうしていたんですか？

ＧＭ：「他の仲間のところに」まだ出てきていないふたりのところへ運んでいたようです。

鉄也：ギ……これを商人の手で流通されたら世界中がルティにぞっこんに……。

ラヴィニア：そんな世界は願いさげですわ。

ゼロ：とにかく、エリントン様はしばらく私たちの船に身を隠かくしていた方がいいでしょうな。

ＧＭ：「うん。僕、本当は争いごとが嫌きらいで、絵でも描かいて暮くらしたかったんだ。でも、大将軍の息子だから、そんな考えは許ゆるされなくて……」

ラヴィニア：なるほど。では、ミナミーノ島で、好きなだけ絵を描かせてあげますわ。

ＧＭ：「本当に!?　やった！　僕、ブラックタイガーとか描いてみたかったんだよ！」

鉄也：知ってるのかよ、ブラックタイガーを!?（笑）

ラヴィニア：さて、この量産された宝石は、ハルトマン・システムに押おう収しゆうさせましょう。

ＧＭ：では、しばらくするとイレーネが部下を引き連れて押収に来るということで。

ラヴィニア：それにしてもこれが流通してもらっては困りますわ。急いで大商人の息子ルイの身み柄がらを押さえに行きましょう。

ゼロ：承知しました。

ＧＭ：では、ルイの家に向かったところで、シーンを終了します。







◆Middle10◆悪役令れい嬢じよう、王都を駆かける




　同日深夜。

　ラヴィニアたちの乗る馬車の前に広大な屋や敷しきが見えてきた。

　そこには大商人の息子であるルイがいるはずなのだが……。




ＧＭ：では、みなさんは、大商人の店てん舗ぽの近くにある、ダイコーク家へとやって来ました。

ラヴィニア：ハルトマン・システムですわ！　ルイ・ダイコーク、神しん妙みようにしなさい！

ＧＭ：みなさんが踏み込むと、夜も明けてないというのに、家の中はてんやわんやしています。執しつ事じらしき男が「坊ぼつちゃんならば、厩うまやに行かれました」と。

ラヴィニア：すぐに厩へ向かいますわ！

ＧＭ：すると、「僕はこれでも馬術が得意でね！」とルイが馬に乗って逃とう亡ぼうするところに出くわします。

一同：いきなり逃げ支じ度たくかよ!!

鉄也：ギ……俺たちが踏み込んで来ることを読まれてたんだな？

ＧＭ：そうです。彼を捕まえるかどうか、ＦＳ判定をしてもらいます。




ＦＳ判定

　一度の判定で決着させるのではなく、何度かの判定の結果成功不成功を決める判定方法。戦闘と同じくラウンド進行のルールを用います。




●ＦＳ判定：二代目を追え

制限人数：４人

終了条じよう件けん：３ラウンド経けい過か

成長点：40点

支援判定：【器用】【感知】【精神】

判定：【敏びん捷しよう】判定／難易度：10　完了値：15




●第１ラウンド

▼行動値

ゼロ　　　　23

ラヴィニア　９

鉄也　　　　５

ポメ郎　　　２




ＧＭ：セットアッププロセスに何かする人はいませんね？　では、行動値順に処理をしていきます。まずは、ゼロさんのメインプロセス。判定は【敏捷】になります。

ゼロ：では、ラヴィニア様のために馬車を調達します……（ダイスを振る）15。差分値は５。

ＧＭ：進行値が３点上じよう昇しようしました。さっそうと馬車を操り、ルイのあとを追います。




進行値：０[image: →]３




　続くラヴィニアは待機を選び、鉄也が判定。なんとか成功する。

　黒騎士が坂道で力任せに馬車を押し、加速させた結果、進行値が１点上昇したのである。




進行値：３[image: →]４




ＧＭ：進行値４でイベントが発生します。ある程度進んだところで、ルイは華麗に馬から飛び降り、入り組んだ住宅街の中へと走り去ります。場所を確認してルートを把は握あくするために、【知力】判定に変更になります。難易度はそのままです。

ラヴィニア：わたくしが判定したいので、ポメ郎は割り込みで支援をして。

ポメ郎：【精神】で支援する……（ダイスを振る）18で支援成功。達成値に＋２だポメ。

ラヴィニア：（ダイスを振る）９。支援を含めると、21。差分値は＋６以上になりましたわ。

ＧＭ：進行値が４点上昇ですね。土地感のあるラヴィニアには、簡単でしたか。

ラヴィニア：半年経たちましたけど、まだ町並みはそのままだったということですわね。




進行値：４[image: →]８




ＧＭ：ここでイベントが発生します。追いつかれそうなルイは、腰こしに下げていた袋の口を緩め、金貨をドバーッとばらまきます。人々は「金だ金だぁっ！」と群むらがり、みなさんの進路を妨ぼう害がいします。人々をどかすための【筋力】判定に変更です。難易度はそのままですが。

ラヴィニア：夜明け前なのに、人々はもう外に出始めているのですね。

ＧＭ：市場など朝早くから活動している地区に来たと思って下さい。なお、このイベントの間、メジャーアクションを使うと、金貨が拾えます。

ポメ郎：マジで!?（笑）

ラヴィニア：今は、追跡が一番需要ですわ。

ＧＭ：２Ｄ×一〇〇〇Ｇ手に入りますよ？

ラヴィニア：マジ!?　一回くらい挑いどんでもいいかも♪

鉄也：こ……こんなに狡こう猾かつな罠わながあっていいのか!?（笑）




●第２ラウンド

▼行動値

ゼロ　　　　23

ラヴィニア　９

鉄也　　　　５

ポメ郎　　　２




ラヴィニア：あと２ラウンド。進行値は残り７だから、金貨を拾ってもいいんじゃない？

ゼロ：分かりました。私はラヴィニア様の財ざい務むも見ていますので、ここは拾ひろいましょう（ダイスを振って四〇〇〇Ｇ入手）。

ラヴィニア：金貨を拾いますわ！（ダイスを振って四〇〇〇Ｇ入手）。

ポメ郎：拾うポメ。（ダイスを振って六〇〇〇Ｇ）。

ＧＭ：三人行動して、進行値がぴくりとも動かない!?　我ながらなんて有効な作戦なんだ!?

鉄也：ギ……最後に、俺。【筋力】は９。（ダイスを振る）17。差分値が＋６以上。

ＧＭ：そんなぁ!?　進行値が４点上昇です。




進行値：８[image: →]12




　しかし、高額の金貨を得てほくほくのラヴィニアたちを襲うイベントが生じた。

　金貨を満載したラヴィニアの馬車に、住民が「金をよこせ！」と突撃してきたのだ。

　この範囲攻撃により、全員に[image: 100]点の物理ダメージが及び、特に、鉄也はラヴィニアを《カバーリング》＋《アイアンカバー》で庇ったため大ダメージを受けている。

　なお、このイベントの後、判定の能力値は【幸運】に変更されている。




鉄也：ギギッ……金の力は恐ろしい。

ＧＭ：では、第２ラウンドを終了します。




●第３ラウンド

▼行動値

ゼロ　　　　23

ラヴィニア　９

鉄也　　　　５

ポメ郎　　　２




ＧＭ：では、第３ラウンドです。

ポメ郎：セットアッププロセスで、《クイックソング》＋《アンセム》。範囲回復するポメ。（ダイスを振る）全員36点回復。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。

ゼロ：ポメ郎以外は待機して、《アンプロンプチュ》で解かい決けつしてもらうのがいいかと。

ラヴィニア：そうですわね。では、三人とも待機。

ポメ郎：《アンプロンプチュ》！　歌声で馬の心を操あやつるポメ。（ダイスを振る）達成値29で成功。




進行値：12[image: →]15




ＧＭ：ポメ郎の歌声に惹ひかれた馬が足を止めます。「動け、なぜ動かん、馬ぁっ!?」と狼ろう狽ばいしつつルイは御ご用ようとなります。では、ＦＳ判定を終了しましょう。

ラヴィニア：ルイ・ダイコーク、よくも逃げてくれましたわね？

鉄也：ギギ……おかげで一四〇〇〇Ｇ儲もうかった（笑）。

ＧＭ：「僕のお金を自由に使えるのは、ルティ様だけ！」

ラヴィニア：ピンクダイアモンドを外しましょう。

ＧＭ：「はっ、僕は、正気に、もどった！」

ラヴィニア：かくかくしかじかですわ！　まったくもう！

ＧＭ：「……僕は罪つみを償つぐなわなければならない。これが計画書だ持っていくといい」

ラヴィニア：どんなことが書いてあるんですか？

ＧＭ：「婚約を祝う舞踏会に出席した重臣たちに宝石を配付せよ。アルディオンから賓ひん客かくが来るという噂うわさもある。ゲストも重臣たちもまとめてルティ様に忠誠を誓ちかわせるのだ」

ゼロ：アンソンとかが、ダイアモンドプリンセスに首ったけになるのかもしれないですね。

ラヴィニア：なんですって!?　そんなの許せませんわ！　何て邪悪な計画でしょう！

ポメ郎：ていうか、アンソン卿きようとかマティアスとかはラヴィニア様が呼んだポメ。

ゼロ：いたずらにラヴィニア様が被ひ害がいを拡かく大だいしている感もありますな（笑）。

ラヴィニア：……今はそんなことを言っている場合じゃないわ！（爆笑）

ＧＭ：誤魔化しても無駄です（笑）。さて、舞踏会の開場まであまり時間がありません。大学者の息子などは、すでに舞踏会の会場へ向かっているはずです。

ラヴィニア：ええ!?

ＧＭ：あちこち飛び回っていたせいで、時間が過すぎ、もう朝と言っていい時間です。

ラヴィニア：すぐにでも止めに行かなくては！

ポメ郎：その前に、鉄也さんがダメージを受けているので回復をさせて欲しいポメ。

ＧＭ：了解です。では、一回だけ回復可能とします。回復が終わったら、皆さんが会場へと向かうというところで、シーンを終了します。







◆Middle11◆舞踏会への道




　いつしか夜が明けていた。

　噂の究極のダイアモンドプリンセス、ルティとエルーランの王子の婚約が発表される舞踏会が挙行される日の始まりである。

　心なしかログレスの町並みも浮き立って見える。

　だが、そんな雰囲気を引き裂さくように一台の馬車が走っていく。

　その馬車に乗っているのは……。




ＧＭ：というわけで、舞踏会の会場へと向かい、大学者の息子のランディを追うシーンです。

ポメ郎：急げぇー！　馬よ馬車馬のように走るポメ！

鉄也：ギ、「のように」じゃなくて本物の馬車馬だろ！（笑）

ＧＭ：……と、みなさんが馬車を跳とばしていくと、対向車線を走っていた馬車が急に道を塞ふさぐようにして止まります。

ラヴィニア：キケン！　キケン！　急ブレーキですわ！

ゼロ：自動車じゃないんですから（笑）。「ハァッ！」っと馬を制御してを馬車を止めます、どうどう！

ポメ郎：ぎゃあ！　慣かん性せいで前方にごろんと転がるポメ！

ラヴィニア：まったくもう！　……なんなんですの、いったい？

鉄也：ギ、俺たちの行く手を知っていて遮さえぎるということは……。

ラヴィニア：もしかしてランディですか？

ＧＭ：正解です。その馬車からはランディと……猿を連れたルティが降りてきます。

一同：えええ！

ゼロ：むこうから仕掛けてきたか！

ポメ郎：てっきりルティはクライマックスまで登場しないと思っていたポメ！

ラヴィニア：ふん！　これで捜す手間がはぶけましたわ！




　強がりも堂に入ったラヴィニア嬢である。




ゼロ：ＧＭに質問。ルティ様は宝石などのアイテムを身につけていますか？　ピンクダイアモンドと対ついになりそうなものを。

ＧＭ：いえ、目立つものといえば肩の猿くらいですか。

ゼロ：……おや？　てっきりそういうアイテムを持っていると思ったんだが。

ラヴィニア：では、わたくしは馬車から降りて仁王立ちになって言います。……やっと捕まえましたわ、さあ、ルティさんもう馬鹿なことはお止めなさい！

ＧＭ：「馬鹿なこと？」とルティは可愛らしく首をかしげます。「ワタクシのしていることのなにが馬鹿なのです？」

ラヴィニア：こんな公こう衆しゆうの面めん前ぜんで騒そう動どうを起こせば、あなたの策さく略りやくはバレたも同どう然ぜん。王子との婚約発表なんてできるわけありませんわ！

ＧＭ：「騒動？」と唇くちびるに右手の人ひと差さし指をあてて考えたルティは、にっこり笑ったあとでラビニアに返答します。「ここで起こることは嫉しつ妬とで頭に血が上ったラヴィニア様の暴走になるのですわ。ワタクシはその被ひ害がい者しやで正せい当とう防ぼう衛えいをしただけのこと」と。

鉄也：ギギ、説せつ得とく力りよくがある。

ポメ郎：日ひ頃ごろの行いの違ちがいポメ。

ゼロ：こっちは「悪役」だからなぁ……。

ラヴィニア：……あなたたち、あとで憶おぼえてろ、ですわ！（笑）




　追い詰めたつもりが、追い詰められていた？

　だが……ラヴィニアはあくまでも強気だった。




ラヴィニア：ところでお猿さん。折おり入ってお話があるのですけど？

ＧＭ：えーと。猿に話しかけるんですか？　……じゃあ「ウキ？」とけげんそうな表情で首を傾げます。

一同：言葉、通じてるだろ、猿！（笑）

ラヴィニア：そこのぼんやりした女と、自分の才さい覚かくで孤島を宝島にしたわたくし……あなたと組むのに相応ふさわしいのはどちらかしら？

一同：なんだと！

ＧＭ：なるほど。そういう展開を狙ねらいますか……。




　ラヴィニアが仕掛けたい方向は理解できました。

　あとは、それが面白いかどうかですが……。




ＧＭ：……ではラヴィニアの発言に対して、猿が「キキィ。面白いことを言うじゃないか」と返答します。

一同：ついにしゃべった!?

ＧＭ：そして、ルティが「グシオン!!　あたしを裏切る気!?」と言うと、猿が「うるさい！お前がボンクラなせいで、魔族たるオレ様がどれだけ苦労したことか！」と反論します。

ポメ郎：あー。ボンクラたち相手に猿も結構苦労していたポメね。

ゼロ：気持ちは分かる（笑）。……それはそれとして魔族だったんだな、猿。

鉄也：ギ、手が伸のびたところであやしさ全開だったけど、やっぱりなぁ……。

ＧＭ：「話が違いませんか!?　ラヴィニアさんを味方にするのはワタクシの手て駒ごまを増やすためではなかったのですか!?」というルティ。「ウキキ、そんな都合のいい話を信じていたなんてな！魔族を信じる方が馬鹿なんだぜ？」とあざ笑う猿。

ポメ郎：ルティさん。かわいそうポメ……。

ラヴィニア：あなたグシオンさんとおっしゃるの？　さあ、そんな女なんかとっと捨てて、わたくしの元にいらっしゃいな？

ＧＭ：すると、猿……に化けた魔族グシオンはルティの肩から離れてラヴィニアの方に向かいます。

ラヴィニア：では仁王立ちして勝ち誇ほこりましょう。どう？　自分の実力が分かりまして、ルティさん。

ＧＭ：ルティは蒼そう白はくになって、「そんな……」と言いつつガクガクと震ふるえています。返答する余裕もないようです。

ラヴィニア：まったく……これに懲こりて、二度と悪事を為なそうなどと考えないことね。……ところでＧＭ？

ＧＭ：はい、なんでしょう？

ラヴィニア：猿はルティさんから離れてわたくしの方へ向かっていますのね？

ＧＭ：はい。トコトコと移動してラヴィニアさんの肩へ登ろうと……。

ラヴィニア：……では頃合いですわ。鉄也さん！　ポメ郎さん！　ゼロさん！　やっておしまいなさい!!

一同：そうきたか!!

ポメ郎：やっぱり、グシオンを誘ゆう惑わくしたのはルティから引き離すためだったポメね！（笑）

ＧＭ：すると、「お、オレ様を騙したのか!?」とグシオンが驚きよう愕がくします。

ラヴィニア：おーっほっほっほ！　ざまあみなさい!!




　驚愕する魔族に向かって、ラヴィニアは高らかに告げた。




ラヴィニア：悪役令嬢を信じる方が馬鹿なのですわ！

一同：おー！（パチパチと拍手）

鉄也：ギ、さすがだラヴィニアさん！

ポメ郎：そこに痺しびれる憧あこがれるポメ！

ゼロ：魔族より邪悪……これぞ真の悪！

ラヴィニア：おーっほっほっほーっ！　褒ほめてもなにも出ませんわよ？




　お気づきかと思いますが、ＧＭとしてはラヴィニアから仕掛けた展開の予想はついていました。もともとグシオンは正体を表わしたあと、ルティから離れて戦うという展開にするつもりではいたため、プレイヤーの誘さそいに乗っても困ることはなかったのです。

　あとはそれが面白いかどうかですが、悪役令嬢というキャラクター性を発はつ揮きする展開を認めた方がより面白いだろうと判断し、ラヴィニアの仕掛けにのったわけです。




ＧＭ：……えーグシオンは「悪役令嬢ってなんだあぁぁぁーーっ!!」と咆ほう哮こうすると、猿はめきめきと大きくなっていき、体長５メートルほどに変身します。

一同：なんと!?

ＧＭ：巨大化したグシオンの額がパッカリと割れ、青いダイアモンドのような物質が光り輝きます。

ゼロ：おや、こっちがピンクダイアモンドの対ついになる物を持っていたか。

ラヴィニア：おーっほっほっほーっ！　みなさん、やってしまいますわよ！

一同：おう！

ＧＭ：状況は十分あったまりましたね。それでは、戦闘に移りましょう。
















　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ




◆Climax 01◆悪役令れい嬢じよう、魔と対決す




　眼がん前ぜんには、正体を現わした魔族グシオンが立ちはだかっていた。

　白い体毛に覆おおわれた隆りゆう々りゆうとした肉体は、小山ほどもあるように見えた。

　牙きばをむきだして嘲あざわらうその表情から、その魂たましいに刻きざまれた邪じや悪あくを垣間かいま見ることができる。

　ラヴィニアの戦いの正念場が始まろうとしていた。




ＧＭ：それでは、クライマックスフェイズに入ります！

一同：はーい。

ＧＭ：さっそく、戦せん闘とうラウンドに入りましょう！　敵は皆さんの正面から５メートルはなれた位置にラヴィニアに恨うらみ骨こつ髄ずいのグシオンがいます。同じエンゲージに巨大な盾を構えた二体のゴブリンホプリタイが存在します。

[image: ]

ラヴィニア：護衛つきとはやっかいですわね。

ＧＭ：さらに皆さんの左右五メートルに、翼の生えた魔族ワイルドハントの群れが二グループずつ存在します。ランディは、左側のエンゲージにいますね。

[image: ]

鉄也：ギ……敵が多い。この数はさすがに脅きよう威いだ。

ＧＭ：さて。まずは、戦闘前のタイミングで何かスキルなどを使用する人は宣せん言げんをお願い致いたします。

ラヴィニア：わたくしは、《スペシャリストⅠ：火》と《スペシャリストⅡ》を使用しますわ。これでシーン終しゆう了りようまで魔ま法ほう攻こう撃げきの命中＋１Ｄ、ダメージ＋１Ｄになりました。フェイトを２点も消費してしまいましたが。

ポメ郎ろう：ボクはフェイトを１点消費して、《ハンズオブライトⅠ》を使うポメ。ボクの身体が聖なる光につつまれる。これで《プロテクション》の効こう果かに＋１Ｄされて、７Ｄ＋８点軽けい減げんできるようになるポメ。

ゼロ：ラヴィニア様の《ロジカルウォール》を合わせると、だいたい40点軽減できる計算ですな。




●第１ラウンド

▼行動値

グシオン　　　　　　　　　25

ゼロ　　　　　　　　　　　23

ランディ　　　　　　　　　14

ワイルドハントＡ～Ｄ　　　14

ゴブリンホプリタイＡ、Ｂ　11

ラヴィニア　　　　　　　　９

鉄てつ也や　　　　　　　　　　　５

ポメ郎　　　　　　　　　　２
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ＧＭ：では、第１ラウンドのセットアッププロセスから始めます。何かする人はいますか……（確かく認にんして）ゼロとラヴィニアとポメ郎ですね。敵てき側がわはグシオンとランディにワイルドハントＡ、Ｃも参加します。

ゼロ：セットアッププロセスで色々動いてきますね。

ＧＭ：げへへへ。皆みなさんを楽しませる趣しゆ向こうをこらしてますからねぇ。最初はグシオンが牙をむきだしにして叫さけび声を上げます。《逆ぎやく上じようの叫び》というエネミースキルですね。

ポメ郎：どんな効果ポメ？




《逆上の叫び》

　10ｍ以内の範はん囲い（選せん択たく）が対象。対象と【精せい神しん】で対決を行ない、勝利した場合、自身への［逆上］を与あたえます。




ゼロ：敵てきの多いこの戦闘で、グシオンへの［逆上］を受けてしまうとやっかいですね。

鉄也：ギ……グシオン以外を対象とした判はん定ていにマイナス２Ｄか。

ラヴィニア：放置できないですわ。いきなりそのハンディはつらいし、ランディから宝ほう石せきを取り上げる判定も厳きびしくなるから……ゼロ、《インタラプト》して。

ゼロ：はっ。ラヴィニア様のおおせのままに。《インタラプト》使用。ポメ郎をむんずとつかみ、グシオンの口に投とう擲てき──咆ほう哮こうを妨ぼう害がいします。

ポメ郎：ひどいポメーっ!?　ひゅーん、すぽ（[image: ←]グシオンの口にはまったらしい）。

ＧＭ：「もが、もががががっ！」グシオンは窒ちつ息そく……死にました、ばたり。

一同：死ぬなよっ!?（爆ばく笑しよう）

鉄也：もっとラスボスらしく（笑）。

ＧＭ：じょ、冗談です冗談です（笑）。グシオン復ふつ活かつ！　グシオン復活！　でも《逆上の叫び》を防ふせがれたのはマジ痛いたいです。次はゼロです。

ゼロ：《オーバーリミット》と《オーバークロック》を使用。このラウンド中、命中判定と回かい避ひ判定の達成値＋５、【行動値】＋10。【ＨＰ】がマイナス10される。

ＧＭ：次はランディ。彼は《スウィフトウェポン》と《エンチャントウェポン：光》をグシオンに。魔族のかぎ爪づめが光った。「ききっ！　ききっ！」とグシオンは大喜び。

ラヴィニア：ほんとエテ公だな！（笑）

ＧＭ：グシオンの爪つめ攻撃が〈光〉属性魔法ダメージ、武器攻撃の命中に＋１Ｄされました。

鉄也：魔法ダメージになったのは、地味にイヤだな（[image: ←]【物理防ぼう御ぎよ力りよく】の方が高い）。

ＧＭ：次はワイルドハントＡとＣです！




　ワイルドハントＡとＣは、それぞれＢとＤの《援えん護ご》（判定に＋１Ｄ）を受けつつ、《死の咆哮》を使用。この魔に侵おかされた叫びをもろに受け、鉄也とポメ郎はバッドステータス［毒（１）］を受けることとなった。

　続くラヴィニアは《メタモルフォーゼ》を使用し、巨きよ大だいな杖つえを構かまえる。




ポメ郎：次はボクだポメ。《クイックソング》＋《スレノディ》で、属性を変へん更こうしようと思うんだけど。ランディの《エンチャントウェポン：光》で、グシオンの爪攻撃が〈光〉属性魔法ダメージになったから、防ぼう御ぎよを考えるとボクたちの属性を〈光〉にする。

鉄也：ギ……〈光〉同士で同属性になれば【魔法防御力】二倍だしな。

ポメ郎：あるいは、グシオンを〈水〉属性にすれば、ラヴィニアさんの《ファイアボルト》に対する【魔法防御力】を無効にできるし……ちょっと迷まようポメ。

ラヴィニア：うーん。じゃあわたくしの見せ場のために、グシオンを〈水〉属性にしておあげなさい。

ポメ郎：さすがラヴィニア様！（笑）　では、グシオンのエンゲージに《スレノディ》を使用、精神の抵てい抗こうに失敗したら〈水〉に変更するポメ（笑）。

ＧＭ：…………。




　このエンゲージにいた、グシオン、ゴブリンホプリタイＡ、Ｂすべてが抵抗失敗となり、全員〈水〉属性となる。




ＧＭ：くっ！　なんかＧＭとしてはイヤな展てん開かいですがくじけない！（笑）　メインプロセスに移りましょう。最初はゼロ。

ゼロ：まずはランディを宝石から解かい放ほうしましょう。ムーブアクションでランディのエンゲージに移動します。そしてマイナーアクションで理力符を使用。今回の行動では関係ないですが、これで武器攻撃が〈火〉属性魔法ダメージに。

ＧＭ：うげ。ラヴィニアだけでなくゼロまで〈水〉属性のグシオンに対して対たい抗こう属性で攻撃してくるようになってしまったですとぉ!?

ゼロ：相手の弱点を徹てつ底ていしてつく。これが企き業ぎよう戦士の戦い方。で、メジャーアクションでフェイトを１点使用して宝石のトラップ解かい除じよ。３Ｄ＋10で判定……（ダイスを振ふる）達成値は22。

ＧＭ：くっ！　さすがにそれは成功です。宝石がぽろりと地に落ち、ランディは「俺は正気に戻った」と言って、彼はこの場から逃にげて戦闘から除じよ外がいされます。しょんぼりだぁ。

ポメ郎：ＧＭが、ずいぶんがっかりしてるポメ。

ＧＭ：何しろ彼は、《アーマーダウン》でＰＣの【物理防御力】を50下げる役やく割わりがあったので。

一同：なにぃーっ!!

ゼロ：成功してよかったぁー!!　いやマジで（笑）。

ＧＭ：くっ、「傀かい儡らいが逃げたか……まあ最さい低てい限げんの役目は果たした」とグシオンはつぶやきます。

ポメ郎：役目……そういえばランディのこの計画における役目はなんだったポメ？

ＧＭ：舞ぶ踏とう会かいにやってきたＶＩＰに宝石を贈ぞう答とうする役です。このまま舞踏会が始まれば、アンソンやマティアスがグシオンの下げ僕ぼくになるという。

ラヴィニア：わたくしの出世のためのコネを奪うばおうって作戦だったのね。さすが魔族、狡こう猾かつな！

ＧＭ：「お前に言われたくないわ！」（笑）　グシオンは気を取り直し「とにかく、貴き様さまらをこの〈光〉属性の魔力が宿った爪で引き裂いてやろう」とペロリと爪をなめます。

ラヴィニア：ふっ、魔族が〈光〉属性の魔力に触ふれてタダですむと思ってるの？

ＧＭ：「ウキッ！　イテテテッ！」っと、慌あわてて舌したを引っ込めるグシオン。

ゼロ：そんなルールないだろ!?（笑）

ＧＭ：あくまで演出ということで（笑）。

鉄也：ギ……にしても、やはり〈光〉属性魔法ダメージの攻撃がくるというのか！

ＧＭ：というわけでグシオンは、ムーブアクションで《マジックブラスト》、マイナーアクションで《バッドステータス付ふ与よ：逆上》、メジャーアクションでラヴィニア、ポメ郎、鉄也を対象に《魔術攻撃：闇やみ》を放ちます。

一同：…………。

ラヴィニア：え？　〈闇〉属性の攻撃？

ＧＭ：そう。名付けて〝グシオンビーム！〟口から漆しつ黒こくの光線で皆さんをなぎ払はらいます。

鉄也：爪攻撃どこ行った!?（一同爆笑）

ポメ郎：あ、あぶねぇぇぇぇぇっ!?　《スレノディ》で自分たちを〈光〉属性にしていたら、対抗属性の《魔術攻撃：闇》を【魔法防御力】０で喰くらうところだったポメ。

ＧＭ：「ウキッ！　俺様のフェイントにひっかからなかったことは褒ほめてやろう」

一同：この猿さるぅぅぅっぅっ!!（爆笑）




　そう。セットアッププロセスでランディがグシオンの爪攻撃を〈光〉属性にしたのは、ＧＭの罠わなだったのです。ポメ郎が《スレノディ》を持っていることを踏ふまえ、防御力重視で思考した場合、自分たちを〈光〉属性にする選択があることは、セットアッププロセスのＰＣの会話のとおり。

　結局、攻撃重視の選択をしたため、ＰＣたちはこの罠にかからずじまい。うーん、残念。




ラヴィニア：く、小細工をしてくれますわね。油ゆ断だんならないＧＭですこと。

ＧＭ：悔くやしいのはこっちですよ！（笑）　では、判定の処しよ理りをしましょう。

鉄也：ギッ……来るがいい！




　最悪の事じ態たいを免まぬがれたとは言え、さすがに魔ま族ぞくの攻撃ということで、この攻撃をポメ郎は《アンプロンプチュ》で回避に成功する。ラヴィニア、鉄也は回避に失敗し、鉄也が《カバーリング》でラヴィニアを庇かばうことに。

　仲間の《プロテクション》《ロジカルウォール》の防御魔法を得て、鉄也は【ＨＰ】に26点のダメージを受ける。さらに彼はバッドステータス［逆上］も受けてしまった。これで鉄也は、グシオン以外に対する判定にマイナス２Ｄされることになった。




　続いて、グシオンの配下たちが行動を開始。

　翼持つ悪あく魔まといった風ふう貌ぼうのワイルドハントＣ、Ｄがラヴィニアのエンゲージへ猛もう禽きんのように突とつ進しんします。Ｃは鋭えい利りな爪でラヴィニア、Ｄは闇の魔法で鉄也とポメ郎を攻撃。

　ワイルドハントＡ、Ｂはゼロと対たい峙じしているため移動せず。Ａはその鋭利な爪でゼロを裂さこうとし、Ｂはその場からラヴィニアとポメ郎に向けて闇の魔法を投とう射しやする。

　しかし、さすがに守りの堅かたいロイヤルリベンジ。ポメ郎の《プロテクション》ラヴィニアの《ロジカルウォール》鉄也の《カバーリング》《アイアンカバー》などの防御系けいのスキルが活かつ躍やくする。ラヴィニア３点、ポメ郎２点、ゼロ16点、鉄也19点のダメージを【ＨＰ】に受けたにとどまった。




　しかし、真にやっかいなのはワイルドハントＡとＣの持つ《妨害》と、ＢとＤの持つ《援護》だったりします。ほどなく一同は、そのいやらしさを存ぞん分ぶんに感じることになるでしょう。




　さておき次は、ゴブリンホプリタイＡ、Ｂ。両者とも、ラヴィニアのいるエンゲージに突入して、彼女を槍やりで串くし刺ざしにしようとする。しかし、彼らの攻撃は鉄也の鋼はがねの肉体にはじき返されるのみ。Ｂはクリティカルを出しダメージが＋３Ｄされていたのにもかかわらず、この結果であった。




ラヴィニア：やっとわたくしの番が来ましたわね。ていうか敵多すぎ（笑）。

ＧＭ：はっはっは。

ポメ郎：でも、ラヴィニアさんのシーン全体攻撃があれば、かなり数を減らせるはず。

ラヴィニア：分かってるじゃないポメ郎！（笑）　その通りにわたくしの必殺魔法で、あたり一帯は毒まみれの火の海ですわ！




　イヤな火の海ですね。




ＧＭ：なお、ワイルドハントＣの《妨害》の影えい響きようで判定のダイスがマイナス１Ｄされるので注意してくださいね。

ラヴィニア：くっ。うざい能のう力りよくね。この攻撃で一いつ掃そうしてさしあげますわ。ムーブアクションで《ウィルスコマンド》、マイナーアクションで《プログラムマジック》、メジャーアクションで《ファイアボルト》《スペシャリストⅢ》《ディレイコマンド》。

鉄也：ギ……ここぞとばかりにスキルをどんどこ使ってる！（笑）

ラヴィニア：要約するとシーン全体を覆おおう炎ほのおの攻撃魔法、［毒］［ノックバック］付きね。くらいなさい！　と杖を掲かかげて魔法を使用！　フェイトを１点使用し、判定は３Ｄ＋12……（ダイスを振る）……28！




　ラヴィニアの杖を中心に炎の渦うずが巻き起こる。

　鮮せん烈れつな赤にやや毒々しい黒が混まざった炎は、グシオンとそのすべての配下めがけて振り注ぐ。グシオンを除のぞくすべての部下が燃え尽きるかに見えたのだが……。




ＧＭ：（ダイスを振る）……あ、ゴブリンホプリタイＢもクリティカル！

ラヴィニア：なんだと!?　この攻撃をクリティカルで回避したヤツ、これで三人目だぞ。

ＧＭ：いやあ、すみませんねぇ（笑）。




　ワイルドハントの《援護》のおかげで、回避の判定のダイスが＋１Ｄされたことが功を奏そうしたのか、ワイルドハントＣと、ゴブリンホプリタイＡ、Ｂがともにクリティカルで回避に成功した。なお、グシオンを含ふくめた残りのエネミーはすべて回避に失敗している。




ＧＭ：なお、回避に成功したゴブリンホプリタイＢは、《護ご衛えい》を使用、でかい盾たてをかかげワイルドハントＢを庇います。

ラヴィニア：くっ、《マジックフォージ》を使ってダメージを増ぞう強きようして……（ダイスを振る）……[image: 104]点〈炎〉属性の魔法ダメージ！

ＧＭ：痛い。グシオンは〈水〉属性なので、【魔法防御力】が０となり、[image: 104]点ダメージを受けます。［毒］と［ノックバック］は《バッドステータス無む効こう》で打ち消し。追加で25点ダメージ。ワイルドハントＡ、Ｂともに戦闘不ふ能のう。ゴブリンホプリタイＢも戦闘不能。

ラヴィニア：雑ざ魚こを三体も残してしまいましたわ。

ポメ郎：しかも《援護》《妨害》を持ったラヴィニア様のエンゲージ内のワイルドハントは両方生き残っているポメ。

ラヴィニア：うざい敵ですわ。

ＧＭ：なお、ダメージロールの直後でゴブリンホプリタイＢは《密みつ集しゆう陣じん形けい》を使用。これはダメージを受けた際さいに反はん撃げきするスキルで、ラヴィニアには30点のＨＰロスが入ります。ワイルドハントＤを庇いつつ「やらせんゴブ！」と彼は槍ぶすまでラヴィニアを傷きずつけ一いつ矢し報むくいて散っていくわけです。

ラヴィニア：イタタ！　そんな頑がん張ばりいりませんわ！　にしても、想定以上に雑魚エネミーを残してしまいましたわ。

ＧＭ：では、次は鉄也の行動です。げっへっへ。

ラヴィニア：なにその不気味な笑い。

鉄也：ギ……身体が重い。ワイルドハントを潰つぶしたいのだが、《妨害》と［逆上］のおかげで、命中判定にマイナス３Ｄを受けてしまうからなぁ。

ポメ郎：グシオンが嘲あざわらっているポメね。

鉄也：それでも、このエンゲージの敵を早々に潰さないと……。ちょっとポメ郎に手伝ってほしい。俺の行動の後、ポメ郎の番で《ジョイフルジョイフル》を俺に使ってくれ。

ポメ郎：……なるほど。わかったポメ。

鉄也：ムーブアクションで一いつ旦たんエンゲージを離り脱だつ。マイナーアクションは特になし。メジャーアクションで毒消しを使用。［毒（１）］を解除した。

ＧＭ：では、グシオンは「それで終わりかぁ！　ウキッ！」と嗤わらいます。

ポメ郎：終わらないポメ。次のボクの行動で《ジョイフルジョイフル》を使い、鉄也を再行動させるポメ。

鉄也：では、ムーブアクションでラヴィニアさんのいるエンゲージに移動し、《ランオーバー》使用。これはムーブアクションで移動した先のモブエネミーにＨＰロスを与えるスキルだ。ダメージは40点！

ＧＭ：なにぃぃぃぃっ!?




　鉄也は猛もう然ぜんとワイルドハントとゴブリンホプリタイの群むれの中へ突進。

　ラグビー仕込みのランは、魔族の下僕たちを吹き飛ばし、彼らをしたたかに地に打ち付けた……。




ＧＭ：まだ生きてるが、けっこう痛い。

鉄也：で、俺はマイナーアクションで聖せい水すいを使用。攻撃を〈光〉属性魔法ダメージに。さらにメジャーアクションでハイＨＰポーションを使用……（ダイスを振る）29点【ＨＰ】を回復させる。

ポメ郎：これでたぶん次のラウンド冒ぼう頭とうのゼロさんの攻撃で、だいたいケリがつくポメ。

ＧＭ：くっ、ならばその前に。グシオンが《二回行動》を使用します。ムーブアクションで《マジックブラスト》メジャーアクションで《魔術攻撃：闇》、対象はラヴィニア、鉄也、ポメ郎。

ラヴィニア：よけいなことすんなよ!?（笑）




　グシオンから放たれた漆黒の光が、ふたたびラヴィニアたちを襲おそう。

　ダメージロールの結果は75点の〈闇〉属性魔法ダメージ。

　この攻撃から、鉄也が《カバーリング》《アイアンカバー》でラヴィニアを守り、彼女はダメージ０。しかし、ポメ郎は41点、そしてラヴィニアをかばった鉄也は66点ものダメージを受けたのである。




鉄也：ギギギッ……ハイＨＰポーションを使ってなかったらヤバかった（笑）。

ＧＭ：くっ、ひとりは落としたかったんですが……。とにかくこれでクリンナッププロセスです。




　このクリンナッププロセスでは以下のような処理が行われた。

・鉄也[image: →]［逆上］を解除。


・ポメ郎[image: →]［毒（１）］により５点のＨＰロス。《フックダウン》で強きよう心しん丹たんを使用し、【精神】　の判定に＋１Ｄ。

・ゼロ[image: →]《フックダウン》でハイＨＰポーションを使用。【ＨＰ】を28点回復。

・ラヴィニア[image: →]《フックダウン》でハイＭＰポーションを使用。【ＭＰ】を29点回復。






●第２ラウンド

▼行動値

グシオン　　　　　　　25

ゼロ　　　　　　　　　23

ワイルドハントＣ、Ｄ　14

ゴブリンホプリタイＡ　11

ラヴィニア　　　　　　９

鉄也　　　　　　　　　５

ポメ郎　　　　　　　　２

[image: ]




ＧＭ：では、セットアッププロセスです。グシオンはラヴィニアのいるエンゲージに向かって、再ふたたび《逆上の叫び》声を上げる！

鉄也：ギギッ、そのエンゲージはワイルドハントＣの《妨害》の効果で、すべての判定マイナス１Ｄされているんだけど!?

ＧＭ：そう、今がチャンス！　というわけで対象は、ラヴィニアと鉄也、ポメ郎！

ポメ郎：ポ～メポメポメ、ボクはさっき強心丹を飲んだから、２Ｄで判定できるポメ。

ＧＭ：く、では判定！　（ダイスを振る）……出目が12！　つまりクリティカル！　「それがどうした、このポメロ野や郎ろう！　ウキキ！」

ラヴィニア：なにぃ!?　まじか！

ポメ郎：ちょっ、大おお畑はたさん!?　さっきからクリティカル出しすぎですよ！（笑）

ＧＭ：グシオンは「この戦い、オレたちに流れが来てるっキーッ！」と喜びます。




　この抵抗判定にＰＣ側は全員失敗。




ポメ郎：クリティカル出されちゃしかたないポメ。それはそうとボクは［逆上］したので怒いかりのあまり身体からだの色が真っ赤になります（笑）。

ＧＭ：「ウキキ、きれいに［逆上］していただいて嬉うれしいかぎりだぜ」次はゼロの番です。

ゼロ：《オーバーリミット》。ラウンド中、命中判定と回避判定に＋５。

ＧＭ：次はワイルドハントＣ。ワイルドハントＤの《援護》をもらって、ラヴィニアに《死の咆哮》を使用。与えるバッドステータスは［放心］。（ダイスを振る）……出目10で達成値は16。

ラヴィニア：１Ｄしか振れないので、判定は失敗。怒りのあまり［放心］するわ。

ポメ郎：次はボク。ここで《クイックソング》＋《アンセム》＋《ガルドル》を使用して、セットアップにラヴィニア様と鉄也さん、あとボクを回復するポメ。さらに、《メディック》！と叫んで、回復量をアップするポメ。

ＧＭ：《妨害》と［逆上］の効果で、グシオンを対象に含まない判定にはマイナス３Ｄされることをお忘わすれなく。

ポメ郎：ここは、フェイトを１点使って21＋２Ｄで呪歌判定します。飲んでてよかった、強心丹。（ダイスを振る）発動成功。回復量は（ダイスを振る）……【ＨＰ】を31点回復するポメ。

ラヴィニア：全回復したわ。

鉄也：俺は、半分くらいまで回復した。

ＧＭ：では、メインプロセス。今回はグシオンから……。

ポメ郎：ちょっと待ったポメ！　このイニシアチブプロセスで《クイックヒール》で《ヒール》を鉄也に使用するポメ。グシオンの攻撃前に、肉の壁かべの【ＨＰ】が半分ぐらいじゃ心こころ許もとないポメ。

鉄也：ギッ……助かるぜ。




　ポメ郎はこの回復に《メディック》も使用し回復量をアップ。ダイスロールの結果、鉄也への【ＨＰ】の回復量は58点となった。




鉄也：ギギギギギッ！　これで【ＨＰ】が全回復したぞ!!

ＧＭ：それでは【行動値】25でグシオンの行動です。ムーブアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションは《魔術攻撃：闇》でラヴィニア、鉄也、ポメ郎を攻撃します。

ゼロ：今回は、セットアッププロセスで《オーバークロック》を使えなかったので、敵に先手を取られてしまいました。申もうし訳わけありません。ラヴィニア様。

ラヴィニア：しかたないですわ。そのぶん鉄也が耐たえてくれるでしょう。

鉄也：ギ、ギギ（笑）。

ＧＭ：では、命中判定に行きますね。「キキッ！　やけに動きがのろそうじゃねぇか。だが遠えん慮りよはしねぇ」とりゃ！（ダイスを振る）……命中の達成値は28！

ラヴィニア：そんなの無理！

ポメ郎：ワイルドハントＣの《妨害》がなければ、誰だれかがフェイトをつぎ込んで回避もできるかもしれないけど……。




　というポメ郎の言葉どおり《妨害》により、回避が困こん難なんになったラヴィニア、鉄也、ポメ郎は全員回避失敗。

「闇に飲み込まれて消えるがいい！」との叫びとともに放たれたグシオンの漆黒の光は76点の〈闇〉属性魔法ダメージを叩たたきだす。

　これを見て、鉄也はラヴィニアを《カバーリング》することに。そして……。




鉄也：……（計算して）……ラヴィニアさん。俺に《ロジカルウォール》を。そうすれば、【ＨＰ】２点で生き残る。さらにポメ郎が自分に《プロテクション》で全員生せい存ぞんの目が出てくる。

ラヴィニア：よろしくてよ。《ロジカルウォール》を鉄也に。ダメージを９点軽減。

ポメ郎：助かるポメ！　ボクは自分に《プロテクション》（ダイスを振る）……37点軽減で、残り【ＨＰ】６になったポメ。

鉄也：ギギ……これでなんとか全員生きてるな。残り【ＨＰ】２の俺は、鎧よろいの胴どうにでっかい穴あなが空いて背中まで丸見えなんだが、一いつ瞬しゆん早く中にいた鳥たちを巣ごと逃がしているので最悪の事態は免れている。

ＧＭ：なんということだ（笑）。「やったか！」と攻撃に手て応ごたえを感じていたグシオンは、「バカな!?　胴体を貫つらぬかれてなぜ生きているウキッ！」と驚きよう愕がくしています。

鉄也：ギギッ！　そんなことより、鳥たちの安住の地を破は壊かいされて、俺は激げき怒どしています。よくも俺の憩いこいの小鳥たちを！

ポメ郎：怒おこるところそこポメ!?（一同爆笑）

ゼロ：鉄也さんは心優しいラガーマンですね（笑）。では、次は私です。まず、ムーブアクションでラヴィニア様のエンゲージに移動し、このモブたちをなぎ払いましょう。なお、グリーンベレーのクリスタルの効果でこのエンゲージは封ふう鎖さされます。

ＧＭ：くっ、やらせませんよ。

ゼロ：マイナーアクションで《サイドワインダー》、メジャーアクションで《ワイドアタック》、対象はワイルドハントＣ、Ｄ、ゴブリンホプリタイＡです。命中判定は（ダイスを振る）……ファンブル！

一同：なにぃーっ!?

ゼロ：フェイトを使用して振り直します……（ダイスを振る）お、ひとつ６が出てますね。ここで《フラッシュドライブ》を使用。もうひとつのダイスを６の目にしてクリティカルに！

ＧＭ：げげぇっ!?

ポメ郎：さすがゼロさん！




　既すでに鉄也の攻撃で半分以上の【ＨＰ】を奪われていたこともあり、この攻撃でワイルドハントＤとゴブリンホプリタイＡが倒たおれた。ワイルドハントＣはゴブリンホプリタイＡが《護衛》で庇ったため生き残る。

　また、ゴブリンホプリタイＡが死に際に《密集陣形》を使用し、ゼロに30点のＨＰロスを与えている。




ゼロ：くっ、手て傷きずを負ったうえに一体残してしまいました。

ポメ郎：しかも一番やっかいな、《妨害》持ちのワイルドハントＣポメ。

ラヴィニア：本当にうざい敵ですわ（笑）。

ＧＭ：「お褒めにあずかり恐きよう縮しゆくだウキ！」

ラヴィニア：褒めてねぇーよ！（笑）




　続いては生き残ったワイルドハントＣが、かぎ爪を閃ひらめかせ鉄也に迫せまる。

　《妨害》により、回避のダイス目が減っていたため攻撃をまともにくらう鉄也。

　鉄也の残り【ＨＰ】は２であり、戦闘不能は必ひつ至し。

　やむなくポメ郎が《アフェクション》を使用してダメージをシャットアウトした。




　とにかくワイルドハントＣの《妨害》の影響を脱だつしたいと考えた一同。

　続くラヴィニアと鉄也は待機。

　ポメ郎が自分の行動順で《ジョイフルジョイフル》を使用し、ゼロを再行動させる。




ゼロ：ではマイナーアクションで《サイドワインダー》、メジャーアクションで《オーバーアサルト》。《アーシアン：召しよう喚かん》を使用して15＋４Ｄで命中判定（ダイスを振る）……クリティカル！

ＧＭ：そんなの避よけられるかぁっ!?　（ダイスを振る）回避失敗。




　ここでゼロは《ストライクブースト》を使用。理力符によって炎を纏まとったゼロのミスリルウィップが空間を引き裂く勢いきおいで放たれ、79点〈火〉属性魔法ダメージを与えた。

　そして、ついにワイルドハントＣも倒れることに。




ＧＭ：「そこまでしなくてもぉっ!?」と、過か剰じようなダメージで葬ほうむられたワイルドハントＣは叫びつつ行動を終了します。次は待機していた鉄也。

鉄也：ギギッ！　ついに俺の番だな。ムーブアクションでグシオンのエンゲージに移動。マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》、さらに《ボルテクスアタック》も使用する！

ポメ郎：妨害から解とき放はなたれた鉄也さんの全力攻撃ポメ！

ＧＭ：「おっと、そうはいかんウキ！」《逆上の友ゆう誼ぎ》を使用し、グシオンへの命中判定のダイスからマイナス２していただきましょう。

鉄也：ギギギッ！　それでも当てる。命中判定にフェイト２点を使用し11＋３Ｄで判定……（ダイスを振る）……達成値は27。

ＧＭ：げっ！　回避は（ダイスを振る）……達成値19で失敗。

鉄也：小鳥の巣の恨うらみ、思い知れぇーっ!!

ラヴィニア：そこかよっ!?（笑）

鉄也：ダメージロール直前に《ファランクスアタック》も使って……うりゃっ（ダイスを振る）……[image: 182]点〈光〉属性魔法ダメージ！

ＧＭ：ぐはっ！　グシオンは全体重を乗せた鉄也の一いち撃げきを受け、思わず地に膝ひざをつきます。

ポメ郎：効きいているポメ！　ラヴィニア様頼たのむポメ。

ラヴィニア：おまかせなさいな。私の右腕に宿る炎、左腕に宿る毒をご覧らんなさい。これから最大の魔法をお見み舞まいしてさしあげますわ。

ＧＭ：み、右腕だと？　くっ、俺の右腕たちを殺しておいて（わなわな）。

ラヴィニア：あら、わたくしの右腕はミナミーノ島に何十本もありますわ。

鉄也：村人たち、ラヴィニアさんの右腕だったのか!?（笑）

ＧＭ：「右腕が何十本も!?　お前、…………キモいな!?」（爆笑）

ラヴィニア：だまらっしゃいっ!?（一同爆笑）　ムーブアクションで《ウィルスコマンド》、マイナーアクションで《プログラムマジック》。メジャーアクションで《ファイアボルト》＋《リゼントメント》＋《ディレイコマンド》をグシオンに叩き込むわ。

ＧＭ：ラヴィニアの上空で渦うず巻まく巨大な炎に「なん……だと」と、グシオンは息をのみます。

ラヴィニア：どう？　恐おそれ入りましたか？　ではフェイトを１点使用して命中判定……（ダイスを振る）……達成値は28！

ＧＭ：（ダイスを振る）……回避失敗。

ラヴィニア：ダメージは（ダイスを振る）……[image: 172]点〈火〉属性魔法ダメージ。１点でもダメージが抜ぬけると［毒（３）］と［ノックバック（２）］を差し上げますわ。

ＧＭ：ぐは、こっちは〈水〉属性だからダメージはそのまま来る。《バッドステータス無効》も使うから、さらにダメージ25点。だが、まだ立ってる。

ラヴィニア：ちぃっ！　まだ倒せなかったのですわ。

ＧＭ：よーしっ！　グシオンが《二回行動》を使用します。ムーブアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《魔術攻撃：闇》を使って、対象はラヴィニア、ポメ郎、ゼロ！　命中判定は（ダイスを振る）……24！

ポメ郎：《妨害》なくなっても、回避は厳しいポメ。




　この攻撃の回避にゼロは成功。しかし、ラヴィニア、ポメ郎に命中している。




鉄也：では、《カバーリング》《カバームーブ》でポメ郎を庇う。俺は残り【ＨＰ】２だし、今後生き残るのは厳しい。《プロテクション》と《ロジカルウォール》を重ねればラヴィニアさんは生き残るはず。

ラヴィニア：なるほど。ポメ郎の《ファイトソング》があれば、《インタラプト》や《リゼントメント》などを再使用可能にできますわね。守る価か値ちがあると……。

ポメ郎：すまないポメ。

鉄也：ギ……いいってことよ。




　今回のグシオンの攻撃のダメージは77点〈闇〉属性魔法ダメージ。

　この結果、ポメ郎はダメージ無し。ラヴィニアは《プロテクション》《ロジカルウォール》を重ねることで、30点ダメージを受けつつも生き残った。

　そして、鉄也は……。




鉄也：ギ……ギギ。どうやら、ガタが来ちまったみてぇだ。後は頼む……。と、戦闘不能で、ガシャリ……と座すわり込む。

ポメ郎：うぉぉぉっ!!　鉄也さーん!!

ラヴィニア：グシオン、よくもわたくしの肉の壁をっ!?　思い知らせてあげますわ！

ＧＭ：「お前、部下が大切なのかそうでないのかいまいちわかんねぇウキ！」（一同爆笑）　では、クリンナッププロセスに移ります。




　このクリンナッププロセスでは以下の処理が行なわれた。

・ラヴィニア[image: →]［逆上］［放心］の解除。

・ポメ郎[image: →]［逆上］の解除。［毒（１）］により５点のＨＰロス。




●第３ラウンド

▼行動値

グシオン　　25

ゼロ　　　　23

ラヴィニア　９

ポメ郎　　　２

[image: ]




ＧＭ：では３ラウンド目のセットアッププロセスです。グシオンは、ラヴィニアのエンゲージに向かって、《逆上の叫び》！　［逆上］がついていないと《逆上の友誼》が使えませんので。

ラヴィニア：なるほど。《妨害》がなくなったので、２Ｄで判定できるが（ダイスを振る）……出目２でファンブルして［逆上］！　抵抗する気もないですわ（笑）。

ゼロ：（ダイスを振る）……ピンゾロなのでファンブルして同じく［逆上］！

鉄也：なんて［逆上］しやすい人たちなんだ！（一同爆笑）

ポメ郎：ボクは強心丹の効果で＋１Ｄされているので、３Ｄ＋11で判定。（ダイスを振る）……出目13で達成値24。抵抗したポメ。

ＧＭ：では、【行動値】23のゼロ。

ゼロ：《オーバーリミット》。命中判定と回避判定の達成値＋５。

ポメ郎：ボクの番ポメ。《ファイトソング》を使用し、《インタラプト》を復活させる。

ラヴィニア：たぶん、それが最さい善ぜん手しゆのはずですわ。

ＧＭ：それではセットアッププロセスが終了。グシオンの行動です。スキルを使用した攻撃は《インタラプト》でつぶされるので、爪で攻撃します。

ラヴィニア：まぁ、そうするよな。

ＧＭ：では、ラヴィニアにエンゲージして、爪で至し高こうのプリンセスを攻撃！　「ラヴィニア、お前を潰す！　このランディの愛を受けた爪でなぁウキキ」（笑）

ゼロ：ランディの支し援えんがここで活いきるのか（笑）。

ラヴィニア：ランディの愛ってなによ!?

ＧＭ：「もちろん、〝究極のダイアモンドプリンセス〟ルティへの愛がお前を殺すのだ！　ウキキ」《エンチャントウェポン：光》の効果で命中判定＋１Ｄ。命中判定は５Ｄ＋15（ダイスを振る）…………うわっ、クリティカルだぁーっ!!

ラヴィニア：ぎゃー!!　まじか！（一同爆笑）

ＧＭ：これがルティ様への愛の力！　意外と強い力でしたね（笑）。

ラヴィニア：ふざけんなよぉーっ!!　そもそもグシオンはルティを見限ってたってのにランディもしつこい男ですわね。

ゼロ：おそらく、ピンクダイアモンドのチャームはしばらく継けい続ぞくする性質なのかと。

ポメ郎：それはそうと、ここは行動を放ほう棄きしてめっちゃいい笑顔でラヴィニア様をカバーするポメ。死を覚かく悟ごし、愛と哀かなしみの籠こもったつぶらな瞳ひとみでグシオンを見つめてみるポメ。

ＧＭ：「……こんな愛らしいポメロを殴なぐるなんて、とてもできない……わけあるかウキーッ!!」と（ダイスを振る）……出目が低いが、82点の〈光〉属性魔法ダメージです。

ゼロ：ポメ郎ーっ!!




　このダメージはさすがに《プロテクション》などのスキルを駆く使ししても防ぎきれず、ポメ郎は戦闘不能に陥おちいることに。

　続くゼロの〈火〉属性魔法攻撃（対抗属性のため、グシオンの【魔法防御力】は０）に、グシオンは《逆上の友誼》を温おん存ぞんしラヴィニアに使用することを選択。結果、ゼロは67点のダメージを与えることに成功。

　そして……。




ラヴィニア：次はわたくしですね。もうやることはひとつしかありません。ムーブで《ウィルスコマンド》、マイナーで《プログラムマジック》、メジャーで《ファイアボルト》＋《ディレイコマンド》でグシオンを攻撃しますわ。

ＧＭ：では、判定の直前に《逆上の友誼》を使用。魔術判定にマイナス２Ｄします。

ラヴィニア：わたくしの魔術判定が２Ｄ＋12。グシオンの回避判定も近い値あたいでしたわね。

ゼロ：《インタラプト》を《逆上の友誼》に使うか、ラウンド終わりに使われる《二回行動》に使うか、迷うところですね。ラヴィニア様はどう思いますか？

ラヴィニア：そうですわね。《逆上の友誼》を通し、《二回行動》を消した場合、わたくしの攻撃はおそらく回避されてしまう可能性が出てくる。そこが気になりますわ。

ゼロ：なるほど、次のラウンド以い降こうは《インタラプト》も使えず、鉄也もポメ郎もいないのでじり貧ひんになる可能性が高い。ならば、ぜがひでもラヴィニア様に必殺の魔法を撃ち込んでもらうべきですね！　《インタラプト》で、《逆上の友誼》を打ち消しましょう。

ＧＭ：「いいんですか？　こんなしょぼいスキルに貴き重ちような《インタラプト》を使ってしまってもウキキ？」

ゼロ：何を言う。この《インタラプト》は鉄也からポメ郎、ポメ郎から私へと託たくされたラヴィニア様を守るという意思なのだ！　と《インタラプト》を使う。するとポメ郎の幻げん影えいが浮かび上がる。

ポメ郎：えっ？　ボクの幻影が!?　じゃあ、つぶらな瞳でグシオンを見つめます。

ＧＭ：や、やめろそんな目でオレを見るんじゃない。と、なぜかポメ郎の瞳にグシオンがひるみ、《逆上の友誼》が打ち消されました。

ラヴィニア：鉄也の命が、ポメ郎の心が、わたくしの魔術判定を４Ｄ＋12に。そしてわたくしは心を研とぎ澄すまし、ただひとつのことをイメージする！

一同：おお！

ラヴィニア：それは……前世の上司の顔ですわ!!

ポメ郎：ここでライフパスでできた設定を引っ張り出すポメか!?

ラヴィニア：さあ、世界を越えた恨うらみの炎を喰らいなさい！　（ダイスを振る）出目は16なので達成値28　!!

ＧＭ：こちらの回避は６ゾロ、つまりクリティカルのみ。（ダイスを振る）……出目は６と……５で11！　惜おしい、１足りなかった……ガクリ。

一同：あ、危なかったぁー!!

ラヴィニア：ダメージに最後のフェイト１点を入れて、９Ｄ＋63。いきますわよ。（ダイスを振る）……出目は……37。合計ぴったり[image: 100]点の〈火〉属性魔法ダメージ！

ＧＭ：グシオンは対抗属性なので防御力は０。つまり[image: 100]点丸々とおります。

ラヴィニア：や、やったか!?

ＧＭ：グシオンの【ＨＰ】は[image: 650]。そして累るい計けいダメージも[image: 650]！　ちょうど戦闘不能になります。

一同：やったー！

ＧＭ：では、ここで戦闘終了となります。







　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




◆Ending01◆陰いん謀ぼうの終しゆう焉えん　




　巨大な猿に似にた魔族が、どうっ……と倒れた。

　誰も彼もが疲ひ労ろう困こん憊ぱい、あるいは力尽きている。

　そんな中、ラヴィニアは地に足をつけ凜りんと立っていた。




ＧＭ：では、エンディングフェイズに入りましょう。最初のシーンは戦闘の直後。ラヴィニアの炎がグシオンを吹き飛ばしました。「くそ、キサマ本当に人間か!?」

ラヴィニア：うるさい！　さっさと死になさい！　むぎゅっと踏ふみつけます。

鉄也：ご、ご無む体たいな（笑）。

ＧＭ：「魔族より邪悪なり！　悪役令嬢よ……」と言いながら、グシオンは燃え尽き、やがて消えていきます。

ラヴィニア：はん！　負け猿の遠とお吠ぼえは心地ここちいいですわ。




　魔族グシオンは倒れ、その亡なき骸がらは灰のように燃え尽き消しよう散さんしていった。

　そして、この場に残されたのは……。




ＧＭ：というわけで、魔族に操あやつられていたルティという哀あわれな少女が残されます。

ラヴィニア：さて、このあとルティをどうするかだけど……。

ＧＭ：「今回はワタクシの負け。さあ、捕つかまえなさい。そうすれば、この国のプリンセスの座はあなたのものです」

ラヴィニア：はん！　そんな称しよう号ごうなどもういりませんわ。わたくしは、いずれエリンの統とう一いつ帝ていラヴィニアと呼ばれる女です（一同爆笑）。

ゼロ：そういえば、そんなこと言ってましたね（笑）。

鉄也：そうだ。ちなみにルティと王子との結婚はどうなるんだ？

ＧＭ：陰いん謀ぼうはイレーネのハルトマン・システムも把は握あくしており、破は談だんになりますよ。特に何もしなければ、ルティは裁さばきの場に立たされるでしょう。

ラヴィニア：……なるほど。では、イレーネに口くち利ききをしてもらって、ルティの処しよ罰ばつが軽くなるように国王陛下に頼みましょう。

ＧＭ：「ワタクシに情なさけをかけるおつもり？」とルティは怪け訝げんな顔をラヴィニアに向けます。

ラヴィニア：勘かん違ちがいなさらない事ね。わたくしはあなたを夢から覚ましたかっただけですわ。あとはせいぜい現実を生きることね。

ポメ郎：ちょっと理屈が強引ポメ。

鉄也：ギ……素す直なおじゃないなぁ（笑）。

ラヴィニア：黙だまらっしゃい！（笑）

ＧＭ：「ワタクシはいったいこのあとどうすれば……」

ラヴィニア：そうね……。




　ラヴィニアは少し考えるようにして、間を置いて答えた。




ラヴィニア：それはルティさんがご自分で考えなさいな。実家を立て直すもよし、新しくなにかを始めるもよし。

ＧＭ：「それではラヴィニア様はなにをするおつもりなの？」

ラヴィニア：わたくしには前世でみんなが幸せになるような仕事場が作りたくて果たせませんでしたの。だから、今生では世界を征せい服ふくしてみんなを幸せにしてやりますわ！　誰かに頼るのではなく、自分の力で。

ＧＭ：「そんなことが本当にできると思っていらっしゃるの？」

ラヴィニア：できるかどうかなんて関係ありませんわ。せっかく手に入れた二度目の人生ですもの。やりたいことをやらないなんて、もったいないというものですわ！

ポメ郎：そういうことポメね。

鉄也：ギ、俺は元の世界に帰ることが最さい優ゆう先せんだけど……でもセカンドチャンスを無駄にしたくないというのには賛成だ。

ＧＭ：すると、ルティはその場にひざまずくと顔を覆おおい泣きだしてしまいます。

ラヴィニア：ちょ、ちょっと。ヒロインが悪役令嬢の前で泣くなんて言ごん語ご道どう断だんですわ！　ホラ、ハンカチーフを貸してさしあげるので、涙をお拭ふきなさい！

鉄也：あーあ。泣かしちゃった。

ゼロ：なんだかんだで面めん倒どう見みがいいんですよねぇ。

ポメ郎：ところで、舞踏会はどうなるポメ？

ＧＭ：当然中止です。王都の人々もいぶかしがりますが、やがて忘れられてしまうでしょう。

鉄也：究極のプリンセスもこれでお終いか。

ラヴィニア：ルティさんが前世を引きずるのを止やめる以上、これまでと同じではいられないのですわ。現実を生きないと……。

ポメ郎：前世の上司への怒いかりで敵を倒した人とは思えない台詞せりふだポメ（笑）。

ラヴィニア：せっかくいいこと言ってまとまったと思ったのに！（笑）

ＧＭ：それでは、そろそろ次のシーンに進みたいと思います。







◆Ending02◆戻るべき場所




　ログレスの港に潮しお風かぜが吹き、ラヴィニアの髪を軽くゆらす。

　激しい戦いを終えたロイヤルリベンジの一行が、彼らの本拠に帰還する時が近づく。

　次の航海は王都に戻ってきた時とはまったく違ったものになるだろう。




ＧＭ：では、最後に締めのシーンに参りましょう。何かご希望はありますか？

ラヴィニア：み、みんな当然わたくしのミナミーノ島についてきますわよね。

鉄也：なんで突然、そんなに自信なさげなんですか!?

ポメ郎：これまでの自信満々のラヴィニア様はどこに行ったポメ？

ラヴィニア：だってほら、一応みんなにも自分の生き方があったりするじゃない？

ポメ郎：水くさいポメ！　島の大神官に任命されたボクは忠誠度マックスだポメ。当然ついていくこと大決定、死ぬまでお供しますポメ。

ラヴィニア：ポメロのくせに、泣かせること言いますわね！（バーンと背中を叩く仕し草ぐさ）

ポメ郎：いたいポメ（笑）。

ゼロ：イビルゴッド重工業の従業員として、ラヴィニア様と共に歩むことに大きなメリットを感じます。大おば様の依頼ではなく、私の意志であなた様にお仕えしたいのです。

ラヴィニア：くるしゅうない！（笑）

鉄也：ギ……俺はいずれは現代世界に帰って、ナナミを花園に連れて行きたい。が、帰還の前に身体元に戻さないとまずいと、今気がついた。

一同：今気がついたのかよ!?（爆笑）

鉄也：そのためにお金を貯めたいから、ラヴィニアさん仕事ください。

ラヴィニア：安月給ですわよ！

鉄也：アンタって人はぁーっ!?（一同爆笑）

ラヴィニア：じゃ、話が決まったところで、早速ログレスの港から出港しましょう！




　ログレスを騒がせた悪役令嬢が、この王都を去る。

　そんな話をどこからか聞きつけたのか、ラヴィニアの出港時には多くの見送り人が姿を見せていた。




ＧＭ：さて、港には大勢の人たちが見送りにきています。大おば様、王都新聞のキシャー、四人のボンクラ子弟たち……。

ゼロ：会えて嬉うれしい顔、そうでもない顔、いろいろですな（笑）。

ＧＭ：そうそう。ラヴィニアの活躍に勘かん当どうを解といた、ご両親も姿を見せています。

ラヴィニア：なんと調子のいい親だ!?（笑）　でも広い心で別れの挨拶をしましょう。

ＧＭ：そして、そこから少し離れたところに停まった馬車の中から、ルティとイレーネがラヴィニアたちを見送っています。

ラヴィニア：なんでそのふたりが!?

ＧＭ：なお、その馬車の中ではこんな会話が行われています。




「挨あい拶さつしなくてよろしいのですか？」

「はい。今はまだワタクシはあの方の前にでる資格はありませんもの」

「それで、本当にミナミーノ島に移い住じゆうなさるおつもりなのです？」




ラヴィニア：ちょっと待て！　移住!?




「はい。ワタクシのせいで、実家のダイアモンド鉱こう山ざんが爆ばく破はされて職にあぶれた坑こう夫ふたちがいます。彼らとともにあの方の島で採さい掘くつのお手伝いをするつもりなんです」

「……まあ、あたしとしては最大の危険人物のもとに手て駒ごまを送り込めるのは都つ合ごうがいいのですが。あなたもいい根性しているのです」

「ええ、だってワタクシはヒロインですもの。悪役令嬢なんかに負けていられませんわ」

ラヴィニア：このふたりの方がよっぽど腹はら黒ぐろいじゃねーか！　……ですわ！（笑）

ポメ郎：ヒロインちゃんも結構逞たくましいポメ。

ラヴィニア：ええい！　わたくし、負けませんわよ!!

ＧＭ：やがて出航の時間となり、船はエルーラン王国の岸を離れます。

ラヴィニア：じゃあ、みんな。わたくしの野望に最後までつきあってもらいますわよ？

鉄也＆ポメ郎＆ゼロ：おーうっ!!




　そして、帆はん船せんは風を受け、港から大洋へ向けて滑すべるように走り出す。

　甲板に立ち、ラヴィニアは船の進む先を見つめる。

　彼女がこれからどんな波は瀾らん万ばん丈じようの物語を紡つむぐのか。

　この時、知る者は誰もいない……。
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　　　あとがき




　あとがきとかけて、愛媛えひめ愛媛名な古ご屋やと解ときます。

　その心は？

　いよいよおわり、でございます。




　どうも大畑顕おおはた・あきらです。（有）Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．に所属しているライターで、主にＴＲＰＧのデータなどの作成を担当しておりました。本書の著者でもあります。

　本書の冒頭でも行ないましたが、あとがきから読む方のために改めてここでご挨あい拶さつさせていただきました。

　あと……僕の初ゲームデザインのＴＲＰＧ『剣の街の異邦人ＴＲＰＧ』が、株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡさんから、本書とほぼ同時に発売されていますので、そちらもよろしくお願いします。




　では、さっそく本書の内容について解説していきましょう。




●第一話：「異い世せ界かいで南の島の領りよう主しゆになろう」

　さて、冒頭で説明したとおりこのリプレイは『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ ストレンジャーガイド』を紹介することを目的としたリプレイです。

　現代地球からファンタジー世界へと登場人物が転てん移いする──いわゆる〝異世界トリップ〟が『ストレンジャーガイド』のテーマ。したがって本書もそのテーマに踏ふみ込むことになります。

　異世界トリップものにもいくつかパターンがありますが、僕が今回のシナリオで最初にイメージしたのは、〝内政〟を行う物語でした。現代の知識を持った主人公が、それを活いかしてファンタジー世界の経済や政治で頭とう角かくを現していく。そんなエピソードは、異世界トリップの魅み力りよくを端たん的てきに表現すると考えたのです。

　それをＴＲＰＧでどう表現するか？　考えたすえ「ＰＣ①を辺へん境きよう領りよう土どの統治者とする」、そして「住民たちのトラブルをいかに収おさめるか」という任務を足がかりとしてのし上がっていく、という枠わく組ぐみを考えました。

　しかし、ＴＲＰＧとは展開が分からないものです。

　まさか〝悪あく役やく令れい嬢じよう〟のＰＣ①が爆ばく誕たんするとは……。さらに、そのライバルたるダイアモンドプリンセスまででっちあげられる始末。そんなＰＣたちが繰り広げたお話は、皆さんが本文を読んだとおりの顚てん末まつで終わることとなりました。




●第二話：「悪役令嬢の帰き還かん」

　というわけで第二話です。

　このお話はせっかく第一話で登場した、ラヴィニアのライバル、〝ダイアモンドプリンセス〟ルティとの対決を軸じくに話を進めようと考えました。せっかく令嬢ふたりが登場するということで、華はなやかな王都を舞台とした陰いん謀ぼう劇げきといったテイストでまとめたつもりです。

　ちなみに、ラヴィニアのＰＣが名付けてくれたので、ダイアモンドプリンセスはルティという名になりました。しかし、決まらなかった場合の腹ふく案あんもありました。

　ヒントは「パイロットではありません」です。

　お暇ひまな方は考えてみて下さい（笑）。

　最初は「プレイヤーの発言で生まれたＮＰＣを拾ってやれ」程てい度どの考えで始めたお話ですが、プレイヤーたちが意外に感情移入した結果予想を超こえた結けつ末まつになりました。

　こういうのもＴＲＰＧの醍だい醐ご味みのひとつですね。




　さて、最後に本書の執筆にあたって力になってくれた方々に感謝の言葉を。

　まず、素す敵てきなイラストで本書を彩ってくれたKeGさま。悪役令嬢然としつつ、ヒロインとしての可愛いらしさを両立したラヴィニアを始め、個性的なＰＣたちを見事に描きだしていただき、大変感謝しております。

　本書のセッションを楽しく遊んだプレイヤーの皆さんにも感謝を。特に、悪役令嬢ラヴィニアを生み出した菊池たけし氏は、本書の方向性を決めたといっても過か言ごんではありません。

　また同どう僚りようの丹藤武敏たんどう・たけとしさんには、シナリオの作成にあたって有益な助言をいただきました。

　最後に、本書を最後まで読者の皆様。本当にありがとうございます。

　本書を楽しんでいただけましたら、ぜひ『ストレンジャーガイド』を使って、異世界トリップのセッションに挑戦してみてください。




　ＴＲＰＧのセッションは、本当に魅力的な遊びなのですから。








二〇一六年六月　大畑顕
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